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（ 午前９時００分 開会 ） 

○中西議長 おはようございます。 

本日は、予算審査特別委員会を開催いたしましたところ、委員皆さまにはご出席をい

ただき、大変ありがとうございます。 

辻委員より、尐し遅れるという連絡をいただいております。 

ただいまから、本会議から付託を受けました議案第２４号 平成２７年度斑鳩町一般

会計予算についてほか５件の予算審査を行っていただきますが、会議に先立ちまして、

本委員会の正副委員長を互選いただきますため、暫時休憩をいたします。 

（ 午前９時００分 休憩 ） 

（ 午前９時００分 再開 ） 

○中西議長 再開いたします。 

休憩中に互選をいただきました結果、委員長に小野委員、副委員長に坂口委員を互選

されましたので、お２人にはよろしくお願いをいたします。 

暫時休憩をいたします。 

（ 午前９時００分 休憩 ） 

（ 午前９時０１分 再開 ） 

○小野委員長 再開いたします。 

皆さんのご推挙によりまして、予算審査特別委員長を務めさせていただきます。坂口

副委員長とともに委員会運営に当たらせていただきますので、委員皆さまのご協力よろ

しくお願いいたします。 

それでは、本日の会議を開きます。 

初めに、町長のご挨拶をお受けいたします。 

小城町長。 

○小城町長 皆さん、おはようございます。 

予算委員の、小野委員長を初め、坂口副委員長を初め、委員皆さま方には、これから

３日間という長いあれなんですけども、慎重にこの２７年度一般会計予算、８４億３千

万ということで予算を組ませていただいたきました。いろいろなまた議員からの日ごろ

の関係等についても予算の中に入れさせていただいたり、あるいはまた子ども、福祉の

関係等について重点をしてまいりました。そういう点から、ひとつ皆さん慎重に審議を

いただいて、この２７年度の一般会計予算あるいは特別会計予算ですね、ご認定いただ

きますようにですね、よろしくお願いしたいと思います。 
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それとあわせて、３月７日に第１０回の子ども駅伝大会がございまして、町村の部で

斑鳩町が優勝させていただきました。記録は５０分１９秒ということで、非常に成績が

よかったということで、１位は奈良市、あるいは２位が香芝、そして斑鳩ということで、

町村は斑鳩が優勝ということで、待望の優勝ができたと。これもやっぱりひとえに皆さ

ま方の温かいご協力、ご支援があったからこそだと思っています。これからもなお一層

よろしくご指導のほどお願いいたしまして、開会の挨拶とさせていただきます。ありが

とうございました。 

○小野委員長 ありがとうございます。 

それでは、本委員会の会議録署名委員を私より指名いたします。 

署名委員に、小林委員、伴委員のお２人を指名いたします。両委員にはよろしくお願

いいたします。 

本日と、１０日、１１日の３日間で、本会議から付託を受けました一般会計、各特別

会計及び水道事業会計に係る平成２７年度当初予算を審査してまいりますので、委員皆

さま、また理事者の皆さまにはよろしくお願いをいたします。 

それでは、本会議から付託を受けました議案第２４号 平成２７年度斑鳩町一般会計

予算について、議案第２５号 平成２７年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計予算につ

いて、議案第２６号 平成２７年度斑鳩町公共下水道事業特別会計予算について、議案

第２７号 平成２７年度斑鳩町介護保険事業特別会計予算について、議案第２８号 平

成２７年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算について、議案第２９号 平成２７年度

斑鳩町水道事業会計予算について、以上６議案を一括議題といたします。 

初めに、審査の方法についてお諮りいたします。 

お手元にお配りをいたしております資料、平成２７年３月議会予算審査特別委員会進

行予定表をごらんいただきたいと思います。 

最初に、一般会計予算総括について、また、一般会計歳入全般について総務部長から

説明を受け、質疑を行うことといたします。次に、一般会計歳出及び各特別会計につい

て、各部ごとに審査を行っていただきますが、この審査については、一般会計の各款ご

と、また、各特別会計ごとにそれぞれ所管部長から説明を受けたのち、それぞれ質疑等

の審査を行い、全ての質疑が終了後、各会計予算について表決を行いたいと思います。 

以上申しあげましたとおり審査を進めてまいりたいと思いますが、これにご異議ござ

いませんでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○小野委員長 異議なしと認めます。 

それでは、進行予定表のとおり進めさせていただきます。 

委員並びに理事者の皆さんには、議事進行につきましてご協力方よろしくお願いをい

たします。 

なお、理事者の皆さんの説明につきましては、大変長時間にわたるものもございます

ので、説明は着席のままでしていただいて結構です。 

それでは、一般会計予算総括説明と歳入全般についての説明を求めます。 

乾総務部長。 

○乾総務部長 それでは、議案第２４号 平成２７年度斑鳩町一般会計予算につきまして

ご説明を申しあげます。 

まず、議案書を朗読させていただきます。 

議案第２４号 

平成２７年度斑鳩町一般会計予算について 

標記について、地方自治法第２１１条第１項の規定により、別紙のとおり提出し、議

会の議決を求めます。 

平成２７年３月２日 提出 

斑鳩町長 小城 利重 

説明に用います資料は、主に平成２７年度斑鳩町一般会計予算書と、平成２７年度予

算関係参考資料となりますので、よろしくお願いをいたします。 

失礼して、座って説明させていただきます。 

それでは、平成２７年度斑鳩町一般会計予算書に基づきまして説明をさせていただき

ます。一般会計予算書の１ページをお開きをいただきたいと思います。 

初めに、予算総則につきまして、朗読をさせていただきます。 

平成２７年度斑鳩町一般会計予算 

平成２７年度斑鳩町一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８，４３０，０００千円とする。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

（継続費） 

第２条 地方自治法第２１２条第１項の規定による継続費の経費の総額及び年割額は、
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「第２表 継続費」による。 

（債務負担行為） 

第３条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる

事項、期間及び限度額は、「第３表 債務負担行為」による。 

（地方債） 

第４条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第４表 地方債」によ

る。 

（一時借入金） 

第５条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、９００，０００千円と定める。 

（歳出予算の流用） 

第６条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係

る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間

の流用 

平成２７年３月２日 提出 

斑鳩町長 小城 利重 

続きまして、予算総則に定めました継続費、債務負担行為及び地方債の内容につきま

して説明をさせていただきます。 

予算書の９ページをお願いします。９ページの第２表継続費についてでございます。 

流域貯留浸透施設整備事業（東町池）として、龍田单４丁目地内に所在する東町池の

流域貯留浸透施設の整備を進めるため、総額を１億円、年割額を平成２７年度が３，５

００万円、平成２８年度が６，５００万円とする２か年継続事業となっております。 

次に、１０ページをお願いをいたします。第３表の債務負担行為についてでございま

す。債務負担行為の予算を設定しているものは３事業となっております。 

１つ目は、固定資産税路線価評価業務委託契約として、債務負担行為の期間を平成２

８年４月１日から平成３０年３月３１日、限度額を９９７万７千円としております。 

２つ目は、平成２８年度から平成３０年度分の小学校給食調理・洗浄業務委託契約と

して、債務負担行為の期間を平成２７年１２月１日から平成３１年３月３１日、限度額
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を１億２，９００万５千円としております。 

３つ目は、平成２８年度から平成３０年度分の中学校給食調理・洗浄業務委託契約と

して、債務負担行為の期間を平成２７年１２月１日から平成３１年３月３１日、限度額

を７，３３６万４千円としております。 

次に、１１ページをお願いします。第４表の地方債についてでございます。 

初めに、起債の方法についてでございますが、普通貸借または証券発行としておりま

す。また、利率につきましては３．０％以内とし、利率見直し方式で借り入れる政府資

金等につきましては、利率見直しを行った後においては見直し後の利率としております。

償還の方法につきましては、政府資金にあってはその融資条件に基づき、銀行その他の

場合には、その債権者と協定をするものと定めております。また、据置期間及び償還期

間の短縮、繰上償還、借り換えができる旨を定めております。 

次に、それぞれの町債の内容につきまして説明をさせていただきます。予算書の３７

ページをお願いをいたします。３７ページでございます。 

まず初めに、第１目総務債では、まちづくり事業債として、社会資本整備総合交付金

にて実施する町道２１５号線歩道等設置工事に係る町債３，０８０万円を計上しており

ます。この町債は、起債充当率が９０％、元利償還金に対して基準財政需要額に算入さ

れる交付税措置率は約２２％の公共事業等債を活用をしております。 

次に、第２目土木債では、道路新設改良事業債として、道路整備に係る町債６，４９

０万円を計上しております。この町債は、起債充当率９０％の地方道路等整備事業債な

どを活用しております。 

また、流域対策施設整備事業債として、社会資本整備総合交付金にて実施する東町池

整備に係る町債２，２００万円を計上しております。この町債は、起債充当率９０％、

交付税措置率約２２％の公共事業等債を活用をしております。 

また、道路橋りょう環境整備事業債として、社会資本整備総合交付金にて実施するシ

ンデン橋等の補修工事に係る起債充当率９０％、交付税措置率約２２％の公共事業債９

７０万円と、卖独事業で実施する舗装工事に係る起債充当率９０％の地方道路等整備事

業債７２０万円、合わせて１，６９０万円を計上しております。 

次に、第３目の教育債では、史跡中宮寺跡整備事業債として、史跡中宮寺跡の整備に

係る町債１，２００万円を計上しております。この町債は、起債充当率７５％の一般補

助施設整備等事業債を活用しております。 

最後に、第４目臨時財政対策債では、引き続き地方財源の不足に対処するため地方財
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政法第５条の特例として発行される臨時財政対策債４億１２０万円を計上しております。

この臨時財政対策債は、元利償還相当額に対して、その全額が交付税措置されることと

なっております。 

これら町債の総額は５億４，７８０万円となり、前年度と比較して９，８４０万円の

減額となっています。 

また、町債残高の見込みでございますが、予算書の１５０ページをお願いをいたしま

す。１５０ページでございますけれども、平成２７年度末の一般会計におきます町債残

高見込額は、表の一番右の上でございますが、９５億５，３６１万６千円となる見込み

でございまして、上水道事業、公共下水道事業を合わせました残高合計は、表の一番右

下でございますが、１９５億４，６１９万１千円となる見込みとなっております。 

続きまして、一般会計歳出予算に係る総括説明をさせていただきます。歳出予算の各

費目の詳細につきましては、後ほど教育長及び各担当部長等から説明をさせていただき

ますので、私のほうからは、簡卖に予算の目的別に沿って、前年度の予算額との比較、

予算の財源、その他主な取り組み、そして性質別の主な増減につきまして説明をさせて

いただきます。 

それでは、予算書の１５ページに戻っていただきたいと思います。１５ページの歳出

でございます。 

まず、第１款議会費では、１億１，６４５万２千円を計上しております。前年度と比

較して、１５１万５千円、１．３％の減となっております。 

次に、第２款総務費では、１０億２，４０４万５千円を計上しております。前年度と

比較して、６，０７５万８千円、６．３％の増となっております。 

次に、第３款民生費では、２８億４，５１０万２千円を計上しております。前年度と

比較して、１億１，２１６万２千円、４．１％の増となっております。 

次に、第４款衛生費では、１０億９，５６１万３千円を計上しております。前年度と

比較して、１億２，８６６万４千円、１３．３％の増となっております。 

次に、第５款農林水産業費では、９，８８０万８千円を計上しております。前年度と

比較して、２０３万４千円、２．０％の減となっております。 

次に、第６款商工費では、１億３，７７９万９千円を計上しております。前年度と比

較して、２，００４万３千円、１７．０％の増となっております。 

次に、第７款土木費では、９億３，６８１万５千円を計上しております。前年度と比

較して、３５８万３千円、０．４％の増となっております。 
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次に、第８款消防費では、３億５，７６３万７千円を計上しております。前年度と比

較して、５５９万５千円、１．５％の減となっております。 

次に、第９款教育費では、９億２，４８２万７千円を計上しております。前年度と比

較して、２，３４７万６千円、２．５％の減となっております。 

次に、第１０款災害復旧費では、前年度と同額の６千円を計上しております。 

次に、第１１款公債費では、８億６，２８９万６千円を計上しております。前年度と

比較して、８，２５９万円、８．７％の減となっております。 

最後に、第１２款予備費では、前年度と同額の３，０００万円を計上しております。 

以上、歳出の合計は８４億３，０００万円を計上しておりまして、前年度と比較して、

２億１，０００万円、２．６％の増となっております。 

続きまして、歳出予算の性質別の状況につきまして説明をさせていただきます。平成

２７年度の予算関係参考資料の６ページをお願いをいたします。６ページでございます。

一般会計の性質別明細書に基づきまして、前年度の当初予算との比較で説明をさせてい

ただきます。 

初めに、上から４行目の義務的経費でございます。３６億９，４５６万６千円となっ

ております。公債費は減額となるものの、平成２６年度の人事院勧告に基づく給与改定

等による人件費あるいは障害福祉などに係る扶助費の増が、増額となったことから、前

年度当初予算額と比較して、５，３０１万４千円、１．５％の増となっております。 

次に、その５つ下でございますが、経常的経費では、４０億７，４０６万２千円とな

っております。維持補修費は減額となるものの、各特別会計への繰出金や統一地方選挙

執行や国勢調査実施、ため池の耐震再調査などに伴う物件費、後期高齢者医療に係る療

養給付費負担金などの補助費等が増額となることから、前年度と比較して、７，８８８

万７千円、２．０％の増となっております。 

下から４行目でございますが、投資的経費では、６億１，１７３万円となっておりま

す。道路の新設改良などは減額となるものの、いかるがホール舞台照明設備操作卓の改

修、衛生処理場焼却棟の解体撤去、まちなか観光景観形成事業補助、流域貯留浸透施設

の整備などが増額となることから、前年度と比較して、７，８０３万円、１４．６％の

増となっております。 

以上が、歳出予算に係る総括説明でございます。 

続きまして、歳入予算の内容でございます。 

一般会計予算書の１３ページをお願いをいたします。 
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初めに、第１款の町税についてでございます。新年度は、前年度と比較して、３，８

８０万円減の２８億６，０６５万円を計上いたしております。 

それでは、税目ごとに説明をさせていただきます。 

予算書の１６ページをお願いします。１６ページでございます。 

第１項の町民税では、景気は緩やかに回復しつつあるものの、個人では株式等の分離

課税所得の減尐、法人では法人税割の一部国税化等に伴い、前年度と比較して、１，２

７０万円減の１４億５，２５０万円の計上をしております。 

次に、第２項の固定資産税では、平成２７年度は、３年に一度の評価替え年度に伴い

家屋の減価を行うことから、前年度と比較して、１，６５０万円減の１１億１，２４５

万円を計上しております。 

次に、１７ページでございます。 

第３項の軽自動車税では、引き続き軽自動車の登録台数が堅調に増加していることか

ら、前年度と比較して、１１０万円増の３，９９０万円を計上しております。 

次に、第４項たばこ税では、販売本数が減尐することから、前年度と比較して、９８

０万円減の１億３，２５０万円を計上しております。 

次に、第５項の都市計画税では、固定資産税と同様の理由により、前年度と比較して、

９０万円減の１億２，３３０万円を計上しております。 

次に、１８ページでございます。 

第２款の地方譲与税についてでございます。新年度は、第１項の地方揮発油譲与税で、

前年度と同額の１，６７０万円、第２項の自動車重量譲与税で、前年度と比較して、３

７０万円減の３，６６０万円をそれぞれ計上しております。これら譲与税につきまして

は、国の地方財政見通し、県からの提供資料等をもとに積算を行ったものでございます。

以下、各種交付金につきましても、同様に積算をしております。 

次に、第３款の利子割交付金につきましては、新年度は、前年度と比較して、５６０

万円減の９３０万円を計上しております。 

次に、１９ページでございます。 

第４款の配当割交付金につきましては、新年度は、前年度と比較して、２，３７０万

円増の５，２４０万円を計上しております。 

次に、第５款株式等譲渡所得割交付金につきましては、新年度は、前年度と比較して、

１，８５０万円増の２，４９０万円を計上しております。 

次に、第６款地方消費税交付金につきましては、新年度は、前年度と比較して、１億
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２，３４０万円増の３億５，２００万円を計上しております。昨年４月に消費税率が引

き上げられ、地方への配分率が１％から１．７％に変更となった増収分が平年度化する

ことから、大幅な増額となっております。 

次に、２０ページをお開きいただきたいと思います。 

第７款のゴルフ場利用税交付金につきましては、新年度は、前年度と比較して、１０

０万円減の１，９９０万円を計上しております。 

次に、第８款自動車取得税交付金につきましては、新年度は、前年度と比較して、５

１０万円増の１，３００万円を計上しております。 

次に、第９款地方特例交付金につきましては、新年度は、前年度と比較して、１３０

万円増の２，１９０万円を計上いたしております。 

次、２１ページでございます。 

第１０款の地方交付税についてでございますが、新年度は、前年度と比較して、１，

２００万円、０．５％減の２３億３，２００万円を計上しております。普通交付税は１

９億９，２００万円を計上しており、平成２６年度交付決定額と比較して、３．０％の

減となっております。また、特別交付税は、前年度と同額の３億４，０００万円を計上

しております。 

次に、第１１款交通安全対策特別交付金につきましては、新年度は、前年度と比較し

て、１０万円増の３６０万円を計上しております。 

次に、２１ページから２２ページにかけましての第１２款分担金及び負担金について

でございます。新年度は、分担金及び負担金全体で、前年度と比較して、３４７万１千

円減の１億２，９２６万２千円を計上しております。 

２１ページの第１項の分担金では、農林水産業費分担金として、農道整備等の土地改

良事業に係る分担金９７万５千円を計上しております。 

２２ページでございます。第２項の負担金では、民生費負担金として、保育園保育料

や地域活動支援センター他市町村入所負担金などに係る負担金１億２，８２８万７千円

を計上しております。 

次に、２２ページから２５ページにかけまして、第１３款の使用料及び手数料につい

てでございます。新年度は、使用料及び手数料全体で、前年度と比較して、７１２万６

千円減の２億１，６６１万２千円を計上しております。 

２２ページから２４ページにかけましての第１項使用料では、各公共施設の使用料、

幼稚園の保育料など、１億４，１５０万９千円を計上しております。 
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２４ページから２５ページにかけましての第２項手数料では、ごみ処理、し尿処理手

数料を初め、各種証明手数料など、７，５１０万３千円を計上いたしております。 

次に、２５ページから２７ページにかけての第１４款国庫支出金についてでございま

す。新年度は、国庫支出金全体で、前年度と比較して、２，７９６万７千円、３．６％

増の７億９，５４２万２千円を計上いたしております。 

次に、２８ページから３１ページにかけましての第１５款県支出金についてでござい

ます。新年度は、県支出金全体で、前年度と比較して、８，６５１万７千円、１９．

４％増の５億３，２７９万円を計上いたしております。 

次に、３１ページから３２ページにかけましての第１６款財産収入についてでござい

ます。新年度は、財産収入全体で、９９１万７千円を計上いたしております。 

次に、３２ページでございますが、第１７款の寄附金についてでございます。新年度

は、指定寄附金として２３６万円を計上いたしております。 

次に、第１８款繰入金についてでございます。新年度は、衛生処理場焼却棟解体撤去

事業に対応するため、財政調整基金１億６，０００万円の取り崩しを計上をしておりま

す。 

次に、３３ページでございます。 

第１９款の繰越金では、平成２６年度予算執行を見る中で、新年度は、２億５，００

０万円を計上しております。 

次に、第２０款諸収入についてでございます。新年度は、諸収入全体で、４，２８８

万７千円を計上しております。 

次に、３７ページでございます。３７ページ、第２１款町債でございますが、これは

先ほど説明をさせていただきましたとおりでございます。 

なお、平成２７年度の予算関係参考資料の２２ページ以降には、平成２７年度の一般

会計の歳出事業一覧表を調製をしておりまして、各事業の予算額とその財源内訳を記載

をいたしております。 

また、平成２７年度予算の概要の末尾には、平成３６年度までの本町の財政見通しを

添付しておりますので、後ほどご参照いただければと思います。 

以上で、一般会計予算の総括説明とさせていただきます。よろしくご審議を賜ります

ようお願いを申しあげます。 

○小野委員長 それでは、一般会計予算についての総括説明と歳入全般についての説明が

終わりましたので、これに対する質疑をお受けしたいと思いますが、委員の皆さまには、
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質疑答弁がスムーズに行えますよう、ご質問の際には、予算書、関係資料等の資料名、

資料番号、ページ数などもお示しいただきましてご質問していただければと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

それでは、質疑をお受けいたします。 

木澤委員。 

○木澤委員 予算の概要の最後につけていただいている財政推計表、財政の見通しなんで

すけども、見せていただいていて１点気になったのが、扶助費についてですね。今後、

高齢化が進んでいくと予測されていますけども、扶助費については段々下がっていくと

いう表記になっていますが、これはどういうふうに見たらいいんでしょうか。 

○小野委員長  

 ただいまご質問の扶助費の減額推計についてでございますが、扶助

費につきましては、その推計されるもとが、各人口と、それと人口当たりの、１人当た

り額で推計させていただいているところでございます。確かに、老人、いわゆる高齢者

の比率は高くなっていくんですけども、子どもさんの比率ですね、これが尐なくなって

いきますので、財政推計上、減額される推計となっているところでございます。以上で

す。 

すみません、今の制度上をもとにしたものでございますので、その１点だけ付け加え

させていただきます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そうしますと、人口当たりで基準額を掛けたらこういうふうになるよという

ものだということで、一応見ておきたいと思います。 

それとですね、監査委員さんから指摘がありました商工会等での問題ですね、そのこ

とはまた商工費のほうでお尋ねしたいと思うんですけども、町が補助金を出している団

体に対して、年間事業計画とか決算書等と、町のほうから資料の提出を求めているとい

うふうに思うんですけども、それについては、町が出している団体さん、それに応じて

全員出していただいていて、町は確認ができているのか。今回、予算の審査にかかわっ

て、全体、補助金全体のことですね、その団体さんからそういう形で毎年ですね、確認

がとれているのかどうか、お尋ねをしておきたいと思います。 

○小野委員長 。 

 団体等に対する補助金についてでございますが、これにつきまして

は、交付決定する際に、当該年度の事業計画並びに前年度の決算書ですね、こういった
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ものをつけていただき、そういった内容で審査した上で交付決定させていただいている

ところでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そうしたら、全ての団体さん、それの求めに応じていただいて、きちっと提

出をいただいているということで理解しておいてよろしいですか。 

○小野委員長 ほか、ございませんか。 

伴委員。 

○伴委員 予算書の３２ページの繰入金、基金繰入金の財政調整基金で１億６千万、これ、

衛生処理場の解体で１億６千万という、今、説明を受けたんですが、これたしか再入札

みたいな形で、これ、解体のやつ、なっておったと思うんですけど、前年度のを見ます

と、解体のそれで財政調整基金を取り崩すような形にはなっていなかったと思うんです

が、そのあたり、今回これ載っているのは、ちょっとどういう形でこれになったのか、

教えてください。 

○小野委員長  

 まず初めに、財政調整基金の考え方なんですけども、これにつきま

しては、年度間のいわゆる財源調整、そういった部分で設置されている基金でございま

す。 

ただ、それ以降で、当該年度の歳入をもって歳出に充てるといった財政規律ですね、

こういったものも考慮していかなければならない。ただ、住民さんのサービスの維持向

上、あるいは本町のこういった大きな事業に対しては財政調整基金を取り崩して対応し

なければならない状況も、今後もあるというふうに考えておるところでございまして、

今回につきましては、いわゆる焼却棟のほうの解体撤去、これにかかります費用が約１

億６，４００万円かかりますことから、この分だけをやむを得ず財政調整基金から繰り

入れさせていただいて、対応させていただいているというふうに計上させていただいた

ところでございます。以上です。 

○小野委員長 よろしいですか。 

ほかにございませんか。 

小林委員。 

○小林委員 毎年、経常収支比率についてお聞かせいただいておりますけれども、予算の

概要の最後に添付していただいていますけれども、斑鳩町のほうで経常収支比率が高止

まりする要因というのは一体何なのかなと思いまして。と言いますのも、斑鳩町の経常



 - 14 - 

収支比率の性質別の内訳を見ますとですね、平成２５年度の決算、人件費と公債費、微

妙に数値は減ったんですけれども、ほかの近隣の市町村と比べますと、斑鳩町、物件費

の性質が突出しているというか、飛び抜けているんですけれども、それはなぜなのか、

一度教えていただきたいなと思いまして。 

予算の概要の。斑鳩町のほうはですね、県のほうに提出された資料に載っていたんで

すけれども。 

○小野委員長  

 経常収支比率、平成２５年度の決算における他団体との比較で、物

件費のほうが非常に経常収支比率の占める割合が高いというご質問なんですけども、こ

れにつきましては、本町では、例えば給食洗浄業務を委託しております。さらには、ご

みの処理ですね、これもいわゆる処理場を持たずして委託処理にさせていただいている

と。こういった部分で、かなり他の団体と比べますと、ほかの人件費やそういった部分

で経常収支が上がる分についてそちらにシフトしていっていると、そういうふうに分析

しているところでございます。 

○小野委員長 よろしいですか。 

ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○小野委員長 ないようですので、これをもって、一般会計予算総括と歳入全般に対する

質疑を終結いたします。 

次に、議会事務局所管に係る予算審査に入ります。 

第１款議会費についての説明を求めます。 

寺田議会事務局長。 

○寺田議会事務局長 それでは、第１款議会費の予算概要についてご説明申しあげます。

一般会計予算書の３９ページから４０ページにかけてでございます。 

平成２７年度の予算額につきましては、町議会の運営等に要する所要額といたしまし

て、１億１，６４５万２千円を計上いたしました。前年度の予算額と比較いたしまして、

１５１万５千円、１．３％の減尐となっております。議員共済に係る負担金率の引き上

げによる議員共済費の増加によります予算増がありました一方で、議員定数の削減によ

ります議員報酬の減によります予算減となっております。 

予算額の主な内訳といたしましては、議員報酬及び職員人件費が主なもので、１億９

９８万６千円となっております。なお、議員共済費につきましては、負担金率が１００
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分の５２．８から１００分の６３．７に引き上げられたことにより、前年度比で５４９

万３千円の増となっております。人件費のほかの主なものでは、議長交際費として４０

万円、３常任委員会及び議会運営委員会の行政視察研修に係る経費として、旅費、使用

料及び賃借料などで１２０万８千円、会議録作成に係る経費として、筆耕翻訳料、印刷

製本費などで１１３万８千円、議会だより発行に係る経費として１２６万２千円、生駒

郡町村議会議長会負担金として、前年度と同額の１４１万円４千円を計上いたしており

ます。 

以上が、議会に係ります新年度予算の主な内容でございます。 

以上、簡卖ではございますが、第１款議会費の説明とさせていただきます。よろしく

お願いをいたします。 

○小野委員長 説明が終わりましたので、第１款議会費について、質疑をお受けいたしま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○小野委員長 ないようですので、これをもって、第１款議会費に対する質疑を終結いた

します。 

ここで、理事者入れかえのため、１０時ちょうどまで休憩いたします。 

（ 午前 ９時４５分 休憩 ） 

（ 午前１０時００分 再開 ） 

○小野委員長 再開いたします。 

それでは、総務部・会計室所管に係る予算審査に入ります。 

まず初めに、一般会計歳出の第２款総務費について、説明を求めます。 

乾総務部長。 

○乾総務部長 それでは、第２款総務費のうち、総務部・会計室所管に係りますものにつ

きまして、ご説明をさせていただきます。 

失礼して、座って説明をさせていただきます。 

一般会計予算書の１５ページをお開きをいただきたいと思います。第２款の総務費に

つきましては、新年度は、総額１０億２，４０４万５千円を計上しております。前年度

の予算額と比較して、６，０７５万８千円、６．３％の増額となっております。 

それでは、総務費に係ります各科目の説明を申しあげます。 

初めに、第１項総務管理費でございますが、４０ページをお開きをいただきたいと思

います。 
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４０ページから４４ページにかけましての第１目一般管理費についてでございます。

新年度は、４億５，１３６万３千円を計上しております。前年度と比較して、１，１７

２万９千円、２．５％の減額となっております。主な予算の内容は、人件費等のほか、

自治会への支援、地域集会所施設整備等の支援、コミュニティバスの運行、条例・規則

等に係る審査、参加と協働のまちづくりの推進等に要する費用となっております。 

初めに、自治会への支援では、地域集会所施設整備の支援として、地域住民の福祉の

増進と地域コミュニティの育成を図るため、４３ページでございますが、第１９節の負

担金補助及び交付金で、地域集会所施設整備費等補助金２，２８４万６千円を計上して

おります。 

次に、条例・規則等の審査では、新年度において、社会保障・税番号制度の導入に伴

う個人情報保護制度の再構築及び例規の整備を進めるための必要経費として、第１３節

の委託料で、社会保障・税番号制度対応例規整備支援業務委託料４４０万円を計上いた

しております。 

次に、参加と協働のまちづくりの推進では、４１ページでございますが、戻っていた

だきまして、４１ページの第１１節需用費の消耗品費及び印刷製本費で２６万４千円、

それから４３ページでございますが、第１３節委託料で、参加と協働のまちづくり推進

事業業務委託料５４万円、同じページの１８節備品購入費で１１万円などを計上してお

ります。新年度は、協働のまちづくり指針に掲げる支援制度の具体化に向けて取り組ん

でまいります。 

続きまして、４４ページでございます。第２目の文書広報費についてでございます。

新年度は、１，４６１万７千円を計上しております。前年度と比較して、４６６万７千

円、４６．９％の増額となっております。増額となった主な要因は、町ホームページの

リニューアルに取り組むためで、第１３節の委託料で、ホームページリニューアル業務

委託料４８６万円を計上しております。 

続きまして、４４ページから４５ページの第３目の財政管理費についてでございます。

新年度は、３０６万４千円を計上しております。前年度と比較して、３４万４千円、１

０．１％の減額となっております。減額となった主な要因は、財務会計システムについ

て、その更新時期に合わせてクラウドシステムを導入することから、電算ソフト使用料

が減額となったためでございます。主な予算の内容は、ふるさと納税事務、公会計改革

の推進などに要する費用となっております。 

初めに、ふるさと納税事務では、平成２７年度の税制改正において、ふるさと納税の
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減税対象となる寄附の上限額が住民税の１割から２割へと２倍に拡充され、この機会を

捉えてふるさと納税の促進を図るため寄附者へのお礼を拡充することから、４４ページ

の第８節報償費で、ふるさと納税のお礼４８万円、それから４５ページでございますが、

第１２節の役務費の手数料で１万１千円を計上いたしております。 

次に、公会計改革の推進では、町の全会計を連結した財務４表の作成に係るサポート

を受けるための費用として、第１３節委託料で、財務書類作成指導・助言業務委託料４

９万４千円を計上いたしております。 

続きまして、４５ページの第４目の会計管理費についてでございます。会計事務に要

する費用として、新年度は、４０万４千円を計上しております。 

続きまして、４５ページから４７ページにかけましての第５目財産管理費についてで

あります。新年度は、８，３２４万円を計上しております。前年度と比較して、１，５

２３万３千円、１５．５％の減額となっております。減額となった主な要因は、本庁舎

乗用エレベータ更新工事が完了したことによるものでございます。主な予算の内容は、

役場庁舎の維持管理のほか、普通財産の管理、役場庁舎の充実、基金の運用などに要す

る費用となっております。 

初めに、固定資産台帳の整備として、町全体の固定資産の状況やその資産価値に係る

情報を正しく把握するため、全庁的に統一した詳細な固定資産台帳が必要となっており

ます。また、国から、公共施設等総合管理計画の策定及び新基準による地方公会計整備

が要請され、その基礎資料としても必要不可欠なものであることから、固定資産台帳の

整備を進めるため、４６ページでございますが、第１３節委託料で、固定資産台帳整備

等指導・助言業務委託料４００万円を計上しております。 

次に、役場庁舎の充実では、本庁舎の受電設備について、使用開始から２９年を経過

し、更新時期を迎えていることから、順次更新することとし、新年度では、負荷開閉器

等の更新費用として、４７ページでございますが、第１５節工事請負費で５００万円を

計上しております。 

次に、財政調整基金等の積立金として、４７ページでございますが、第２５節積立金

で１，６８８万５千円、第２８節繰出金で１２５万４千円を計上しております。財政調

整基金等の運用益の基金積み立て、ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業及び総合保健福祉会館に

係る町債の将来償還対策としての減債基金積み立てとなっております。 

続きまして、４７ページから５０ページにかけましての第６目企画費についてでござ

います。新年度は、２億１，５４７万円を計上しております。前年度と比較して、５，
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７０１万９千円、３６．０％の増額となっております。増額となった主な要因は、いか

るがホール大ホールの舞台照明操作卓の更新や社会保障・税番号制度導入に伴う中間サ

ーバー・プラットフォーム構築負担金と、各業務の情報を中間サーバと連携するための

統合宛名システムの構築等、基幹系システムや財務会計システムのクラウドシステムの

導入、第４次斑鳩町総合計画後期基本計画の策定、（仮称）生駒郡ツーデーウォークの

開催などが増となったためであります。 

初めに、いかるがホールの維持管理として、４７ページでございますが、第１２節役

務費で、火災保険料３５万９千円、第１３節委託料で、文化振興センター施設管理運営

業務委託料９，４２８万８千円を計上しております。 

また、公益財団法人斑鳩町文化振興財団への支援として、公用車の更新と雅楽楽器の

購入を含め、４９ページでございますが、４９ページの第１９節負担金補助及び交付金

で、文化振興財団補助金２，０３０万９千円を計上いたしております。 

次に、事務のＯＡ化の推進では、４８ページに戻っていただきまして、４８ページの

第１３節委託料のうち、電算システムの運用・保守、電算システムの構築に係る費用１，

７９５万１千円、それから４９ページでございますが、第１４節使用料及び賃借料のう

ちパソコン使用料やクラウドサービス利用料３，３７７万１千円、５０ページでござい

ますが、第１９節の負担金補助及び交付金で、社会保障・税番号制度システム中間サー

バー・プラットフォーム整備負担金６５３万６千円などを計上いたしております。 

行政の情報化を推進し、住民の利便性の向上と行政運営の効率化を図るため、現行の

基幹系システム及び財務会計システムについて、その更新時期に合わせて、来年１月か

らクラウド化してまいります。また、平成２９年１月の社会保障・税番号制度の運用開

始に向けて、地方公共団体が共同で利用する中間サーバー・プラットフォーム、各業務

の情報を中間サーバと連携するための統合宛名システムの構築等に取り組んでまいりま

す。 

次に、男女共同参画の啓発では、第２次斑鳩町男女共同参画推進計画「女と男が輝く

未来計画」の計画期間が平成２７年度で終了することから、第３次男女共同参画推進計

画を策定してまいります。その費用として、４７ページでございますけれども、４７ペ

ージの第１節報酬で、男女共同参画推進委員会委員報酬１５万円、第１１節の需用費、

印刷製本費のうち２７万円、それから４８ページでございますが、第１３節の委託料で、

男女共同参画推進計画策定業務委託料１３５万５千円を計上いたしております。 

次に、第４次斑鳩町総合計画の前期基本計画が平成２７年度で終了することから、後
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期基本計画を策定をしてまいります。その費用として、４７ページでございますが、第

１節の報酬で、斑鳩町総合計画審議会委員報酬２０万円、第１１節の需用費、印刷製本

費のうち２７万円、それから４８ページでございますが、第１３節の委託料で、第４次

斑鳩町総合計画後期基本計画策定業務委託料３７８万円を計上いたしております。 

次に、生駒郡の魅力を発信・体験していただくため、生駒郡４町で（仮称）生駒郡ツ

ーデーウォークを開催してまいります。その費用として、５０ページでございますが、

５０ページの第１９節負担金補助及び交付金で、（仮称）生駒郡ツーデーウォーク開催

負担金２３５万６千円を計上いたしております。 

続きまして、５０ページでございます。第７目の公平委員会費でございます。公平委

員会を開催するための費用として、新年度は、６万３千円を計上いたしております。 

続きまして、５０ページから５１ページの第１０目の防犯対策費でございます。新年

度は、１，１５７万１千円を計上しております。前年度と比較して、１０２万円、８．

１％の減額となっております。主な予算の内容は、町管理防犯灯の新設及び維持管理、

自治会防犯灯の設置及び維持管理への助成などとなっております。 

初めに、自治会防犯灯設置への助成では、自治会が防犯灯を設置する際の経費に対す

る助成費用として、５１ページでございますが、第１９節負担金補助及び交付金で、防

犯灯設置補助金９６万円を計上しております。 

次に、自治会防犯灯維持管理への助成では、新年度から、自治会等からの申請に基づ

き、毎月の電気料金について、町から電力会社に直接支払う形で防犯灯電気料金の全額

を補助することとしております。その費用として、５１ページの第１１節需用費の光熱

水費で５８３万円を計上いたしております。 

続きまして、第２項徴税費についてでございます。 

５２ページから５３ページでございます。第１目の税務総務費でございます。職員の

人件費と臨時職員の賃金、各協議会等負担金、固定資産評価審査委員会の運営に要する

費用として、新年度は、７，１３７万１千円を計上しております。前年度と比較して、

６７７万７千円、１０．５％の増額となっております。 

次に、５３ページから５５ページにかけましての第２目の賦課徴収費でございます。

新年度は、５，２２５万７千円を計上しております。前年度と比較して、７３８万４千

円、１２．４％の減額となっております。 

続きまして、５７ページから５８ページにかけましての第４項選挙費についてでござ

います。 
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初めに、第１目選挙管理委員会費についてでございます。選挙管理委員会の運営経費

等に係る経費として、新年度は、１４９万７千円を計上しております。 

次に、第２目常時啓発費についてでありますが、新年度は、６万６千円を計上してお

ります。 

次に、第３目奈良県知事・議会議員選挙費についてでございます。奈良県知事・県議

会議員選挙の執行に係る費用として、新年度は、６４３万９千円を計上しております。 

次に、５８ページでございます、第４目の斑鳩町議会議員選挙費についてでございま

す。斑鳩町議会議員選挙の執行に係る費用として、新年度は、６０７万４千円を計上し

ております。 

続きまして、５９ページでございます。第５項の統計調査費、第１目の指定統計調査

費についてでございます。指定統計調査の実施費用として、新年度は、１，０８３万７

千円を計上いたしております。新年度に実施される主な指定統計調査は国勢調査となっ

ております。 

続きまして、第６項監査委員費、第１目監査委員費についてでございます。監査事務

に要する費用として、新年度は、１，００７万１千円を計上いたしております。 

以上で、第２款総務費のうち、総務部・会計室が所管する予算の説明とさせていただ

きます。よろしくご審議賜りますよう、お願いをいたします。 

○小野委員長 説明が終わりましたので、第２款総務費について、質疑をお受けいたしま

す。 

木澤委員。 

○木澤委員 まず、予算書の４２ページのところで、コミュニティバスの運行業務委託料

が計上されていますけども、昨年度と比べて２００万円ぐらいですかね、増額になって

いるんですけども、この理由についてお尋ねしたいと思います。 

○小野委員長 谷口総務課参事。 

○谷口総務課参事 コミュニティバスの委託料が増額になっている理由でございます。こ

ちらにつきましては、国土交通省が、平成２４年のスキーバスの事故によりまして貸し

切りバスの新たな運賃・料金制度を定めたことによりまして、この料金制度が当町のコ

ミュニティバスのほうにも適用されることとなったことによりまして、この制度が変わ

ったことによりまして増額になったということでございます。 

こちらのほうは、１日当たりの走行時間や走行距離などの固定数値が大きくかかわっ

て算出されるということでありますので、当町の場合、一般貸切旅客運送事業というこ
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とでエヌシーバスと契約しているということでございまして、こちらのほうが適用され

るということですので、委託料が増額になったということでございます。 

○小野委員長 池田副町長。 

○池田副町長 補足説明させていただきますと、バスの事故、非常に発生いたしました。

そういうことから、非常に過重労働を避けるために、またそれを、非常に過重労働を避

けるためと、あと、待遇改善を踏まえた中で、そういう事故を防ごうということで、卖

価が上げられたということで、こちらの卖価も上がってきた、こういうことでございま

す。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。これはせやから、維持管理費とはまた別個の話なんですよね、

委託料ですから。はい、結構です。 

そうしましたら、次、４３ページのところの使用料及び賃借料で、自動体外式除細動

器使用料、計上していただいていますけども、今年度で地域交流館のほうで新たに設置

していただくっていうことが報告あったかなと思うんですけども、今、公共施設でこの

ＡＥＤですね、置いていないところってあるんですかね。もうこれで全部設置はされる

ことになるんですかね。 

○小野委員長  

 公共施設におけるＡＥＤの設置なんですけれども、今回、地域交流

館等で設置しまして、２８か所、これ、分団のほう、３か所も設置させていただいてる

んですけども、それを含めまして２８施設に設置させていただいているところでござい

ます。以上です。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 それはもう公共施設全てに設置されるっていうふうに考えていいんですか。 

○小野委員長  

 例えばグラウンドとかそういったものについては体育館のほうへ置

いていますので、箱物と言われる、いわゆる施設内についてはほぼ完了したのかなとい

うふうに考えているところでございます。 

（「ほぼ」と呼ぶ者あり） 

 すみません、完了したのかなということです。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そうしたら、施設、建物のあるところには全て設置をされたということで理
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解しておきます。 

それとですね、次の４４ページのところのホームページリニューアル業務委託料です

ね、これについては、どういう形で業者を選定されて、更新については今後どんなふう

になるのか、内容についてもちょっとお尋ねしたいんですけども。 

○小野委員長  

画財政課長 ホームページのリニューアルに当たりましては、現在運用させてい

ただいているホームページについて、容量が尐ない、あるいはいろいろなものにとって

まだ改良する部分がありますので、そういった面、あるいは利用者から見て使いやすい

といった形の視点から改良させていただくものでございます。 

また、その導入に当たりましては、入札等でさせていただくなり、そういった形で検

討してまいりたいというふうに考えております。以上です。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 担当課はちょっと違いますけど、以前にアプリをつくっていただいて、その

ときに国の緊急対策雇用事業で２，０００万円ほどで対応されていたと思うんですけど

も、できたものはよかったんですけども、いろいろ聞くと、ちょっとやっぱり高いんじ

ゃないかとか、運用面のこともいろいろ言われていましたので、だから、入札されると

いうことですので、その辺のところも配慮していただいて、業者の選定についてはお願

いしたいと思います。 

続いてですね、予算書の４７ページのところで、これも文化振興財団のところでちょ

っとかかわってお聞きしたいんですけども、今回、新年度予算の中で、自由通路とかで

無線ＬＡＮを設置されるというふうにして、国の交付金を活用して、当初予算には計上

されていないんですけども、そういう形で新たに利用者の方に向けてサービスを充実さ

せるということがあげられていたんですけども、私、以前から、いかるがホールとか、

特に中央公民館なんかで、無線ＬＡＮを使って大きなスクリーンに動画を映すというよ

うな使い方をしたいという要望を聞いていまして、今後ぜひ対応していただきたいなと

いうふうに思うんですけども、それについては、考え方、お尋ねしていいですかね。 

○小野委員長 池田副町長。 

○池田副町長 確かにそういうご要望はありますけども、まずは観光面からやって、その

ときに、例えば公共施設やったとき、例えば、言うたら悪いけど、そういう人、オタク

系言うたら怒られるけども、その人ばかりに固定してもうてね、ほかは使えないことに

もなってきますしね。まず観光からその状況を見ていっていかさせてほしいんですわ。
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観光で一定の効果、またあると、それで非常に住民さん、それを観光客じゃなくてね、

それをまた住民さんも利用されるかもわかりませんので、そこらを見きわめながら検討

していきたいと考えておりますので、まず観光からいうことでご理解を願います。今回

の国の補助金については。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今回すぐにっていうわけではありませんし、効果的なこともやっぱり、予算

かかるものですからね、十分検討していかないといけないと思いますけど、特に、いろ

いろな利用の仕方があると思いますのでね、一部の人だけのことになることにはならな

いかなというふうには思いますので、またその辺も含めまして、ぜひ検討していただき

たいというふうに思います。 

それとですね、これ、予算の概要の２０ページのところに、斑鳩町人口ビジョン及び

斑鳩町総合戦略の策定というふうにあげられているんですけども、これについては、こ

の間、国のほうがですね、人口が今後どうなっていくよということが発表されて、特に

人口減尐に向けての対策として、今後こういうものを策定していくのかなというふうに

思うんですが、それについては、町として考えているものというのはどんなものになる

んでしょうか。 

○小野委員長 池田副町長。 

○池田副町長 これにつきまして、非常に大きなものでございまして、今現在、こういう

ものを策定していくという、まだ骨子というのが固まっておらない、非常に大事なもの

で、今後３０年、５０年の斑鳩町の状況をどうするか。それで、その中で、国は、ま

ち・ひと・しごと、この３分野ありますので、この３分野を受けて、今後、３０年、５

０年後、何に力を重点的に配分してやっていこうや、それで人口は、国で示す人口あり

ますけども、そうしたら町の目標は、このままいったらこれだけになるけども、町とし

てはこれだけで維持していきたいという目標もありますので、それらを骨子でまとめて

いきたいと考えていて、今、ここではお答えするレベルには達しておらないです。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 これから具体化をされていくということで、今ちょっと副町長お答えになっ

ていただいたとおりかなと思うんですが、ちょっと心配するのは、平成３５年か、３７

年でしたかね、高齢化がピークに達するということがやたらと強調されますけども、じ

ゃあその後についてはどうなんだっていうこともね、やはり今おっしゃっていただいた

ように、３０年、５０年後、その後のこともきちっと含めた対策、ビジョンというのが
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必要かなと思いますので、その点だけ気になったんで、そのこともあわせて検討いただ

きたいなというふうにお願いしておきます。 

そうしましたら、続けてですね、予算書の５３ページの賦課徴収費の１２節の手数料

が、金額、昨年度から比べてふえていたんですけども、これの理由についてお尋ねした

いと。 

○小野委員長 加藤税務課長。 

○加藤税務課長 手数料の増加の要因でございますけれども、２点ございます。 

１点目といたしましては、今現在行っていますコンビニ収納、ペイジー収納、そちら

のほうの利用率の増加ということで、今、現行３６％を、来年度５％増の４１％の利用

見込みを行っています。それに係る経費が１２万２，０００円程度。 

それとあと、今、コンビニ、ペイジー収納につきましては、消し込み、収納データと

いう形で、現在、町のほうで受け取っております。それ以外については、全て紙ベース

で来ているものを町で消し込み処理してという作業を行っておりますけれども、コンビ

ニ収納、ペイジー収納以外につきましてもデータで、収納データをいただくということ

で、来年度から生駒市と平群町共同で消し込みデータを受けていくという形で事務の効

率化を図っていくと、そちらのほうで１６８万３，０００円、合計で１８０万程度の増

となっております。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今お聞きしますと、コンビニ、ペイジー収納の収納率が上がるんじゃないか

ということで、住民さんにも便利な制度ということで大いに利用していただくことはい

いことなのかなというふうに思っていますけど、気になったのは、こういう手数料がふ

えていってあまり収納率上がらなかったら、経費的には効果がどうなのかなというとこ

ろがちょっと心配やったんで、その点については、今、確認をさせていただいたとおり

だということで理解しておきます。 

あとですね、総務費の、特に人件費の部分になるんですけども、総務委員会のときに、

臨時職員さんのボーナスについてはアップしますということで総務部長のほうから報告

いただいたんですが、ちょっとお聞きしますと、臨時職員さんの中でも時給でもらって

いる臨時職員さんについては、今回その反映はされないということをお聞きしたんです

が、今回そのアップについてはどういう方が対象になっているのか、ちょっと改めて確

認をさせていただきたいと思うんですが。 

○小野委員長 乾総務部長。 
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○乾総務部長 勤勉手当の支給をしておりますのは、今、月額で、年間、１年間の雇用と

いうことで来ていただいている月額支給の方が、今、勤勉手当を支給しておりますので、

その方の率を引き上げさせていただいたということでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そうすると、その月額じゃない時給の方については、勤勉手当が出ていなく

て、別の形になっているということですかね。 

○小野委員長 乾総務部長。 

○乾総務部長 勤勉手当という手当は支給していないということで、賃金だけと、時給あ

るいは日額の賃金だけということでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そうすると、ボーナス的なものは、今、支払いはされていないということで

すか。 

○小野委員長 乾総務部長。 

○乾総務部長 時間給で来られている方、あるいは日額で来られている方については、勤

勉手当は支給していないということでございます。 

○小野委員長 ボーナス的なというのはそれやね。 

ほかの委員さん、ございませんか。 

小林委員。 

○小林委員 ４９ページの使用料及びのところのクラウドサービスの利用料ということで

お聞きしたいんですけれども、今年度、斑鳩町のほうで、今、契約しているところが切

れるということで、次の業者とですね、入札されるんでしょうけども、どのような契約

をされるのか。また、そのときのですね、更新によるコストダウンとか、そういうよう

なメリットについてもお聞かせいただきたいのと、また、町が更新するときにですね、

斑鳩町って近隣の市町村に比べて充実した施策をされていますので、斑鳩町独自の契約

っていうのをしないといけないのかもしれませんけれども、全国的に、奈良県７か市町

村のほうで自治体クラウド導入されたときに、どこまで自分たちが便利なシステムをし

ないかということによってコストダウンをするというふうなことも考えられたというふ

うに聞いていますのでね、その間の、便利にはなるけれどもお金がかかるという兼ね合

いを、斑鳩町はこの更新のときにどのように考えているのかをお聞かせいただきたいな

と思います。 

○小野委員長  
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 今回クラウド化をさせていただきますのは、基幹系システム、いわ

ゆるＷｉｚＬＩＦＥと呼ばれているものと、もう１つ、財務会計システムの２つを、リ

ース期限が切れます、契約が切れます１２月、実際の導入は１月になりますけれども、

そういった時期に合わせまして導入させていただくものでございます。この導入に当た

りましては、現行、日本電子計算株式会社なんですけども、この会社のクラウドを利用

させていただきたいというふうに考えております。 

それはなぜかと申しますと、１つには、社会保障・税番号制の導入も控えておること

から、それとあわせた形で導入させていただきたいこと、また、現行の町のカスタマイ

ズしたプログラムなんですけども、この部分については、他の会社でしたらもう一度構

築しなければならないといった、いわゆる費用負担の面もございますので、同会社であ

ればそれがのせられるということを確認できましたので、そういった形で移行させてい

ただきたいこと、また、データの管理なんですけれども、これにつきましても、関東の

ほうでデータセンターを置くということをお聞きしておりまして、いわゆる拠点の部分

で西と東と２か所で管理できるのではないかというふうに考えた面から、現在契約をし

ておりますＪＩＰと随意契約で進めてまいりたいというふうに考えております。 

そうした中で削減できる経費なんですけども、このシステムと初期から比べますと、

５年間で約１，２００万円程度、年間２４０万円程度の削減ができる見込みと考えてい

るところでございます。以上です。 

すみません、ＷｉｚＬＩＦＥのシステムなんですけども、これはいわゆる住民台帳で

あったり、そういった形のシステムと、ほかのそれに関連する住民情報系のシステムと

いうところになっているところでございます。以上です。すみませんでした。 

○小野委員長 小林委員。 

○小林委員 クラウド化することによってまた、今、ご説明いただいたＷｉｚＬＩＦＥと

かですか、統合宛名システムとか、クラウド化することによって、また、名寄せするこ

とによって、将来的にはどんどん、どんどん便利なシステムになるのかもしれませんけ

れども、この平成２９年の社会保障・税制のときにですね、この名寄せというのは間に

合うんですかね。 

○小野委員長  

 これにつきましては、現在、予算でもあげさせていただいていると

おり、統合宛名システムということで、平成２６年度ではその基本設計、平成２７年度

ではそのシステム構築に当たる経費を計上させていただいているところでございまして、
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そういった部分と一緒にした形でクラウド化をしていくというふうに現在進めていると

ころでございます。以上です。 

○小野委員長 小林委員。 

○小林委員 担当課とされましてはいろいろ勉強されていると思うので教えていただきた

いんですけど、そういうふうなクラウド化することによって、便利になることによって、

ちょっと今、担当課としては、どういうふうな町のサービスが向上するというかですね、

どういうふうな新たな使い方ができるのかなというふうに、ちょっと勉強されていると

いうか、新しい使い方があるのなら、今、ちょっと教えていただきたいなと思います。 

○小野委員長  

 現在使っております本町のシステムなんですけども、これは自庁で

サーバを置いて、自分のところが開発してというものではなくて、準クラウド化された

ものでございます。そういった面で、新たにうちでサーバを置くのではなくて、データ

センターでサーバを置くと。その使い勝手というのは、これまでと同様というふうに聞

いているところでございまして、そういった面からも、業務上の新たな、いわゆる負担

ですね、そういったものも排除する中で新しくクラウド化をさせていただくと。これに

基づいて新たに住民サービスが向上する、こういった住民サービスが向上するというも

のではなくて、いわゆる内部のほうの、いわゆる今までかかってきたその管理の負担で

あったり、経費負担が図られるといったふうな形になっているところでございます。以

上です。 

○小野委員長 小林委員。 

○小林委員 先日、葛城市で、総務省の先進的な事例で、ＩＣＴを活用した地域の活性化

というところで、副町長とか来られていましたけれども、そこでお聞かせいただきます

と、クラウド化することによって、名寄せすることによって、各担当課それぞれ持って

いた情報が一元化されることによって、いろいろなサービスを利用するときに、今まで

よりはより利便性が上がるというような話もお聞かせいただいたのかなとは思うんです

けども、そのあたりちょっと、副町長。 

○小野委員長 池田副町長。 

○池田副町長 おかげさまで、斑鳩町の場合でしたらね、住基番号、各個々、個々に振っ

ているというか、町独自の住基番号を持っているんですわ。その住基番号で、国民健康

保険、税務課、介護保険、全て管理いたしておりますので、この卖独の住基番号、それ

で今度は国の住基番号、一緒ですやろ。それでよその市町村でしたら、この住基番号と
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いうのを設定していなくて、当初に、例えば国民健康保険では国民健康保険の別の番号、

持っていたんですわ。介護保険も別の番号、税務課も別の番号で持って、統合されてお

、全て住基番号

で統一やっていますので、今でも横串入れられるんですわ。ですから今までと、クラウ

ドになってもそう大差はないですよという説明をさせていただいて。当初にそういうこ

とをうちはやって、先行的にやっておりますので。 

○小野委員長 ほか。 

伴委員。 

○伴委員 ４４ページの委託料、同じくちょっとホームページリニューアル料で、これ、

大体、ちょっと議会のほうからも議事録なんかを掲載したいというときに、ホームペー

ジがリニューアルしたときに、何か今現在では容量不足やという話があって。 

これ、いつごろから考えてくれてはりまんねやろ。 

○小野委員長  

 リニューアルに当たりましては、平成２７年度中にその構築を進め

てまいりまして、２８年４月１日から運用を開始させていただきたいというふうな計画

で進めているところでございます。以上です。 

○小野委員長 伴委員。 

○伴委員 ２８年度の４月からということで、わかりました。 

これ、リニューアルいうのは、大体こう、古くなって、古く感じるときとか、そうい

うときから、これ、やられるのか、定期的に、何年に一遍とかいう感じで考えておられ

る、このあたり、どうなんですか。 

○小野委員長  

 リニューアルの時期なんですけども、それ、難しいところもござい

まして、いわゆるシステムのほうが開発されていきますよと。今のシステムとの差もご

ざいますので、そのあたりで。現在、本町で一番課題となっているのが、容量不足とい

うものがございましたので、そういったあたりを中心に変えさせていただいて、より便

利なものにさせていただきたいというふうに考えているところでございます。以上です。 

○小野委員長 伴委員。 

○伴委員 大体わかりました。 

続きまして、予算書の４９ページの１５節工事請負費のいかるが大ホールの舞台の照

明のやつですねんけど、たしかもういかるがホールはもう１８年ぐらい、建ってから、
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に、これ、なっていると思います。これ以外に、今後どのような改修の計画があるのか、

ないのか、まずそのあたりからちょっと、お願いします。 

○小野委員長  

 今回２，６５０万でさせていただく部分につきましては、設備の部

分でございます。これらにつきましては、開館後、耐用年数等で設備、更新しなければ

ならない時期に達してまいりますし、また、今後、３０年度半ば以降に、いわゆる空調

施設であったり、躯体の更新も必要になる時期も参ります。そうしたことから、計画的

に現在させていただいているところでございまして、今後、平成３２年程度までに、吊

り物であったり、照明であったり、そういった設備の改修を進めてまいりたいというふ

うに考えておりまして、その計画費用といたしましては７，０００万円程度必要になる

のかなというふうに、今、見込んでいるところでございます。以上です。 

○小野委員長 伴委員。 

○伴委員 一遍にせんと、そういう感じで、年度、年度でやっていただくと。一度に負担

かからんような形で、それはやっぱりかえていかなあかんものはやっぱり耐用年数があ

るので、そういう形になるんだと思います。わかりました。 

続きまして、５０ページの上のほうの、上から４つ目の、この全国椿サミット。この

椿サミットちゅうのは、これ、何でんねやろ。 

○小野委員長  

 この全国椿サミットなんですけども、全国椿サミット協議会という

のが設立されておりまして、これは、いわゆるツバキであったりサザンカ、こういった

ものをテーマとして、自治体間の交流とまちおこしの情報交換、あるいは調査などを目

的に、平成８年に、ツバキ、サザンカを花卉とする、町の花卉、市の花卉、いわゆる市

の花であったり、市の木としている、そういったところが中心となって設立された団体

でございまして、現在、４１団体が参加されているところでございます。 

本町は、平成２５年度に参加承認をいただきまして、それから参加させていただいて

いるところでございます。 

○小野委員長 伴委員。 

○伴委員 これ、毎年、参加負担いうのは、こういう形でずっとかかってくるものなんで

すかね。 

○小野委員長  

 その参加に当たりましては、平成２７年度でしたら秋田県男鹿市の
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ほうで開催される予定となっておりますので、その参加旅費と、参加負担金、これ、毎

年どこの団体もとられておられます。そういったものから構成されているものでありま

して、参加するに当たりましてはこれらの経費がかかってくるのかなというふうに考え

ているところでございます。 

○小野委員長 伴委員。 

○伴委員 いや、聞いているのは、今回で言うたらそんな形で旅費と、こう、かかってく

る。それはまた来年も再来年度もうこういう形で、椿サミットという形で参加されてい

くかどうかということをお聞きしておるんです。 

○小野委員長  

 今後も、現在加入しておりますので、そういった目的に従って参加

をさせていただきたいというふうに考えております。 

○小野委員長 伴委員。 

○伴委員 最後に、その節の一番最後の、仮称生駒郡ツーデーウォーク開催負担金、これ

は２３５万、そこそこの金額になっておるんですが、これは何かこう、斑鳩町もほかの

事業とつなげてちょっとこう、何か考えておられるのか、これだけ、ツーデーウォーク

だけで考えておる、ちょっとほかのとも絡むと思いますねけど、ちょっともしわかりま

したら、お答えください。 

○小野委員長  

企画財政課長 現在の計画でございますが、これにつきましては１１月の下旪に開

催させていただきたいというふうに考えております。その時期になりますと、いわゆる

常楽市のほうが開催されまして、その１週間を、いかるがＷｅｅＫということで、平成

２６年度の補正予算のほうにあげさせていただいている５００万円の補助金の中も絡ま

せていただきまして、１週間の間でそういった情報発信、あるいは来町の機会を設けて

まいりたいというふうに考えているところでございます。以上です。 

○小野委員長 伴委員。 

○伴委員 そうですね。やっぱりこれ、このツーデーウォークをうまく生かして、やっぱ

り観光とつなげていただくということはええことやと。以上です。 

○小野委員長 ほかにございませんか。 

坂口委員。 

○坂口委員 ４４ページのふるさと納税のお礼のことでちょっとお聞きしたいんですけど、

何か最近、聞くところによると、ふるさと納税のお礼が高額になって、中には牛１頭を
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お礼として出すというような話も聞いていることもあるんですけど、当町の場合はどう

いったものをお礼として、どれぐらい、今、この予算に計上されていますけど、どうい

ったものを計画されているのか、ちょっとお聞きしたいんですが。 

○小野委員長  

 本町におきましても、平成２７年度でふるさと納税のお礼を拡充さ

せていただきまして、ふるさと納税の促進を図ってまいりたいというふうに考えている

ところでございます。 

そのお礼といたしましては、現行は１万円以上、いわゆる何ぼまでも、３，０００円

相当のいわゆる町特産品をお礼として贈呈させていただいているところでございますが、

今回は、その金額に応じた形でそのお礼の品なりを、斑鳩町にあった、例えば、あなた

だけの藤ノ木古墳見学会であったり、中宮寺門跡様の色紙であったり、そういったもの

を活用させていただきながら進めてまいりたいというふうに考えているところでござい

ます。 

○小野委員長 ほかにどうですか。 

木澤委員。 

○木澤委員 すみません、さっきの、人件費の職員さんの賃金の話で、もう１回申しわけ

ないですけども。 

ちょっと勘違いやったら申しわけないんですけどね、以前、時給の方もボーナス的な

ものを出していたんじゃないかと思うんですけども、私の勘違いなんでしょうかね。 

○小野委員長 乾総務部長。 

○乾総務部長 先ほど、月額の方には勤勉手当を支給していると。日給と。 

（「時給の人には出していないんかって、それだけやんか、聞い

てはるの」と呼ぶ者あり） 

○乾総務部長 そういうことです。月額の方だけということです。 

○小野委員長 はっきり言うて、もう１回。 

○乾総務部長 月額の方だけ勤勉手当は上がっているということでございます。 

○小野委員長 ボーナス的なものは払っていないの。勤勉手当、ボーナス的なもの。 

ちょっと休憩します。 

（ 午前１０時４７分 休憩 ） 

（ 午前１０時５０分 再開 ） 

○小野委員長 それでは、再開いたします。 
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ほかに質問ございませんか。 

小林委員。 

○小林委員 ５１ページの防犯灯の新設の関係で、今後の考え方についてお聞かせいただ

きたいんですけれども、設置も今まで町が出していました。電気代もこれから、今後は

町が出すということですね。となってくると、住民さんというか自治会のほうからです

ね、要望というのがどんどん上がってくるのかなとは思うんですけれども、今まで必要

だったけれども自治会をつくって電気料金を集めるのがちょっと面倒くさかったってい

うところとか、いろいろな、今まで設置してなかった理由が、このただになることによ

って、設置しようかなという働きかけになってしまうと思うんです。そうなってきまし

たら、難しいかもしれませんけども、町としてある一定の基準を持っておらないと、ど

んどん、どんどん、ただだからというか、ここにつくって、ここにもつくってっていう

ことにならないかなって、今後ちょっと心配しているんですけれども、町としてはどの

ように考えておられるのか、お聞かせいただきたいなと思います。 

○小野委員長 黒﨑総務課長。 

○黒﨑総務課長 町の防犯灯の新設についてのご質問なんですけども、自治会の範囲内、

区域内の防犯灯の新設につきましては、自治会のほうで設置を願っていただく。そして、

自治会と自治会のジョイント部分で必要なところにつきましては、町のほうで設置を行

っていくというふうな方針でしているところでございます。 

自治会の中でありましても、要望が多い場合、必要性に応じて、その緊急度によって

設置の優先順位を決めているというところでございます。 

○小野委員長 小林委員。 

○小林委員 予算の適正な範囲内で、町のほうが各自治会と相談して設置していただける

という確認で終わらせていただきます。 

○小野委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○小野委員長 ほかにないようですので、これをもって、第２款総務費に対する質疑を終

結いたします。 

次に、第８款消防費について、説明を求めます。 

乾総務部長。 

○乾総務部長 それでは、第８款消防費につきまして、ご説明をさせていただきます。 

失礼して、座って説明させていただきます。 
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それではまず、一般会計予算書の１５ページをお願いをいたします。１５ページの歳

出の第８款消防費でございます。新年度は、総額３億５，７６３万７千円を計上して

おります。前年度と比較して、５５９万５千円、１．５％の減額となっております。 

それでは、消防費に係ります各科目ごとのご説明を申しあげます。一般会計予算書の

１０７ページをお願いをいたします。 

まず初めに、第１目の常備消防費についてでございます。奈良県広域消防組合の運営

負担金として、新年度は、３億７５４万６千円を計上いたしております。 

次に、１０７ページから１０８ページの第２目非常備消防費についてでございます。

新年度は、２，５２３万１千円を計上しております。前年度と比較して、２９万５千円、

１．２％の増額となっております。主な予算の内容は、町消防団の運営のほか、自衛消

防団の支援、消防団資機材の充実などとなっております。 

初めに、町消防団の運営では、１０７ページの第１節の報酬で、消防団員に係る報酬

１，１６９万２千円、１０８ページでございますが、第１９節負担金補助及び交付金で、

分団運営費等５２５万１千円などを計上いたしております。 

次に、自衛消防団の支援では、１０８ページの第１９節負担金補助及び交付金で、自

衛消防団補助金１０５万円を計上しております。 

次に、消防団資機材の充実では、消防団員の安全を確保するため、その費用として、

１０７ページの第１１節需用費の消耗品費で９０万円を計上しております。 

１０８ページから１０９ページにかけましての第３目消防施設費についてであります。

新年度は、１，０３２万２千円を計上しておりまして、前年度と比較して、２０３万７

千円、１６．５％の減額となっております。減額となった要因は、消防施設整備事業等

補助金の減などによるものでございます。予算の主な内容は、消防コミュニティセンタ

ーや法隆寺消防センターなどの消防施設に係る維持管理に要する費用、消防施設整備に

対する補助などとなっております。 

続きまして、第４目水防費についてでございます。水防出動等に要する費用として、

新年度は、３１万８千円を計上しております。 

続きまして、第５目災害対策費についてであります。新年度は、１，４２２万円を計

上しております。前年度と比較して、３２２万円、２９．３％の増額となっております。

増額となった主な要因は、災害備蓄品購入に係る費用の増と、洪水ハザードマップの更

新に取り組むためであります。 

初めに、災害物資の備蓄では、消費期限を超える非常食の補充のほか、毛布や敷マッ
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ト、避難所における簡易間仕切り等、備蓄計画に基づき、災害備蓄品の購入に要する費

用として、１０９ページの第１１節需用費の消耗品費のうち、８８８万円を計上してお

ります。 

次に、防災情報メール等の推進では、災害時における避難情報等をパソコンや携帯電

話に配信するためのシステムの使用に係る費用として、１０９ページの第１４節使用料

及び賃借料で１２９万７千円を計上しております。 

次に、自主防災組織の支援では、自主防災組織の設立・活動に対する助成に要する費

用として、１０９ページの第１９節負担金補助及び交付金で、自主防災組織補助金１６

３万円を計上しております。 

次に、県林野火災消火訓練の実施では、奈良県と関係１０市町村が葛城市内において

合同で実施する奈良県林野火災消火訓練に係る費用の負担金として、１０９ページの第

１９節負担金補助及び交付金で、県林野火災消火訓練負担金の６万円を計上しておりま

す。 

次に、洪水ハザードマップの更新では、平成２１年度に作成いたしました洪水ハザー

ドマップの改訂等に要する費用として、第１３節委託料で、洪水ハザードマップ作成業

務委託料１３６万１千円などを計上しております。 

以上で、第８款消防費につきましての説明とさせていただきます。よろしくご審議を

賜りますよう、お願いを申しあげます。 

○小野委員長 説明が終わりましたので、第８款消防費についての質疑をお受けいたしま

すが、私たち議会議員はね、この予算審査に当たって、今後の見通しとか、それらを理

事者側に聞いて、この予算を組み立ててもらっているのが住民のためにいいのかどうか

ということをお聞きしております。したがって、現行の状態を聞くだけではないと思い

ます。そのことを留意しながら、理事者側は答弁をお願いいたします。 

それでは、第８款消防費についての質疑をお受けいたします。 

木澤委員。 

○木澤委員 １０７ページのところの広域消防組合の負担金のところなんですけども、も

ともと西和消防が解散されて、その時点で基金取り崩して充当しているので、その時点

の金額を見ていると、それは本来の数字じゃないんだということで、この間、説明があ

って、平成２５年からの金額で見ていますと、２６年、昨年度よりは予算、尐なくなっ

ていますけども、２５年度と比べると若干上がっているんですね。その中で、この間、

基準財政需要額の率ですね、が、生駒郡は結構低かったというふうに私は記憶している



 - 35 - 

んですけども、それ、今後の見通しとしてどうなっていくのかというのが非常に気にな

るんです。この平成２７年度については、金額的には昨年度よりも下がっていますけど

も、そうした生駒郡の西和消防組合、組合じゃない、地域になるのか、の負担としては

上がっているのか、上がっていないのか。これ、わかる範囲で構いませんので、お尋ね

をしたいと思います。 

○小野委員長 黒﨑総務課長。 

○黒﨑総務課長 平成２４年度ですね、奈良県広域化のときの運営計画の策定時に出され

ました経常経費のシミュレーションがあるんですけども、西和消防では、その現行体制

を継続する場合に比べて、広域化をすれば、議会費及びシステムの関係、委託料等です

ね、削減ができますので、その分で約１５０万程度。そして、平成３３年度の全体統合

では、人件費や今の議会費、システムの改修費等で約４，０００万程度の減額がされる

ということで、シミュレーションはされております。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 基準財政需要額あたりの率でと思いましたけども、今ちょっと手元に資料が

ないのかな。答えにくいようでしたら、また調べていただいて、後刻で結構ですので、

今後の見通しも含めて、またご答弁いただければなと思いますけども。 

○小野委員長 乾総務部長。 

○乾総務部長 基準財政需要額、消防費の関係のですね、率で言いますと、平成２７年度

は、これ、西和消防署の分でございますけども、約６５％ということになっております。

昨年度は、負担金も多かったんですけれども、約６８％ということで、若干下がってお

りますけれども、今、課長が申しあげましたように、将来の推計では、全体の費用とい

うのは減っていくと、職員も当然減らしていくということですので、負担金は減ってい

くだろうと。経常経費だけを見ますとね。 

ただ、いろいろな要因が出てきます。消防車の買いかえとか、救急車の買いかえとか、

西和署の建物の補修とか、そういうのが出てまいったときには、それについてはまた別

途費用が出てきますので、これはちょっと不確定な部分ということでございますので、

経常経費としては下がっていくだろう、下がっていくというふうなシミュレーション出

ていますので、そういうふうに町としても、その分については下がっていくだろうとい

うふうに思っております。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 将来の見込みなので、何があるかっていうのはわからない部分もありますの
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で、またこれ、順次、その都度、その都度確認をさせていただくしかないのかなとは思

いますけども、一応方向性としては、当初の説明のとおり下がっていくというふうに説

明があったということで受けとめておきます。 

そうしましたら、その同じ１０７ページの需用費のところの消耗品費が昨年度よりも

上がっているんですけども、これはどういった理由でしょうか。 

○小野委員長 黒﨑総務課長。 

○黒﨑総務課長 平成２７年度は２２１万１，０００円で、平成２６年度のほうが１１７

万８，０００円ということで、比較をしまして１０３万３，０００円の増額となってお

ります。これは、平成２７年度におきまして、消防団の資機材の充実を図るために、新

たに消防団員に防じんマスクと防じん眼鏡を配付することとしているためでございます。

この費用として、９０万円を計上させていただいております。そして、残る１０万円ほ

どは、消防車両の維持管理等ですね、そういった費用でございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 中身は今、わかりましたけど、ごめんなさい、目的、今、課長の説明で、ど

ういう目的でこれを購入、消防団員の方に配っているっていうふうにおっしゃいました

か。 

○小野委員長 黒﨑総務課長。 

○黒﨑総務課長 消防団の資機材の充実というふうな観点からでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。ちょっと違う形に聞こえましたので、確認させてもらいまし

た。 

そうしましたら、続いてですね、１０８ページのほうにいきまして、県の防災ヘリコ

プター運営協議会負担金というのが、これも若干なんですけども、ふえているんですけ

ども、これの中身は何か変わっているんですか。 

○小野委員長 黒﨑総務課長。 

○黒﨑総務課長 負担金の額についてでございますが、平成２７年度は、平成２６年度か

ら比較をいたしまして１５万円増額となっております。奈良県消防防災ヘリコプターの

運航連絡協議会市町村負担金は、全体の負担金算定の基準額に応じて、均等割と人口割

から算出がされております。全体の負担金につきましては、全額、各消防の本部から派

遣されている８名の消防団員の人件費に充てているところでございます。８名の消防団

員におかれましては、原則的には期間が３年間であり、毎年２、３名ずつかわるという
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ことになっております。 

そして、増額となる理由でございますが、来年度派遣される予定の団員の人件費が、

今年度よりも高い職員が派遣されてくるというふうな予定になっていること、そしてま

た、平成２６年度までは繰越金が若干残っておりました。そして、平成２６年度では繰

越金がなくなったという、この２点が理由であるというふうに聞いております。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。ひょっとして、この間、災害が非常に奈良県内でふえている

ので、何か充実されたのかなと思ってお聞きをしたんですけども、人件費の関係だとい

うことですね。 

そうしましたら、次に、１０９ページの洪水ハザードマップの更新なんですけども、

これ、平成２１年度からの改定ということですが、中身的にはどう変わるんでしょうか

ね。 

○小野委員長 黒﨑総務課長。 

○黒﨑総務課長 洪水ハザードマップの改定なんですけども、今現在ですね、平成２１年

度に策定をいたしましたハザードマップの在庫数がわずかというふうになっております。

転入者や住民等からの要請に基づいてですね、配布を行っているところなんですけども、

増版を予定しておるんですけども、新たに避難所の追加、そして土砂災害の警戒区域の

確定、今まで予定やったんです、確定されたこと、そしてＡＥＤの設置箇所の位置とか、

あと、元図となる白図を更新すること、そして土砂災害警戒情報や特別警報の内容、そ

して避難に関する水位情報の解説を裏面に書いたりとか、あと、避難情報における避難

準備情報の追加、そして防災情報メールと緊急情報メールの内容を掲載をするところで

ございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 この間、そうおっしゃったように、メールで避難情報等が流されるようにな

りましたので、その辺追加されるのはよくわかるんですけども、このハザードマップっ

て、洪水だけじゃなくて、ほかにも地震のハザードマップ等がありまして、今、土砂災

害区域もこの洪水ハザードマップのほうに入れていくということですけども、活用の仕

方ですね、住民の皆さん、混乱されないかなと。ほかの、農業のほうでも今度新しくハ

ザードマップをつくられるっていうことなので、その辺のところを住民の皆さんにどう

理解してもらうのかという点で言うと、啓発等は何か考えておられますか。 

○小野委員長 黒﨑総務課長。 
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○黒﨑総務課長 洪水ハザードマップは、今回、全戸配布をする予定でございます。その

配布の時期とか、配布に係る周知の方法につきましては、ため池ハザードマップの公表

の関係との調整も行いながら、住民の皆さまに混乱が生じないようにしていきたいとい

うふうに考えております。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 どういうふうにその調整を図るかっていうのは、それはちょっと今後のこと

になるんですね。１つ、いろいろ、防災訓練等なんかもありますし、自治会等でもやっ

ておられますし、やっぱりそういったときにこのハザードマップを活用していただいて、

実際にどこが避難所になっているとかいうのもあわせてね、やっぱり活用していただく

やり方っていうのが非常に効果的かなと。公民館等で防災の学習なんかも行われていま

すので、そういうときにもあわせて活用していただくと。だから、これ、配って見てく

ださいっていうだけじゃなくて、いろいろの取り組みと絡めてやっぱり認識、これはこ

う、それで幾つかありますよということで、避難場所も、災害によって、洪水のときは

こっちで地震のときはこっちだというような、やっぱり災害が起こったときに判断がで

きるような認識を持ってもらえるように取り組みを進めていっていただきたいと思いま

すので、お願いをしておきます。 

それと、すみません、もう１点、地域防災計画ですね。この間、以前、県のほうとの

調整がまだ終わらないということで、総務委員会の報告受けていたと思うんですけども、

その後、いつになったらできるのかなというふうに思うんですけども、ちょっと、せっ

かくですので、あわせて進捗状況についてお尋ねをしておきたいと思います。 

○小野委員長 黒﨑総務課長。 

○黒﨑総務課長 防災計画の見直しに関するご質問でございますが、県の防災計画の見直

しにあわせまして事務を進めていたところでございますけども、今年度も、広島市の土

砂災害の関係で、防災対策に関する記載すべき内容にですね、その土砂災害警戒区域等

に関する事項が追加されているというふうな内容もございます。そして、そういった防

災計画に記載すべき内容が変更となっております。こういった状況の中、作業を進めて

いるわけでございますが、平成２７年度で防災会議を開きましてですね、そういった土

砂災害の警戒区域等に関する情報の変更も盛り込んで、あわせて早い時期に策定してい

きたいというふうに考えております。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 広島で起きた豪雤災害っていうのは本当に大きなものでしたし、防災計画全
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体にわたるような影響もあるのかなというふうに、今、聞いていて思ったんですけども、

それで反映させるところは反映させないとだめですけども、それ以外の部分ででも固め

て出せるのであれば、やっぱり早目に示していただいて、住民の皆さんにもお知らせを

していくと。さらにそこで、またそれが本当に今の災害に適応したものなのかというこ

とと、住民の皆さんからもご意見いただく中で、私たちもより充実するという立場でね、

見せていただいて、いろいろ審議していきたいなというふうに思っているんです。です

ので、事務的な手続等があって出てこないということですけども、それについては早い

段階でやっぱり整理をしていただくと。それで出せる分については出していただきたい

というふうに思いますので、要望しておきたいと思います。 

○小野委員長 ほかにございませんか。 

伴委員。 

○伴委員 １０７ページの一番上の、私も奈良県広域消防組合のこの負担金なんですが、

予算関係参考資料の１８ページの一番下に、平成２３年度からの金額の流れ、それで昨

年との比較、載ってあるんですが、最初、この西和消防組合からこの奈良県広域消防組

合の話があったときに、ちょっと先ほどと話がよく似ているんですけど、やっぱり負担

がふえるようなことをあまり聞かなかったと思うんですね。それで私自身も賛成させて

いただき、それで討論も、賛成の討論もさせていただいた。やっぱり、今、今後下がっ

ていくという形でお話はありましたけど、下がっていくのは、今の金額より下がってい

くんじゃなく、この参考である２３、２４、２５、このレベルからも下がっていくとい

うような感じで考えていっていいようですかね。 

○小野委員長 黒﨑総務課長。 

○黒﨑総務課長 昨年、平成２５年度と平成２６年度、広域化に伴ってですね、臨時経費

等で負担金のほう、上がったということでございますが、例えば、平成２３年度から平

成２４年度、２５年度にかけてなんですけども、職員の退職手当負担金等がですね、１

０００分の９０から１０００分の１３０、１０００分の１３０から１０００分の２３０

というふうに上がったりして、そういったものでも費用としては５，０００万、１億円

というふうな経費の増、人件費の増も入っておりまして、そういったものも要因という

ふうになっております。 

○小野委員長 伴委員。 

○伴委員 それやったらそういう形で、今後そういうような、まあ言えば人件費等では数

字上は上がるけど、実質的の、まあ言えば運用面、そういう面では決して上がらないと
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いうような説明をやっぱりしてほしい。その辺非常に、町が全部これ、主体でやってい

るのでないので、非常にそのあたり難しい。その辺の情報をつかんでいただいて、そし

てやっぱり議会にそういうような説明をしていただきたいと。やっぱりこの数字だけを

見ると、何か話と違うなというような感じにどうしても思ってしまいますので。結局の

ところ、ということは、そんなにこう、下がっていくいうのも非常に難しいと、実際の

ところそう考えさせてもうてええわけですかな。 

○小野委員長 池田副町長。 

○池田副町長 金額的な面で見ますと、当然、人件費というよりも給料、みんな上がって

いきますでしょう。給料ずっと上がって、ベースアップありますので、公務員、まあ一

般社会。そこへまた、最近でしたら期末手当も上がっていっています。退手組合負担金、

共済組合も負担金も上がっています。ですから、同じ人数でしたら当然上がっていきま

す。水道光熱費も関係あります。 

ただ、当初に消防組合が合併するときに、将来の西和分としてはこれだけの人数が減

りますよと言うておられますので、その分としてカウントとしては減ると、そういう事

実はありますので、数字としては上がっていくけども、人数は減っているというぐあい

に理解をしていただきたいと思います。住民さんの説明にもね、でもそうやって説明を

していきたいと思います。 

当然、同じ人数でしたら、給料上がっていったら上がっていきますわね。あと、人数

減っていって、減っていったときに、それの給料との差が、アップ分がどうなるかで、

例えばイーブンになる場合もあるし、若干上がる場合もありますけども、西和分の総人

数としては減っていくということでご理解をいただきたいと思います。平成２７年度で

も、西和の分では退職６名で新規採用４名ですので、合計では２名減となって、それで

いけるということで言われておりますので。 

今、伴委員のほうから質問ありましたように、西和７町のこの担当者、各町長の、首

長とか、議長の説明会がございました。本部から来て。そういう意見もございましたの

で、それについても各町からございました。今まではこうやったと。これからもこうな

っていくけども、そこらを踏まえてきっちり説明してほしいと。総人数減っていくこと

もね。ただこれは、今後も見てほしいと言っておられましたので、町はそれを十分注意

して見ていきたいと考えておりますので。 

○小野委員長 伴委員。 

○伴委員 １点、ちょっと確認させていただきたいんですが、西和消防組合、もうこんな
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の仮定の話ですけど、の、まあ言うたらこれ、奈良県の広域消防組合にでなく、西和消

防組合のままいった場合、もっと金額はふえていっていたというように考えていいんで

すかね。 

○小野委員長 池田副町長。 

○池田副町長 今すぐ、ここ１、２年でどうこうは言えない。ただ、言えるのは、２５年、

２６年度、２５年でも財政調整基金、取り崩してやっておられます、西和として。その

分、交付税減っていました。基準財政需要額の６１％で抑えられていました。基金を崩

しておられたからね。今度はその基金は全部町へ返してもらいましたので、そんな基金

ないですから、当然、今６５％になりました。昨年は６８％でしたので、ことしで６

５％になっていますので、３％下がっております。 

今後、先ほど申しあげましたように、退職分の補充を同じようにするのか、ことしみ

たいにもう２人減で。当分いけますわね。何人かが減になっていきますので、その人数

分としては減ってこようかと考えております。 

○小野委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○小野委員長 ないようですので、これをもって、第８款消防費に対する質疑を終結いた

します。 

次に、第１０款災害復旧費、第１１款公債費、第１２款予備費について、あわせて説

明を求めます。 

乾総務部長。 

○乾総務部長 それでは、第１０款災害復旧費、第１１款公債費及び第１２款予備費につ

きまして、あわせてご説明を申しあげます。 

座って、失礼して説明させていただきます。 

初めに、第１０款災害復旧費についてでございます。一般会計予算書の１３７ページ

から１３９ページをお願いをいたします。第１０款の災害復旧費では、災害の発生に伴

い、早急に各施設の災害復旧に対応できるよう、名目として１千円を、それぞれ費目に

計上いたしております。 

続きまして、１３９ページの第１１款公債費についてでございます。 

初めに、第１目元金についてでございます。新年度は、７億３，４５９万６千円を計

上いたしております。前年度と比較して、６，１２９万円、７．７％の減額となってお

ります。 
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次に、第２目利子では、新年度は、１億２，８３０万円を計上しております。前年度

と比較して、２，１３０万円、１４．２％の減額となっております。町債の活用につき

ましては、世代間の負担の公平性を考慮しながら、本町の行政課題を克服していくため

には、建設地方債を初め、特例債である臨時財政対策債の活用もやむを得ないものと思

われますが、後年度、確実に財政負担が生じることから、可能な限り借入金の縮減に努

めるなど慎重に対応してまいりたいと考えております。 

最後に、１３９ページの第１２款予備費についてでございます。不時の支出に備える

ため、３，０００万円を計上いたしております。 

以上で、第１０款災害復旧費、第１１款公債費及び第１２款予備費につきましての説

明とさせていただきます。よろしくご審議賜りますよう、お願いを申しあげます。 

○小野委員長 説明が終わりましたので、第１０款災害復旧費、第１１款公債費、第１２

款予備費について、質疑をお受けいたします。 

ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○小野委員長 ないようですので、これをもって、第１０款災害復旧費、第１１款公債費、

第１２款予備費に対する質疑を終結いたします。 

これをもって、総務部・会計室所管に係る予算についての審査を終わります。 

理事者入れかえのため、暫時休憩いたします。 

（ 午前１１時２３分 休憩 ） 

（ 午前１１時２９分 再開 ） 

○小野委員長 再開いたします。 

それでは、住民生活部所管に係る予算審査を行います。 

まず初めに、一般会計歳出の第２款総務費について、説明を求めます。 

植村住民生活部長。 

○植村住民生活部長 それでは、第２款総務費のうち、住民生活部が所管いたします予算

の概要につきまして、説明申しあげます。 

失礼して、座らせて説明させていただきます。 

まず、予算書の４３ページをお開きいただきたいと思います。第２款総務費、第１項

総務管理費、第１目一般管理費のうち、第１３節委託料におきまして、住民課所管の無

料法律相談委託料といたしまして、その必要経費１４１万５千円を計上しております。 

次に、５０ページでございます。第８目交通安全対策費でございます。このうち、自
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転車等の放置防止に関する業務につきまして、環境対策課が所管しているところでござ

いますが、その予算額につきましては、第１１節需用費のうち１万円、第１３節委託料

４７万６千円、合わせて４８万６千円でございます。引き続き、ＪＲ法隆寺駅周辺の放

置禁止区域内におきまして放置防止指導員を配置し、町民の良好な生活環境を確保し、

町の美観を維持するとともに、町民生活の安全の保持を図ることといたしております。 

次に、同じく５０ページでございますが、第９目自転車等駐車場運営費でございます。

新年度は、１，１８１万２千円を計上しており、前年度と比較いたしまして、２１万８

千円、１．９％の増となっているところでございます。 

次に､５５ペ－ジから５６ページの第３項戸籍住民基本台帳費についてでございます。 

第１目戸籍住民基本台帳費で、新年度は、６,３０５万５千円を計上しており、前年度

と比較して、７８２万３千円、１４.２％の増となっております。住民記録や戸籍シス

テム等の機器の委託料や電算ソフト等の使用料などのほか、社会保障・税番号制度の導

入に伴う通知カード・個人番号カードの交付等を行うに当たり、通知カードの作成・発

送及び個人番号カードの作成等、通知カード・個人番号カード関連事務を地方公共団体

情報システム機構に委任することから、その事務に必要な経費として、同機構への交付

金９８０万８千円、５６ページでございますけれども、９８０万８千円を計上いたして

おります。また、個人番号カード発行に際して必要となるタッチパネルの購入費といた

しまして１１万８千円、その設定・保守に係る費用としまして３２万４千円を計上して

いるところでございます。 

以上、第２款総務費のうち、住民生活部の所管に係ります予算の説明とさせていただ

きます。何とぞよろしくご審議いただきますようお願い申しあげます。 

○小野委員長 説明が終わりましたので、第２款総務費について、質疑をお受けいたしま

す。 

木澤委員。 

○木澤委員 予算書の５０ページのところの自転車等駐車場運営委託業務料ですね、これ

につきましては、障害者団体の方に委託をお願いされていると思うんですが、以前から、

卖価ですね、について、いろいろお尋ねしてきた経緯がありますが、今、最賃との関係

でどんなふうになっているのか、お尋ねしたいと思うんですけども。 

○小野委員長 栗本環境対策課長。 

○栗本環境対策課長 自転車等駐車場の運営委託料につきまして、これまで、平成１９年

度から卖価を据え置きましたけども、平成２６年度の奈良県の最低賃金が、７１０円か
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ら７２４円に１４円引き上げられたことから、自転車等駐車場運営委託料の積算卖価に

つきましても、近年の賃金の上昇を見る中で、１０円引き上げて７６０円にしたところ

でございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 引き上げられたということで、特に問題ないのかなと思いますが、毎回その

団体の方ともきちっと交渉していただいて、了解を得て進めているということで理解を

しておきたいというふうに思います。 

  それとですね、５６ページの、税番号システム等にかかわることでですね、これも以

前から、パゴちゃんカードと住基カードと、新たに変わる番号システムのカード、この

整理についてはどういうふうにしていこうと考えているのか、お尋ねをしておきたいと

思います。 

○小野委員長 岡村住民課長。 

○岡村住民課長 委員がおっしゃいましたとおり、現在はパゴちゃんカード、住民カード、

また、新たに個人番号カードができるわけでございます。その個人番号カードが交付さ

れるようになる平成２８年１月からは住民基本カードの新規の発行は行わないようにし

ようと考えております。平成２７年１２月以降に発行されました住基カードにつきまし

ては、有効期限内は引き続き利用でき、最大で１０年間近く、住基カードと個人番号カ

ードと混在するわけでございます。期間はかなりかかりますけれども、いずれかは住基

カードから個人番号カードに切り替わることを考慮しますと、個人番号カードの取得は

強制ではございませんが、住民の皆さまの利便性向上の観点から、最終的にはパゴちゃ

んカードの機能につきましても個人番号カードに含められるように検討してまいりたい

と考えております。以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 事務費等の費用的なものを考えると、やっぱりそれは整理をしていく、統合

になっていくのかなというふうに思いますけども、もともとこのシステム自体がですね、

いろいろ問題があるということで、法が変わるときに私もいろいろ、この町議会の中で

でもですね、問題があるということで意見を申しあげてきたシステムであって、住民の

皆さんもなかなかその辺はすっと切り替えがされるのかどうかという点で非常に難しい

問題があるというふうに思っています。ただ、担当課のほうではいろいろ、費用対効果

なんかも検討していただいて、住民の皆さんの思いもよく酌んだ上で対応していってい

ただきたいと思いますので、お願いをしておきます。 
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  それとすみません、ごめんなさい、これ、予算書の２４ページのところで、住民手数

料が掲載されているんですけども、その金額が昨年度から下がっていたのが気になった

ので、ちょっとどういう状況なのか、お尋ねしておきたいと思うんですけども。 

○小野委員長 岡村住民課長。 

○岡村住民課長 昨年度の予算から約１００万近く、２７年度は尐なくなっております。

多分委員はそのことをお尋ねだと思います。これに関してまして、過去３年間でござい

ますが、平成２５年度、また、今年と２７年度と、件数でございますけれども、２５年

度におきましては、１，０９１の件数がございました。このときも２７年度同様、３９

３万７，５００円の計上をしております。昨年度、４９７万４千円でございますけれど

も、これはＮＩＳＡの関係でふえているっていうふうに考えております。２７年度、１

００万円尐なくなりましたのは、１２か月ですね、件数的に、住民票、住民抄本・謄本、

いずれに関しまして、全部で１，００８件の、出ております。そしてそれを、いつもな

らば３００円掛けることの１２か月で計算してまいりますけれども、この個人番号制度

に伴いまして、１２月３１日の９か月間のみの住基カードの発行、これは毎年１２か月

で２６年度も計算しておりましたけれども、個人番号の通知の関係で、９か月間のみの

計算といたしまして、本年度１１件、２７年２月末日で１１件の住基カードが出ており

ます。それに関してまして、そこへ９か月掛けることの５００円で計算をしてまいった

結果、２５年度と全く同等の金額で３９３万７，５００円の金額となります。 

ご質問、わかっていただけましたでしょうか。そういうことでご了承よろしくお願い

いたします。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 その住基カードの発行については、１２か月ではなくて短くなっているとい

う分が減っているということですね。じゃあ、それにかわって番号制になる分について

は、まだ発行できないので計上していないと。ちょっとややこしいことでしたけど、そ

ういうことで理解しておきます。 

○小野委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○小野委員長 ないようですので、これをもって、第２款総務費に対する質疑を終結いた

します。 

次に、第３款民生費について、説明を求めます。 

植村住民生活部長。 
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○植村住民生活部長 それでは、第３款 民生費について、説明申しあげます。 

失礼させていただきまして、座らせて説明させていただきます。 

民生費につきましては、新年度は、２８億４，５１０万２千円を計上しておりまして、

前年度予算額と比較して、１億１，２１６万２千円、４．１％の増となっております。 

それでは、科目ごとに説明申しあげます。 

まず、６０ページから６２ページの第１項社会福祉費、第１目社会福祉総務費であり

ます。新年度予算額は、３億９，３２４万１千円を計上しており、前年度と比較して、

２，９２９万５千円、８．０％の増となっております。この目の主な内容は、職員に係

る人件費のほか、社会福祉団体への補助金や国民健康保険事業特別会計への繰出金でご

ざいます。 

６１ページ、第１９節負担金補助及び交付金では、遺族会や保護司会、民生児童委員

協議会等の活動に対する補助金のほか、町社会福祉協議会に対しまして４，９８６万８

千円の補助を行うこととしております。 

また、第２８節繰出金では、国民健康保険事業特別会計に対する繰出金として、制度

上の負担割合に応じて支出する法定繰出金のほか、その他一般会計繰出金といたしまし

て、平成２５年度における介護納付金に係る赤字分を支援する法定外繰出金、合わせま

して２億４，３７９万円を計上しております。 

次に、６２ページ、第２目国民年金事務取扱費でございます。新年度は、７７４万１

千円を計上しており、前年度と比較して、２４２万２千円、２３．８％の減となってお

ります。国からの委任を受けて行う国民年金業務にかかわる職員の人件費や電算ソフト

使用料などを計上しているものでございます。 

次に、６２ページから６３ページの第３目老人福祉費でございます。新年度は、７，

１０２万３千円を計上しており、前年度と比較して、５１万４千円、０．７％の増とな

っております。その主な内容といたしまして、第１９節負担金補助及び交付金では、三

室園組合への負担金や老人クラブへの助成金等といたしまして３，７５９万６千円、ま

た、第２０節扶助費では、老人福祉施設措置費として、養護老人ホームの入所者数の増

加が見込まれることから、対前年度４０３万８千円増の８６０万６千円、高齢者優待券

交付費といたしまして１，４１５万５千円、在宅寝たきり老人介護手当といたしまして

４９０万円を支出するほか、ひとり暮らし高齢者に対します各種サービスの費用を計上

いたしたところでございます。 

次に、６３ページから６４ページの第４目老人憩の家運営費でございます。新年度は、
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２，１００万８千円を計上しておりまして、前年度と比較して、１１９万７千円、６．

０％の増となっております。老人憩の家の臨時職員の人件費のほか、施設の維持管理に

必要な費用等を計上しているところでございます。 

次に､６４ページから６５ページの第５目医療対策費でございます。新年度は、１億

８，５２３万９千円を計上しており、前年度と比較して、７１９万９千円、４．０％の

増となっております。高齢者、子ども、障害のある人、ひとり親家庭など、それぞれの

対象者に対しまして、医療費の自己負担分を助成し、経済的な負担の軽減と受診機会の

確保に努めているところでございます。 

子ども医療費の助成では、引き続き、その対象を中学生までとし、所得制限、一部負

担なしで実施するほか、他の医療費の助成につきましても、県の補助基準を拡大して実

施してまいります。また、平成２６年１０月から、精神障害者手帳の１級、２級を所持

されている方の全ての医療費の助成を開始しましたことから、新年度では通年分の助成

金を計上いたしたところでございます。 

次に、６５ページの第６目人権対策費でございます。新年度は、５２万５千円を計上

しており、前年度と比較して、１万３千円、２．４％の減となっております。 

次に、６５ページから６８ページの第７目障害福祉費でございます。新年度は、４億

８，２４５万４千円を計上しており、前年度と比較して、２，８８３万４千円、６．

４％の増となっております。この目は、障害者総合支援法に基づくサービスの給付が過

半を占めており、６７ページから６８ページの第２０節扶助費におきまして４億３，６

７６万６千円を計上しております。この節では、生活介護や施設入所支援などのサービ

ス利用者に対する障害者介護給付・訓練等給付費で３億４，７００万円、障害児福祉サ

ービス給付費で３，０００万円を計上しているほか、更生医療、補装具や日常生活用具

の給付、重度心身障害者等福祉年金、育成医療、福祉ホーム利用支援費等を計上してお

ります。 

なお、高額障害児福祉サービス給付費９万５千円及び療養介護医療費給付費３７０万

円につきましては、新たに予算計上をいたしておりますが、国及び県の負担金の種別に

合わせて、それぞれ、高額障害者福祉サービス給付費、障害者介護給付・訓練等給付費

から分離して予算計上させていただたいところとなっております。 

次に、６８ページから６９ページの第８目ふれあい交流センターいきいきの里管理運

営事業費でございます。新年度は、３，７７０万９千円を計上しており、前年度と比較

して、１７７万８千円、４．９％の増となっております。ふれあい交流センターの臨時
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職員の人件費のほか、施設の維持管理に必要な費用等を計上しているところでございま

す。 

次に、６９ページの第９目介護保険事業繰出費でございます。平成２７年度は、平成

２９年度までの３か年を計画期間とする第６期介護保険事業計画の初年度となります。

予算額は、３億２，３７２万７千円を計上しており、前年度と比較いたしまして、２１

万６千円、０．１％の減となっております。介護保険の給付に係る町の法定負担分１２．

５％に当たる介護給付費繰出金２億６，７４０万９千円のほか、地域支援事業費に係る

町の法定負担分、また、職員の人件費や事務費の経費に係る繰出金を計上しているとこ

ろでございます。 

次に、７０ページから７１ページの第１０目総合保健福祉会館管理運営費でございま

す。新年度は、３，３５６万６千円を計上しており、前年度予算額と比較いたしまして、

６５万円、２．０％の増となっております。 

次に、７１ページの第１１目後期高齢者医療費でございます。新年度は、３億１，０

５１万２千円を計上しており、前年度と比較いたしまして、１，０２３万９千円、３．

４％の増となっております。後期高齢者医療制度の医療給付に要する費用に係る町の法

定負担分を奈良県後期高齢者医療広域連合に納付するほか、この制度に係る町の事務経

費、広域連合の運営に係る経費の負担、そして低所得者に対します保険料の軽減措置に

係る補てん分を後期高齢者医療特別会計に繰り出すものとなっております。 

広域連合から示されました療養給付費負担金の増が、予算額の増額の要因となってい

るものでございます。 

次に、第１２目旧老人保健医療給付費でございます。老人保健特別会計につきまして

は、法令の規定によりまして平成２２年度をもって廃止され、新たな医療の給付はござ

いませんが、なお整理が必要なものも想定されることから、平成２３年度以降は一般会

計で執行しており、新年度におきましても、医療給付費や医療費支給費などの費用に、

前年度と同額の５千円を計上しているところでございます。 

次に、７１ページ一番下のあゆみの家管理運営費でございます。あゆみの家につきま

しては、施設の老朽化、また、耐震性能を有していないことが判明いたしましたことか

ら、平成２７年３月３１日をもって行政財産としての使用を取りやめることとしまして、

新年度において予算計上はいたしておりません。 

なお、当該施設は、当分の間、普通財産として管理することとなるため、施設の維持

管理等に必要な費用につきましては、第２款総務費、第１項総務管理費、第５目財産管
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理費において予算計上しているところでございます。 

続きまして、７２ページから７３ページの第２項児童福祉費、第１目児童福祉総務費

でございます。新年度は、４，３６３万８千円を計上しており、前年度と比較いたしま

して、１，３９８万７千円、４７．２％の増となっております。児童福祉事務にかかわ

る職員の人件費と、保育所、学童保育、児童手当以外の事務や事業に係る費用を計上し

ております。新年度では、本年４月に民間保育所として斑鳩黎明保育園が開園する予定

でございまして、安定した保育サービスが提供できるよう、その運営を支援するための

費用といたしまして、第１９節負担金補助及び交付金で、補助金１，２１８万６千円を

計上しているところでございます。 

次に、７３ページから７６ページの第２目保育園費でございます。新年度は、３億２，

１０５万９千円を計上しております。これまで、この目において予算計上していました

町外保育所への入所に係る広域入所委託料につきまして、町内に私立保育所が開所する

ことに伴いまして、その入所に係ります委託料と合わせて、新たに児童保育費として目

立てをいたしましたことから、前年度と比較いたしまして、８，４１５万、２０．８％

の減となっているところでございます。保育士などの人件費を含む町立保育所の運営に

係る経費等を計上しているところでございます。 

次に、７６ページの第３目児童保育費でございます。ただいま説明申しあげましたと

おり、町内に私立保育所が開所することに伴いまして、その入所に係る委託料と、これ

までの広域入所に係る委託料と合わせまして、新たに児童保育費として目立てしたもの

でございまして、新年度予算といたしまして、１億８６９万１千円を計上しております。

町内及び町外の私立保育所の入所委託料といたしましては、１億７２１万２千円を計上

するほか、町外の公立保育所入所委託料として１０６万６千円、また、町外の認定こど

も園の入園を想定いたしまして、その委託料４１万３千円を計上しております。 

次に、第４目学童保育運営費でございます。新年度は、２，４７９万３千円を計上し

ており、前年度と比較いたしまして、４８８万１千円、１６．４％の減となっておりま

す。放課後児童対策といたしまして、学童保育室の臨時職員の人件費のほか、施設の維

持管理に必要な費用等を計上しております。 

次に、７６ページから７７ページの第５目児童手当支給事業費でございます。新年度

は、４億８，０１６万９千円を計上しており、前年度と比較しまして、１８５万９千円、

０．４％の増となっているところでございます。 

最後に、７７ページの第３項災害救助費でございます。前年度と同額の２千円を計上
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しております。万一の災害の発生に備えまして、早急な対応を図るための名目予算とな

っております。 

以上で、第３款民生費の説明とさせていただきます｡何とぞよろしくご審議賜ります

ようお願い申しあげます。 

○小野委員長 説明が終わりました。 

１３時まで休憩いたします。 

（ 午前１１時５２分 休憩 ） 

（ 午後 １時００分 再開 ） 

○小野委員長 それでは、再開いたします。 

第３款民生費について、質疑をお受けいたします。 

木澤委員。 

○木澤委員 そうしましたら、予算書の６２ページですね。国保にその他一般会計繰出金、

出していただいているんですけども、これ、２６年度から金額が減っているんですけど

も、これはどういうことなんでしょうかね。 

○小野委員長 山﨑国保医療課長。 

○山﨑国保医療課長 減額となっておる原因でございますが、本年度は、介護分の赤字、

これは２５年度分が該当するわけなんですが、３，０６８万６，０００円の５０％を計

上したことによりまして減額となっているものでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 ２６年度までは、介護納付金分の不足分については、一般会計から全額補て

んしていただいていたんですね。 

○小野委員長 池田副町長。 

○池田副町長 補足説明をさせていただきます。２５年、２６年までは２年前の決算の、

その分やってきました。それで、２７年度予算を組む中で、約３，０００万円を超えて

きました。これについては、もう一括、赤字補てんするに当たり、一般会計、また基金

繰り入れ、もっと繰り入れしやなあきませんので。それで、残りについては。それで、

今年度は、２５年決算の半分だけさせていただくと。来年度、また残りの半分をさせて

いただくということにさせていただく予定でございます。 

この前、以前の、値上げのときも説明しましたように、どっちみち２６年度もまた赤

字、発生します。これについてもまた、２８、２９年度になってこようかと思いますけ

ども、補てんをしていきたいと考えております。 
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○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 ２７年度に向けて、国保については値上げになりましたけども、例えば２９

年度の県卖一化ですね、その後のことについてはまだ未定だとは思うんですけども、方

向性としては、その介護納付金の不足分については一般会計から補てんをしていくとい

うことですけども、本年度で２５年度の分を半分補てんして、来年度で補てんするって

いうやり方で、それが賄えるのかどうか、そこはどうなんですか。 

○小野委員長 池田副町長。 

○池田副町長 賄えると言います、その賄えるという質問の意味がちょっと理解できませ

んけども、今までの赤字分、２５年度の赤字は補てんします。２６年、５年の赤字は補

てんしますよ。一括補てんしますと非常に大きな金額でなりますので、２７年度、２８

年度で補てんしますよと。それで、２６年度もどっちみち赤字発生します。２６年度、

国保はまだ値上げしていませんので。これについてもそれは後年度、それ以降で補てん

はさせていただくと。２７年度からは、介護分については赤字にはなってきませんので、

それ以降については発生しないということで、ただし、それまでの分については町の一

般会計で責任を持ってさせていただくということでございます。 

これが県に統一化になっても、この前から厚生委員会でも議論がありましたけども、

町の会計のほうで、国、県で統一の金額、統一なりますわね。一定基準の保険料集めて、

給付に見合う支出をやっていくということになってきますので。今までの補てん、赤字

については、いっぱいありますわね。それについてはもう今の値上げ分で若干黒字化に

なると。そのときにも議論ありましたように、それ以降についても赤字を発生させない

ように定期的に保険料を見直していきたいと考えております。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今後の保険料のことはまた今後議論しようかなと思いますけど、結局は、要

は半分に減っているという話なんですよね。 

○小野委員長 池田副町長。 

○池田副町長 それは冒頭申しあげましたように、町の一般会計の財源を見る中で、半分

にさせていただいたと。そして、それについては、補てんすることには間違いないと。

その残りの分については来年度で補てんをさせて、残り、来年度、２分の１余っていま

すので、それは２８年度予算でまた補てんをさせていただくと。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 だから２６年度の分もまた発生すると。２６年度も発生すると、今年度発生
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した分の残りプラスっていうことになって、大きくなっていくのか、そうかもう、今、

来年度で残りを補てんするっていう言い方しましたけども、それが今年度の分の補てん

になるのかどうか。 

結局だから、私言いたいのは、一般会計大変やからっていうのは、それはわかります

けども、その介護納付金の不足分については全額補てんしないということになっている

んじゃないですかっていうことを聞きたいんですけども。 

○小野委員長 池田副町長。 

○池田副町長 先ほどの答弁でも申しあげましたように、残りの分については２８年度で

２分の１しますよと。２６年度の赤字は２９年度以降で補てんをしていきますと、こう

いうご答弁させていただいております。恐らく２６年度の介護納付金も、相当な赤字に

なってきますので。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。そうしたら、おくれおくれになるけども、２分の１ずつ一応

予定としては補てんをしていくと。２分の１ずつっていうか、２年度にまたがって補て

んをしていくっていう形で理解したいと思います。 

○小野委員長 池田副町長。 

○池田副町長 ２５年度分については、２７年度予算の歳入の状況を見る中で、歳入の状

況を見て、やっぱり基金、財調取り崩していますからね。足らんということです、一般

財源が。２８年度についても恐らくこういう状況が続きます。ですから、必ず残りの２

分の１は２８年度で補てんをさせていただくと。 

２６年度分につきましては、２９年度以降に補てんをさせていただく。そのときに、

２９年度の一般会計の財源を見る中で、それが賄えるようなら、恐らく３，０００万を

超えてきますので、３，０００万円を補てんするか、または、非常に厳しい状況であれ

ば、２分の１ずつの補てんになってこようかと考えております。 

ただし、２７年度以降は、値上げをさせていただきました、改定をさせていただきま

して、発生してこないということでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 理解できました。 

そうしましたら、そのページの下のところの敬老記念品ですね。これも若干ですけど

も金額下がっているんですけども、その理由と、敬老会に多くの高齢者の皆さん参加し

ていただくようにということの目的もあって、これ、予算組んでいただいているという



 - 53 - 

ふうに思うんですけども、その状況等とかもあわせてお尋ねしたいんですけども。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 まず、敬老記念品のほう、１５万１千円減額となっているところでござ

いますけれども、１００歳のお祝い金のほうが、昨年度６名で、１人１０万円で６名で

６０万円組んでおりました。今年度につきましては、現状、４名様が今、予算計上の段

階では対象となっておりますので、４０万円ということで、そこで２０万円の減額が発

生してきているということでご理解をお願いしたいと思います。 

それと、敬老会の参加状況でございますけれども、今年度、９月にさせていただきま

して、５７２名、対象者に対する割合は９．７％となっておるところでございます。ち

なみに平成２５年度は１０．６％の方にご参加いただいておりますので、その周知を含

めまして、積極的にといいますか、ご参加いただけるように、工夫もしながら啓発等し

ていきたいなと、このように思います。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 この費用の変化についてはわかりました。 

だんだんやっぱり参加が減ってきているということについては、これまでにもいろい

ろ指摘はありましたけども、なかなかそれが改善されないのかなと。どういう形がいい

のかっていうのは、それは担当課のほうとまたいろいろ検討をしていただくことになる

かと思いますけども、その点についてもやっぱり心配をしていますので、引き続きやっ

ぱり多くの方に参加していただけるように、またご検討よろしくお願いします。 

そうしましたら、続きまして、予算書の６３ページのほうにいきまして、老人福祉施

設措置費ということで８６０万６千円上げていただいていますけども、２６年度を見ま

すと４５６万８千円だったのがふえてきているんですけども、これはどういったことな

んでしょうか。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 老人福祉費の措置費でございます。こちらのほうは、養護老人ホームの

ほうへの入所者の措置費の分ということで計上させていただいております。昨年度に関

しましては、予算の算定をさせていただく際、継続の方、継続で既にご入所されている

方が２名おられました。その中で、新規で措置させていただくご相談があったときの対

応として０．５人、半年分ということで、合計２．５人分で予算計上をさせていただい

たところでございます。 

２７年度につきましては、今、３名の方が既に入所されておられまして、１２月にお
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一方ご相談もあったところでございますので、３名に、新規として１．５人分っていう

ことで、４．５人で算定をさせていただいた結果、４０３万８千円の増額となったとい

うところでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。それについてはそういうことだということで理解しておきま

す。だんだんふえてきているのが気になりますけども、実際にそういうふうに費用がか

かっているということですね。 

そうしましたら、続きまして、その下のところですね、高齢者優待券の交付なんです

けども、昨年度、ＩＣＯＣＡを導入されて、さらに選択肢も広げていただいたと。その

中で、町が見込んでいた交付枚数ですね、と実際の開きっていうのはどれぐらいあった

のか。予算的に見ると、昨年度から金額は下がっていますので、状況をお尋ねしておき

たいと思うんですけども。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 高齢者優待券の関係でございます。２５年度の実績、ＣＩ－ＣＡ、バス

カードだけで申しあげますと、対象者に対しまして３９．７％、これが２５年度の実績

でございました。 

ＩＣＯＣＡ、あるいはタクシー乗車券、このあたりを導入するということで、ＩＣＯ

ＣＡ、ＣＩ－ＣＡ、そしてタクシー券を合計いたしまして、対象者に対して６６．７％

ということで２６年度は予算計上をさせていただいたところでございます。 

４月以降、受け付けのほうさせていただきまして、今現在が、２月末時点で、その３

つ合わせまして５５．１％という実績となっておりますので、そのあたりを見据えなが

ら、次年度に関しましては５７．７％、対象者に対して５７．７％ということで予算計

上をさせていただいたところでございますので、結果として、優待券の交付として１５

０万円程度減額というふうになっているところでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 昨年度も、その４種類のうち、ＩＣＯＣＡで４７％、バスカードで１０％、

タクシーで１０％で、お風呂券で５％という割合で予算計上されていたと思うんですけ

ども、予想、見込みよりも、それぞれについてどれぐらい尐なかったり多かったりする

んでしょうかね。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 ２月末現在の状況でお答えさせていただきます。まず、ＩＣＯＣＡのほ
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うが２７．３％、ＣＩ－ＣＡ、バスカードのほうが２２．７％、タクシー券のほうが５．

２％ということになっておりまして、ＣＩ－ＣＡのほうが交付率がそこそこあると。タ

クシー券のほうは見込みの半分程度の、今現在、２月末現在ですけれども、交付率にな

っておると、こういった状況でございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 ＩＣＯＣＡも４７％を見込んでいたうち２７％ということで、それぞれ、も

ともと利用されていたＣＩ－ＣＡ、バスカードについては利用実績もあって、住民の皆

さん、多く選ばれたのかなというのはあるんですけども、ＩＣＯＣＡとタクシーのほう

はですね、その見込みよりも半分ぐらいになっているっていうのも、要因的なものって

いうのはどんなふうに考えていますか。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 窓口に受け取りに来られた際にいろいろとお話をさせていただく中で、

まず、ＩＣＯＣＡに関しましては、もう既に持っておられるといった方が結構おられま

して、そういった中で、バスカード、ＣＩ－ＣＡに関しましては３，９９０円分使える

と、ＩＣＯＣＡに比べてプレミアムの関係でたくさん使えるということで、じゃあバス

カードにしておきますという方が結構おられたという状況でございます。 

タクシー券に関しましては、どうなんですかね、公共の交通ではありますけれども、

具体的な確認はとれていないんですが、あまり予想よりも、予想の半分程度の交付の状

況になっておるということでご理解お願いしたいと思います。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 すみません、タクシー券については、金額としては幾らでしたっけ。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 ＩＣＯＣＡと同じく３，５００円とさせていただいております。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 それぞれの用途が違うっていうのもあるんでしょうけども、やっぱり金額的

に尐ない分については、多いほうがいいということで選ばれている傾向もあるのかなと

いうふうに思うんです。以前、金額についてもいろいろ言わせていただいたこともあり

ますけども、こうして実績として見込みを下回っている状況があるんでしたら、また今

後ですね、予算に余裕がある、全体的としたらこれは厳しい財政ですけども、この金額

についてもやっぱり同じような金額になるべく合わせていって、より多くの方にやっぱ

り利用いただけるような形をとっていただきたいなと。だから、交付率全体としてもや
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っぱり下がってしまってきているのかなというふうに思った、あ、そうか。これ、予算

としては６６．７％、全体の方に発行するっていうふうに見ていただいていますけども、

の前年度実績と今年度の発行、今、２月末時点で５５．１％でしたけども、との比較で

言うとどうなんですかね。２５年度の実績と、２６年度の今の段階の実績ですね。同時

点で、もしわかるようでしたら。 

○小野委員長 暫時休憩します。 

（ 午後１時１７分 休憩 ） 

（ 午後１時１８分 再開 ） 

○小野委員長 それじゃあ、再開します。 

本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 申しわけございません。２５年度なんですけれども、２月末時点で３８．

４％、ＣＩ－ＣＡでございますけれども、３８．４％でした。年度末、最終的に３９．

７％ということで、１．３ポイント、交付率が上がっておると。 

そういった中で、今現在見込んでおります最終ですけれども、ＩＣＯＣＡ、ＣＩ－Ｃ

Ａ、タクシー券合わせまして、５５．１％から、最終的に５７％程度の交付率、年度末

ですので、最終、取りに来られる方、確かにおられますので、その程度の交付率に最終

なってくるのかなというふうに考えているところでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そうしますと、選択肢広げていただいて、交付率は上がっているということ

はよくわかりました。予算に対して執行率がどうなるかっていうのは、また決算のとき

の話になるかなと思いますけども、予算金額が下がっていましたので、また交付率はよ

り上げていただけるようによろしくお願いしておきます。 

すみません、続きまして、同じく６３ページなんですけども、老人憩の家運営費のと

ころの賃金で、臨時職員さんの賃金が前年度から倍ほどになっているんですけども、こ

れはどういったことなんでしょうか。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 老人憩の家の賃金が上がっておるというところでございます。こちらに

関しましては、これまで、平成２６年度まで、憩の家の関係につきまして、町のシルバ

ー人材センターさんのほうと委託契約をさせていただいておった経緯がございます。委

託料いう形で、昨年度、２６年度で申しあげますと、おおむね４００万円程度の予算を

計上させていただいておったところでございます。 
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この関係につきましては、町シルバー人材センターさんと請負契約という形で従前か

ら契約をしておったんですけれども、奈良県下初めとする各地のシルバー人材センター

のほうで、労働局のほうから同様の業務、今回、憩の家のと同様の業務につきまして、

請負契約ではなくって派遣契約にすべきであるということで、労働局のほうから是正指

導という形で受けられたところでございます。その判断基準といたしましては、発注者

から仕事の段取り、あるいは進め方など業務に関する指示、あるいは就業時間等々、そ

ういうものがある場合には、請負ではなく派遣契約とすべきであるというところでござ

います。それを受けまして、シルバー人材センターのほうから、次年度以降、派遣契約

にしてほしいという申し出があったところでございます。 

ただ、派遣契約ということになりますと、シルバー人材センターさんのほうとその会

員の方との間で雇用契約が発生してくるということで、まず、これまでになかった最低

賃金を必ず遵守せないかんというところと、こちら、契約自体がですね、県のシルバー

人材センターとの、派遣になりますと県のシルバー人材センターと契約をしないかんと

いうことで、その手数料２０％がかかってくるいうことで、今申しあげました最低賃金

に手数料を２０％足しまして、おおむね９６０円程度、時間卖価に直しますと９６０円

程度となってくるところでございます。 

そういったことがございまして、町といたしましてその対応について、２７年度以降

どうするかという対応につきまして検討いたしまして、町の臨時職員でありましたら時

間に直しますと８３０円ということがありますので、費用の面から考えまして、直接時

間雇用の臨時職員を雇用するという形でさせていただいたところで、憩の家のほうの予

算の賃金が上がっておる。それで、そのかわりに、４００万円計上させていただいてお

ったシルバーさんからの業務委託のほうはなくなっておるというところでございます。 

ちなみに、従前の契約、派遣契約にいたしますと、９６０円程度、１時間当たりかか

りますので、おおむね５３０万円、予算規模としてなってまいります。直接雇用にいた

しますと、時間給に直して８３０円、時間給８３０円でございますので、４７３万５，

０００円と、ちょうど時間で、今回予算であげさせていただいております４７３万５，

０００円となりますので、差し引き５６万５，０００円、経費として抑えられるという

ところから、そういった形に見直しをさせていただいたところでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今、答弁をお聞きして、１つは、町のシルバーからもう県のシルバーのほう

の派遣っていうふうになると、になってしまって、どっちにしても町のシルバーさんに
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お願いする形ではなくなってしまうっていう感じになるんですね。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 派遣に切りかわりますと、その派遣業務に係ります登録のほうが県シル

バーになりますので、町と県シルバーさんとの契約になるというところは間違いないん

ですが、町のシルバーさんに確認いたしますと、町シルバーのほうはあくまで県シルバ

ーの支店扱いということになるということで、派遣自体は今現在の町シルバーさんの会

員様のほうが派遣される形になるということでの確認はとっているところでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そうしたら、契約が県のほうに変わるだけの話で、実態としては町のシルバ

ーさんから行っていただくということが、今度、町の臨時職員さんに、直接雇用になる

っていう点で、雇用契約云々の話はまたちょっと、予算委員会であまり議論するのもあ

れですから、別の機会にしたいと思うんですけども、町のシルバーさん自体は、これに

ついては了承はされているんですか。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 今回の見直しっていいますか、契約の見直しに関しましては、シルバー

人材センターさんのほうにもご相談させていただきまして、民間のほうでも、先ほど申

しあげた派遣の労働局からの是正指導ということもございまして、民間とも同じような

形で交渉する中、直接雇用に切りかわっていくというようなことも多々あるということ

で、シルバーさんのほうにはご理解をいただいているというふうに考えているところで

ございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。 

そうしましたら、次にですね、予算書の６４ページの医療対策費の扶助費のところの、

ひとり親家庭の医療助成費なんですけども、これ、金額は前年度と変わっていないんで

すけども、町の卖独事業費だけが若干金額下がっているんですけども、これはどういっ

た理由なんでしょうか。 

○小野委員長 山﨑国保医療課長。 

○山﨑国保医療課長 昨年度と比較しまして上がっておるということなんですが、一応、

計算上こういう数字になってまいっておりますので、ご理解をいただきたいと。 

（「町卖独は下がったるねん」と呼ぶ者あり） 

○小野委員長 暫時休憩します。 



 - 59 - 

（ 午後１時２７分 休憩 ） 

（ 午後１時２８分 再開 ） 

○小野委員長 再開します。 

山﨑国保医療課長。 

○山﨑国保医療課長 失礼しました。町卖独費が減っている理由でございますが、補助に

上がる該当者がふえている関係上、町卖独費が減ったということでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。 

そうしたら、続きまして、すみません、６８ページのところの、ふれあい交流センタ

ーいきいきの里のところの７の賃金のところですけども、これももともと施設用務業務

委託料っていうのが昨年度計上されていて、それが１０２万円だったんですけども、そ

れが消えて、ここの賃金のところが１００万円ほど上がっているので、これもどういう

ことなのかなと。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 ただいまご質問の件に関しましては、先ほど老人憩の家でご説明させて

いただいた内容と同じでございます。派遣にいたしますと、直接雇用いたしますより１

６万５，０００円、経費としてかかってまいりますので、憩の家と同様に直接雇用とい

う形で今回、予算のほう組ませていただいたところでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 それはわかりました、そうしたら。 

そうしたら、ほかの項目で同じようなことってあるんですかね。１個ずつまた聞くの

もあれなんで、もしほかにもあるようでしたら、今お尋ねしておきたいと思いますけど。

一応、この憩の家といきいきの里と、２つだけでいいんですか。 

○小野委員長 植村住民生活部長。 

○植村住民生活部長 住民生活部所管についてはこれだけです。あともう１つ、図書館の

図書の運搬に係る部分ですね、そこにつきましては同様に人材派遣という取り扱いにな

るというご指摘をいただいておるそうです。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 では、その３点があるということで理解しておきます。 

○小野委員長 ほかの委員さん、どうですか。 

宮﨑委員。 
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○宮﨑委員 ちょっとお聞きしたいんですけど、老人憩の家、介護施設、保育園とね、浄

化槽の保守点検委託料が皆。ページ数がね、皆違うんですよね。老人憩の家の運営費が

６３ページで、６９ページと、７５ページなんですけど、浄化槽の委託点検料が皆違う

んですよ、値段がかなり。これの理由と、あと、特殊建築物定期検査委託料ってあるん

ですけど、これ、多分設計事務所やと思うんですけど、委託されているのは、これ、何

年かに１回だと思うんですけど、毎年やっておられるのか。それと、これもちょっと値

段違うので、建物の大きさによって値段違うのかとは思うんですけど、あと、これの委

託は入札されているのか、それとも随契されているのか、ちょっとその辺だけお聞きし

たいんですけど。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 まず、浄化槽の関係でございます。こちらに関しましては、見積合わせ

という形でさせていただいておりますけども、浄化槽の規模等々によって変わってくる

ものと、このように認識をしております。 

それと、特殊建築物の関係に関しましてですけれども、こちらのほうは、例えば保育

所であれば２年に１回ということになっております。たつた、あわ、両園交互にさせて

いただいておりますので、予算としては毎年度上がっている状況かなというふうに考え

ております。 

それと、その契約の方法なんですけれども、当時設計された業者さんのほうと随意契

約という形で例年契約をして、点検をしていただいているところでございます。 

○小野委員長 ほかの委員さん。 

辻委員。 

○辻委員 ちょっと１点だけ。６９ページ、これ、いろいろ給食のところが出てきます。

６９ページ、原材料費で、加工用原材料費ってどんなものかちょっと、調味料か、その

辺ちょっと。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 今回あげさせていただいておりますいきいきの里の原材料費でございま

すけれども、こちらにつきましては、いきいきの里の敷地内にございますゲートボール

場、こちらのほうの維持管理用の砂の購入ということで、２トンダンプ１台分を予算と

して計上をさせていただいているところでございます。 

○小野委員長 ほかの委員さん。 

伴委員。 
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○伴委員 予算書の７３ページの１９節負担金補助及び交付金なんですが、その中の私立

保育所運営費補助金ですねんけど、たしかこれ、今度新しく私立の保育所が開園される

ということでの補助だと思うんですが、たしか前聞いたのでは、延長保育とか、何かこ

ういうもろもろのでこう金額が積み上がって補助になっていくと。この、ちょっと内訳

教えていただけませんやろか。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 今ご質問いただきました私立保育所運営費補助金の内訳でございます。

まず、町卖独補助といたしまして、３つ予算に計上させていただいております。 

まず１つ目が、給与改善費補助金ということで、そこに勤務される保育士さんの給与

改善ということで月額４，５００円の、一応今のところ１６名と、保育士の数１６名と

いうことで、８６万４，０００円を計上させていただいているところでございます。 

続きまして、２つ目が、同じく町卖独事業で、日本スポーツ振興センター加入費補助

金ということで、これ、１人当たり３７５円なんですけれども、定員の９０名分で３万

３，７５０円、こちらのほうを計上させていただいております。 

卖独の３つ目でございます。障害児保育事業費補助金ということで、障害児の子ども

さんお１人ということで、そこに配置する保育士の人件費への補助ということで、月額

５万円で６０万円を計上させていただいておるところでございます。 

その３つが町卖独事業でございます。 

続いて、県の補助、県あるいは国の補助の分といたしまして、一時預かり実施事業費

補助金といたしまして１４７万３，０００円を計上させていただいております。こちら

のほうは、年間延べ利用児童数で補助の基準額が決まっておりますので、今のところ３

００人未満ということで、１４７万３，０００円を計上させていただいております。 

最後、同じく補助の分でございますけれども、延長保育促進事業費補助金ということ

で、こちらのほうで９２１万５，０００円を計上させていただいております。合計いた

しまして、１，２１８万６，０００円ということになっております。 

補助金のほうが、歳入のほうで計上させていただいておりますけれども、７１２万５，

０００円、県の、あるいは国のほうから補助が入ってまいりますので、差し引きの町負

担分といたしましては５０６万１，０００円と、このようになっているところでござい

ます。 

○小野委員長 伴委員。 

○伴委員 これ、今、話聞くと、園児の数によってもこれ、金額が。今現在の申し込みの
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状況とかはわかるんでしょうかね。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 今現在の私立斑鳩黎明保育園の申し込み状況でございます。今現在５７

名、２月１６日現在でございます。５７名の入所決定を出しているところでございます。 

○小野委員長 伴委員。 

○伴委員 今、５７名と。これからまだ日がちょっとあるので、大体これ、定員になるよ

うな感じで見込まれていると考えてよろしいんですかな。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 おっしゃっていただいておりますように、これから随時、年間通して申

し込みもございます。また、他町村のお子さまの広域入所の相談もこちらのほうに来て

いる状況でございますので、保育所の運営状況等々勘案しながら入所決定を随時出して

いきたいなと、このように考えております。 

○小野委員長 小林委員。 

○小林委員 ７３ページのつどいの広場業務委託料についてなんですけれども、今年度、

繰越明許費で、出張つどいの広場開設事業ということで２３万４，０００円というのを

あげていただいていますけれども、これ、もうちょっと詳しく教えていただけませんか。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 ただいまご質問いただきました出張つどいの広場でございます。こちら

のほうに関しましては、今年度、補正予算によりまして２３万４，０００円を計上させ

ていただいております。 

これに関しましては、今現在生き生きプラザ斑鳩のほうでやっておりますつどいの広

場を地域に出てということで、町長のほうの公約にもございます。それで進めていると

いうところでございます。 

やり方、やり方と言いますか、事業の進め方でございますけれども、町が直接する方

法もあるんですけれども、官民協働のまちづくりという面もございますし、既存の幼稚

園を活用するというところで、子ども・子育て会議のほうでも、委員さまのほうから、

既存の幼稚園のほうでやったらどうかというご意見もいただく中で、今現在、法隆寺幼

稚園のほうと調整をしておりまして、法隆寺幼稚園のほうでさせていただく予定で、現

在調整しております。 

その開始時期、ただいま申しあげました平成２７年７月からということで、実施回数

につきましては、今現在は月２回実施、時間といたしましては１日４時間を考えておる
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ところでございます。 

○小野委員長 坂口委員。 

○坂口委員 すみません、予算書７３ページの幼児２人同乗用自転車購入助成金なんです

けども、これ、毎年同じ金額出されているんですけれども、どれぐらいの補助で、どれ

ぐらいの利用があって、これで足りているのかどうか、足らないのかどうか、その辺ち

ょっとお伺いしたいんですが。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 ご質問いただきました幼児２人同乗用自転車の購入費の助成金でござい

ます。この助成に関しましては、購入費用の２分の１、上限３万円という形で補助をさ

せていただいております。 

ちなみになんですけれども、平成２４年度が、実績として２９台で８１万９，８００

円、２５年度が、３８台ということで、流用で対応させていただいたんですけれども、

１０７万２，７００円と、このようになっております。 

ちなみに、今年度でございますけれども、１１月２１日現在で８２万３，６００円と

いうことで、もし予算を上回るようでございましたら、流用等によりまして対応してい

きたいなと、このように考えております。 

○小野委員長 ほか、ありますか。 

木澤委員。 

○木澤委員 そうしたら、すみません、予算書の７１ページのところですけども、旧老人

医療給付費ですね、これ、制度自体廃止になって、予算計上だけされているということ

ですけども、さかのぼって請求できる分の対応で項目を置いていただいているのかなと

思いますけど、これ、期限とかってありましたっけ。もうずっとこの状態で計上されて

いくことに。 

○小野委員長 山﨑国保医療課長。 

○山﨑国保医療課長 一応、情報としては平成２９年度までということでお聞きしており

ます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。そうしたら、２９年度までは請求があればこういう形で対応

するということですね。 

そうしたら、私も保育園のところでお尋ねしたいんですけれども、先ほど、黎明さん

の入園については５７名ということですが、もともと町立の保育所についてもかなり定
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員を超えて入所があって、そういう状況であったんですけども、黎明さんができて５７

名がそちらに入園を申し込まれて、あわとたつたのほうの状況についてはどんなふうに

なっているんでしょうか。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 ただいまのご質問の件なんですけれども、これも２月の１６日現在とい

うことでお答えをさせていただきます。 

まず、たつた保育園のほうが１１４名の入所予定としております。昨年の４月１日と

比較いたしましてマイナスの９名、９名の減と、このようになっております。 

続きまして、あわ保育園のほうなんですけれども、来年度、この４月以降が２２０名

ということで、こちらのほうは昨年の４月１日、２１１名でございましたので９人の増

と、このようになっておるところでございますが、この２７年の２月１日現在で、あわ

保育園のほう２２９名と、このようになっておりますので、今現状と比べますと９名、

４月１日は減となるというところでございます。 

町立保育園のほうは以上のような状況となっているところでございます。 

（「管外保育のこと言わな。管外どうやねんと。広域言わな」と

呼ぶ者あり） 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 申しわけございません。管外保育でございます。管外保育のほうが昨年

が、広域で１０８名の方に入所決定を出しております。同じく２月の１６日現在でござ

います。管外保育、広域入所のほうが６７名ということで、４１名のマイナスと、この

ようになっている状況でございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 町立のほうも若干昨年度と、今の現状に比べたらあきがあるって言うていい

のか、ちょっと混みぐあいがましになるのかなというところですね。数的に言うと、全

体ではふえていると。 

それと、広域については、１０８人行っていたのが６１人になったということですけ

ども、もともと王寺の黎明に行ってはった人で、斑鳩の黎明ができたっていうことでそ

ちらのほうにかわらはる方とかっていうのはいてはるんですかね。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 王寺の黎明保育園さんでございますけれども、この２月１日現在、５３

名の入所児童さんがおられます。２７年、この４月以降の入所決定４１名、王寺黎明さ
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んのほうに出させていただいておりますので、マイナス１２人と、このようになってい

るところでございますが、そのマイナスの１２人なんですけれども、今現在、５歳児の

子が１１名おられますので、その子が卒園されるというところからいたしますと、王寺

からこちらへではなくて、やはり今現在入っておられる方に関しましては継続的にその

王寺の黎明保育園さんをご利用されるということで今現在把握、確認をしているところ

でございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そうしたらもう１つ、町立に今まで行っていて、黎明ができたからっていっ

て黎明に移らはる方はいてますか。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 今現在ですけれども、４名の方が町立から斑鳩黎明のほうに移られると

いうことで確認をとっております。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 それ、理由とか、もしわかるようでしたらお尋ねしたいんですけども。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 町立保育所から斑鳩黎明ということでございますけれども、やはり土曜

日の保育時間、あるいは平日の延長保育、１０時までといったところがあるようで、町

立からそちらのほうへ移られるということで確認をとらせていただいております。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。もともとそういった要望があったので、町立で対応できてい

ない分がどうなるのかなと心配はしていましたけども、そういうふうに移らはって対応

ができるようであればね、よかったなと。負担は変わりません。 

続いて、いいですか。７６ページの、今度、学童のほうなんですけども、一般質問で

もふえているという状況が答弁されていましたけども、もともと子ども・子育て計画案

をつくるときにですね、アンケートされて、そのときにはそこまでの希望がなかって、

そのあと急にふえているということなんですけども、その要因とかっていうのはどんな

ふうに分析されていますかね。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 個々具体的にちょっと要因というのは、まだ確認もとれていない状況で

ございますので、ちょっと申しわけございませんが、よろしくお願いいたします。 

○小野委員長 木澤委員。 
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○木澤委員 今後やっぱり、なぜ急にふえたのかと。今まで希望されていなかった方がや

っぱり何かあって希望されるようになったかなと思いますので、今後やっぱり運営して

いく中では、その要因についてもつかんでいただいて、さらにふえた分についての対応

ですね、一般質問で町長も、２７年度で方針、検討して決定していくということをおっ

しゃっていただいていたと思いますので、当然定員はありますけども、やっぱり希望が

今後もふえてくるという状況もあると思いますので、動向なんかもしっかり見ながらで

すね、やっぱり充実をしてきちっと対応していくという方向でね、すぐにできるかどう

かはわかりませんけども、やっぱり計画を運用する中で対応していっていただきたいと

いうふうに思いますので、お願いをしておきたいと思います。 

○小野委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○小野委員長 ないようですので、これをもって、第３款民生費に対する質疑を終結いた

します。 

次に、第４款衛生費について、説明を求めます。 

植村住民生活部長。 

○植村住民生活部長 それでは、第４款衛生費につきまして、説明申しあげます。 

失礼させていただいて、座って説明をいたします。 

第４款衛生費につきましては、新年度は、１０億９，５６１万３千円の計上となって

おり、前年度と比較しまして、１億２，８６６万４千円、１３．３％の増となっており

ます。 

それでは、科目ごとに説明申しあげます。 

まず、７７ページから７９ページ、第１目保健衛生総務費についてでございます。新

年度は、１億５，０７５万円を計上しており、前年度と比較しまして、１、５６０万３

千円、１１．５％の増となっております。職員に係る人件費のほか、王寺周辺広域休日

応急診療施設組合交付金・分担金、また、西和衛生試験センター組合の分担金が主なも

のでございます。 

次に、７９ページから８０ページ、第２目感染症予防費でございます。新年度は、８，

４０６万２千円を計上しており、前年度と比較しまして、３３６万８千円、４．２％の

増となっております。子どもから高齢者まで、感染症の発生と蔓延及び罹患後の重症化

を予防するために、各種予防接種を実施してまいります。 

平成２６年１０月から定期接種となりました、生後１２か月から３６か月に至るまで
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の幼児を対象とした水痘予防接種、また、６５歳以上で５歳刻みの初回接種の高齢者を

対象としました高齢者肺炎球菌予防接種について、引き続き実施することといたしてお

ります。 

次に、８０ページから８１ページ、第３目母子衛生費でございます。新年度は、２，

９５５万５千円を計上しており、前年度と比較しまして、２０４万６千円、６．５％の

減となっております。親と子が健やかに暮らすことができるよう、第２期安心して産み

育てる「いかるがっ子」プラン斑鳩町母子保健計画に基づき、妊産婦から乳幼児まで切

れ目のない保健事業を進めてまいります。また、新年度では、臨床心理士による相談日

をふやすなど、相談体制の充実を図ってまいります。 

次に、８１ページから８２ページ、第４目健康増進事業費でございます。新年度は、

４，２０８万円を計上しております。前年度と比較いたしまして、３０８万６千円、７．

９％の増となっております。乳がん・子宮がん検診が２年に１回の検診となっており、

新年度は受診者が多い年となっていることから増となったのが主な要因であります。 

住民の皆さまが健やかで心豊かに生活できる活力あるまちづくりを目指しまして、第

２期斑鳩町健康増進計画に基づきまして、各種がん検診や健康教育などを実施し、生活

習慣病の発症や重症化予防などに取り組んでまいります。 

次に、８２ページ、第５目狂犬病予防費でございます。新年度は、３４万１千円を計

上しており、前年度と比較しまして、３万３千円、８．８％の減となっております。狂

犬病予防法に定められております狂犬病予防注射につきまして、新年度におきましても

奈良県獣医師会と連携をしながら、町内５か所の会場で狂犬病予防集合注射の実施を計

画しているところでございます。 

次に、８２ページから８３ページ、第６目火葬場費でございます。新年度は、２，６

１８万６千円を計上しております。前年度と比較しまして、１２６万７千円、５．１％

の増となっております。引き続き良好な稼動、運営を心がけてまいりますとともに、周

辺地域の環境の整備に努めてまいります。 

次に、８３ページから８４ページ、第７目環境対策費でございます。新年度は、３０

１万８千円を計上しており、前年度と比較して、２９９万９千円、４９．８％の減でご

ざいます。予算減額の主な要因は、住宅用太陽光発電システム設置費補助金につきまし

て、国・県の補助制度が平成２５年度申請受付分をもって補助事業を廃止されたことに

伴い、町の補助事業も廃止したことによるものでございます。 

現在、１６の事業所・団体及び町民により組織されています斑鳩町地球温暖化対策地
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域協議会が取り組む温室効果ガスの排出抑制に向けた活動に対し、引き続き支援するこ

とといたしまして、補助金として５０万円を計上しているところでございます。 

また、地域の環境保全活動のリーダーとなる環境保全推進委員につきまして、新年度

におきまして、新たに第１０期環境保全推進委員を委嘱し、円滑な活動を支援するため、

活動助成金として３４万５千円を計上しているところでございます。 

次に、８４ページの第２項清掃費、第１目清掃総務費でございます。新年度は、１，

５８２万５千円を計上しており、前年度と比較しまして、１２０万１千円、７．１％の

減でございます。たい肥用の袋につきまして、平成２６年度に購入し、その在庫がある

ことから新年度でこれを購入しないことが減額の主な要因でございます。 

新年度におきましても、住民や観光客、ドライバーに対し、ポイ捨て禁止を呼びかけ

るポイ捨て禁止啓発キャンペーンの実施、また、美化活動を通じ、地域のつながりを初

め、美化意識の向上を図ることを目的としたいかるがの里クリーンキャンペーンや自治

会内美化キャンペーンを実施することとしていたしております。 

次に、８４ページから８８ページ、第２目塵芥処理費でございます。新年度は、６億

９５３万３千円を計上しており、前年度と比較して、９，７４０万５千円、１９．０％

の増でございます。平成２６年度から２８年度までの３か年継続事業で実施いたしてお

ります衛生処理場焼却棟解体撤去工事が２年目を迎えることが増額の主な要因で、新年

度では、工事請負費といたしまして、８７ページでございますが、１億６，０７０万４

千円を、工事施工監理業務委託料といたしまして３７２万６千円をそれぞれ計上してい

るところでございます。工事が順調に進捗をいたしますと、平成２７年中には、ごみ焼

却施設の象徴でもございました煙突が解体されることとなっておりまして、平成２８年

夏頃には、焼却棟の全てが解体される見込みとなっているところでございます。 

平成２４年度の可燃ごみの民間委託によりまして、町が直接処理するごみ・資源物は

なく、全てが委託処理となり、ごみ、資源物の排出量の増減がそのまま処理費用の増減

に直結することから、ごみ減量化・資源化へのさらなる取り組みが不可欠となっており

ます。このことから、現在、可燃ごみの約半数を占めている生ごみを中心に、分別や減

量化の促進に取り組むこととしていたおります。 

まず、生ごみ分別収集モデル事業を、現行の４，４００世帯から６，０００世帯に拡

充を図ることとしていたしております。 

また、生ごみの自家処理を推進するため、生ごみ処理機や生ごみ処理容器の購入に対

する奨励金１０２万円を計上するとともに、生ごみ処理機や処理容器よりも、費用的に
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も作業的にも手軽なダンボール型コンポストや木箱型コンポストが実用化されてきてい

ることから、それらの体験講座あるいはモニター事業などを実施し、生ごみの自家処理

の推進も図ってまいりたいと考えております。 

また、ごみ分別方法やごみ収集日、ごみ減量方法など、若い世代の方々を中心とした

新たな情報提供の手段として、スマートフォンアプリを活用した情報を発信することと

し、その導入業務委託料といたしまして、８７ページでございますが、２１万６千円、

システムの使用料として１６万２千円を計上しているところでございます。 

なお、最終処分場・ごみ積替え施設内にございます排水設備等の設置工事費として４

００万円を計上するなど、施設、作業環境の充実にも努めてまいりたいと考えておりま

す。 

次に、８８ページから８９ページ、第３目し尿処理費でございます。新年度は、１億

３，４２６万３千円を計上しております。前年度と比較して、１，４２１万４千円、１

１．８％の増でございます。鳩水園の耐震化に向けまして耐震補強設計の実施と、補修

整備箇所の増加が主な増額の要因でございます。鳩水園の耐震診断の結果、倒壊等の危

険性が高いと判定されたことを受けまして、新たに耐震補強設計業務委託料として、８

９ページでございますが、７０２万円を計上しているところでございます。 

以上、第４款衛生費の説明とさせていただきます｡何とぞよろしくご審議を賜ります

ようお願い申しあげます。 

○小野委員長 説明が終わりましたので、第４款衛生費について、質疑をお受けいたしま

す。 

辻委員。 

○辻委員 まず初めに、７９ページの委託料で、高齢者インフルエンザの予防接種ってあ

りますけども、他町村全部、負担はされて、斑鳩だけもう無料ということで、先ほどの

民生費でしている高齢者の優待券ということでありますけども、年々、高齢者も若干下

がっていますけど、年々やっぱりこれ、負担がふえてきています。これ、今後無料にす

るのか、一部負担にするのかということもありますけども、６５歳から無料ということ

もありますけど、これから高齢者がふえる中で、財政がますます厳しくなってくる中で、

今後やっぱりこれを、高齢者の施策は、後退っていうんじゃなしに、やはり、今後やっ

ぱりある程度検討していくべきではないかというふうに考えています。 

尐子化対策については、やっぱりこれは子どもさん減るねんから、あまり、同じにな

ってきたら予算は下がってきますけども、高齢者、どんどんふえてきていますので、こ
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れらをやっぱり今後、何年かにかけて、やはり見直すべきやということで私は思ってい

ます。これは答弁は結構ですけども。これは、今後やっぱり今後課題ということで、そ

ういうことでやっぱり検討してほしいということを考えています。それはもう一応要望

ということで。 

次に、８８ページの最終処分場の周辺対策費の事業内容を、多分白石畑に対する補償

と言いますか、迷惑料って言いますか、そういう類いやと思いますけども、今現在、中

継もあそこでされていますし、いろいろな大きい車が今どんどん通るということで、か

なり危険、迷惑っていうことで、そういうことを地元要望されていると思いますけども、

この事業内容について、できましたら説明お願いしたいと思います。 

○小野委員長 栗本環境対策課長。 

○栗本環境対策課長 最終処分場の周辺対策整備補償金でございますけども、これにつき

ましては、白石畑自治会とは、昭和５９年に最終処分場の破砕処理施設を建設する際に

ご同意をいただいておりまして、その補償要望をいただいております。白石畑自治会か

らは、各家庭に浄化槽を設置してほしいという要望を現在いただいておりまして、２７

年度ではまず、白石畑の村内の各家庭に浄化槽が設置できるのか、また、宅内配管は個

人負担になるわけですけども、その費用もできるだけ詳細に知りたいというご要望をい

ただいておりますので、その調査をさせていただくということと、村内の農道の補修や

舗装の整備工事の補償金ということで予算計上させていただいているものであります。 

○小野委員長 暫時休憩します。 

（ 午後２時０４分 休憩 ） 

（ 午後２時０４分 再開 ） 

○小野委員長 再開します。 

栗本環境対策課長。 

○栗本環境対策課長 申しわけございません。自治会内の地域内の農道の補修整備という

ことでございます。以上です。 

○小野委員長 辻委員。 

○辻委員 白石畑、合併浄化槽、費用対効果もありますけども、ああいう農業の施設で、

同じ、平群なんかであるように、そういう設備を持ってくるっていうのと、各戸に浄化

槽入れるのと、費用対効果もあるさかいに、その辺も十分見きわめてもらうのと、それ

と、今後やっぱり検討もお願いしたいのは、浄化槽、もう既に何軒か、浄化槽も設置さ

れている家庭もあるということで聞いています。その辺との整合性もやっぱりこれから
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十分やっぱり検討してもうて、新たにされる方は町が準備する、以前の方はもう全部、

補助ももうておられますけどね、されていますので、何ぼかは負担もされていますので、

その辺とのやっぱりこう、いろいろな話し合いで納得してもうたらええけど、いろいろ

な、十分やっぱりその辺の、不公平のならないような格好でまた調整を、これは下水の

担当もありますけども、それも調整しながらまたお願いしたいと。以上です。 

○小野委員長 ほかにございませんか。 

木澤委員。 

○木澤委員 そうしましたら、７９ページ、今、辻委員からも質疑あったんですけども、

高齢者インフルエンザ予防接種委託料、辻委員から一部負担の要望あったんですけどね、

実際に負担ふやして、例えばこれ、接種率が下がってしまったりして、高齢者の方、イ

ンフルエンザにかかって、さらに高齢者の方、肺炎になるっていう、そういう、何て言

うんですかね、重症化をしてしまうっていうようなことを考えると、やっぱりきちっと

受けていただいて、重症化を防ぐと。治療費等の面からすると、私はやっぱり多くの方

に受けていただくのが効果があるんじゃないかなというふうには思うんですけども、担

当のほうでは、その辺のところはどんなふうにお考えですか。 

○小野委員長 西梶健康対策課長。 

○西梶健康対策課長 今、高齢者インフルエンザの予防接種は、大体５７％の方が受けて

おられます。インフルエンザにかかって重症化をすると、今おっしゃったような病院に

かかったりとかいうこともあります。だから、できるだけ多くの方に前もって予防接種

を受けていただくというのは、疾病予防というので非常に大事だと思っております。 

ただ、一部負担に関しましては、実際受けていただく方の接種率云々はまだちょっと、

どういう形で出てくるかわかりませんので、それにつきましては今後の検討課題だとい

うふうに思っております。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今すぐにはわからないでしょうけど、また、よそ、一部負担導入されている

ところの接種率はどうなっているかとか、その辺の研究もしていただきたいなと。私は

やっぱりより多くの方に受けていただく、今の無料のままでですね、多くの方に受けて

いただくのがいいのかなと。 

私も去年インフルエンザになりましたけども、今、この年でもかなりしんどかったん

ですね。高齢者の方、体力的にも非常に心配されますので、ほかにも蔓延していく、町

内に広がっていくということを考えますと、やっぱり未然に防ぐという考え方でもって



 - 72 - 

ね、臨んでほしいなと、私は思います。 

○小野委員長 ちょっと休憩するわ。 

（ 午後２時０９分 休憩 ） 

（ 午後２時１３分 再開 ） 

○小野委員長 それでは、再開いたします。 

木澤委員。 

○木澤委員 すみません、８１ページですね。ここの項目、妊婦一般健康診査委託料につ

いても、若干昨年度から金額減っているんですけども、これ、町独自で１５回を継続し

ていただいている状況の中で、件数的にはどんな状況になっているんでしょうかね。 

○小野委員長 西梶健康対策課長。 

○西梶健康対策課長 昨年度、妊婦一般健康診査は２，０２６万円、ことしは１，９７７

万３，０００円と若干減っております。これは、妊婦さんの件数等が若干減ってきてお

りますので、そこら辺で実績を勘案して今回の予算をしております。 

今おっしゃっていただいたように、１４回プラス１回を町卖独でしているということ

で、ここにあげさせていただいている委託料につきましては１４回分の分で、町の分に

つきまして、１回分につきましては、その下の負担金及び交付金の町卖独妊婦一般健康

診査助成金として１０万円をあげさせていただいているのが１５回目ということでござ

います。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 実績が減ってきているということで、周知のほうは徹底していただいている

と思いますので、この制度を知らないっていう方、まずいないとは思うんですけども、

そんな中でですね、基本的には出産するのに、多分全額の補助ができるぐらいの金額出

していただいていると思うんですけども、それでも何かお金かかったよっていう人が

時々お聞きするんです。そういったケースっていうのはね、どういうことが想定される

のかなというふうに思うんですけども。補助している金額以上に出産に費用がかかると、

そんな話、もし聞いていたらでいいんですけども。 

○小野委員長 西梶健康対策課長。 

○西梶健康対策課長 通常はこの回数で行っていただけると思っているんですけども、例

えば、出産間近になって体調がすぐれないということであれば、予定の検診の日よりも

早く行かれて回数がふえるといったことも考えられます。そういった理由ではないかと

いうふうに考えております。 
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○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 余分にお金がかかってしまうことで受診を控えてしまうようなことがもしあ

るようでしたら、そこのところの状況もつかんだ上で、対応については検討していただ

きたいなと。たまに、お金がようさんかかったというふうに聞くんです。またちょっと、

私のほうも調べますけども、担当課におかれましても、そういう状況についてまたぜひ

調査をしていただきたいなと思いますので、お願いをしておきます。 

それとですね、これ、国の交付金で補正対応していただいている分ですけども、不

妊・不育治療について、金額ふやして対応していただいていますけども、状況としては

どんなふうになっているでしょうかね。毎年、もともと予算化していただいてから、そ

れ以降も予算金額ふやして対応していただいていまして、非常に制度的に効果が出てき

ているのかなというふうに思っているんですけども、いかがでしょうか。 

○小野委員長 西梶健康対策課長。 

○西梶健康対策課長 この制度を始めさせていただいた平成２４年度は２５人の方が申請

をされました。そのうち約２０％の方が妊娠・出産をされたと。２５年度におきまして

は３４人の方が申請をしていただきまして、そのうちの約３５％の方が妊娠・出産をさ

れたということで、徐々に効果があらわれてきているのではないかというふうに考えて

おります。 

この実績をもとに、今回、予算補正のほうをさせていただいたんですけども、５万円

から７万円ということで、当初は約１０万程度の支出があるだろうと見込んで、それの

２分の１で５万円を予算組みさせていただきましたけども、もう出していただいている

領収書等を確認しましたら、約１４万程度の支払いをされておられますので、その２分

の１ということで７万円に増額をさせていただいて、予算化をさせていただいたところ

でございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今年度、そうしたら見込みとしては、何件の方になるんですかね。 

○小野委員長 西梶健康対策課長。 

○西梶健康対策課長 ２６年度につきましては、一般不妊治療で１２５万円、不育治療で

１０万円を組んでおりますけども、申請につきましては１年に１回限りの申請というこ

とになっておりまして、今、順次、その５万円を超えた分の申請が徐々にふえてきてい

るところでございまして、多分、予算であげさせていただいている２５人分ですね、ぐ

らいになるのではないかというふうに思っています。 
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ただ、不育治療につきましては、やはり件数が尐ないので、今、１人分、１０万円組

んでいますけども、今のところちょっと不育は１０万を１件あるかないかというふうに

考えているところであります。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 以前は項目分けて、それぞれで予算化していただいていましたけど、もう一

本化して、それぞれ件数によってお互い流用し合うという運用については、もう今後も

その方針でいっていただくということですね。お願いします。 

そうしたら、すみません、続きまして、先ほどがん検診のことも説明の中で触れてい

ただいていたんですけども、今後、健康増進計画をされる中で、その中でも位置づけら

れていくのかなというふうに思いますけども、乳がん検診、子宮がん検診については、

２年に１回やとかいうこともあって金額が変わっているのかなということもあるんです

けども、大腸がん検診、胃がん検診について、昨年度の予算よりも尐し金額減ってきて

いるので、その辺はどういう状況なのかなというふうに思うんですけども。 

○小野委員長 西梶健康対策課長。 

○西梶健康対策課長 大腸がん、胃がん検診につきましても、一応実績を見込みまして、

大腸がん検診につきましては１３．２％、胃がん検診につきましては１０．２％の受診

率で予算を組まさせていただいているところでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 実績をもとにっていうことだと、下がってきているということですね。 

これもテレビで見たんですけども、いろいろ啓発の仕方によって受診率、非常に上が

っているよと。おもしろい取り組みをいろいろされていて、トイレットペーパーに大腸

がん検診の広告みたいなのがばあっと印刷されていて、それをトイレでゆっくり見なが

ら、ああ、がん検診行かなということで意識持っていただくとか、あと、タレントの方

をポスターにして、電話かけたらそのタレントの方が声で応えてくれると、そういうこ

とで、ものすごく受診率上がっているという話も聞きますので、またいろいろな形でや

っぱり、がん検診についてはとにかく早期発見が第一だと思いますので、いろいろ研究

もしていただいて、また受診率向上を図っていただきたいなと思うんですけど。 

○小野委員長 西梶健康対策課長。 

○西梶健康対策課長 いろいろな取り組みの紹介、どうもありがとうございます。そうい

ったこともできるかできないかというのは検討したいと思います。ただ、斑鳩町の２７

年度の大腸がん検診の啓発につきましては、４０歳から５歳刻みの方に無料のクーポン
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券を送付させていただいて、同時に、４０歳になられる方に健康手帳も送付して、いろ

いろな検診の啓発を行っていくというふうに予算組みをしております。これは２６年度

も同様にしてまいりました。 

それと、各種がん検診の啓発といたしまして、保健センターサポーターさんというボ

ランティアの団体を養成をさせていただいて、その方と一緒に街頭に出て啓発をしたり、

また、がん検診の受け付けをしていただいたときに、来られた方のがん検診の啓発をし

ていただいたりという形で、住民の方と協働してそういったものに取り組んでいるとい

う状況でございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そうしましたら、次にですね、８３ページのところで、火葬場周辺対策整備

補償金、あげていただいていますけども、前年度より金額上がっていますけど、今年度

についてはどんな内容になっているのでしょうか。 

○小野委員長 栗本環境対策課長。 

○栗本環境対策課長 火葬場の周辺対策補償につきましては、東里自治会と三五自治会に、

自治会に対して実施をしております。まず、東里自治会につきましては、自治会内の農

業用水路の改修工事が実施されます。その地元負担分の補償金。三五自治会につきまし

ては、地域内の農業水路の改修工事、その地元負担分、あるいは地域内の里道の整備工

事、それの地元負担分、さらに、三五神社の雑木の伐採を要望されておりまして、その

地元施工分として予算計上をしているところであります。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 特に金額の限度額っていうのはつくっていないんですけども、予算の範囲内

でということで対応していっていただいていて、いろいろ、これまでにも申しあげてき

ましたけども、それらの交渉について、ぜひ進めていっていただきたいなと。議会のほ

うからも一定の基準について、またいろいろ調べもって提案させていただきたいと思っ

ていますというところまで行っていて、そこから先に進んでいませんので、これについ

ては私自身また研究をしていきたいと思っていますし、町のほうにおかれましても、担

当におかれてはずっと苦労しながらいろいろ交渉もしていっていただいていますけども、

さらなる努力をお願いしておきたいと思います。 

そうしたら、次にですね、８３ページの飼い猫の不妊手術の費用助成ですね。昨年度

から、金額で言うと２万円ですけどね、尐なくなっているんですけども、これは内容的

には件数をどう見込んでいるんでしょうか。 
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○小野委員長 栗本環境対策課長。 

○栗本環境対策課長 飼い猫の不妊手術の補助金の申請状況につきましては、平成２４年

度が４５件、平成２５年度が２９件、そして２６年度、今年度については２月末現在で

３２件となっておりまして、昨年度、平成２６年度予算では、ここ数年で最も多かった

４５件の補助金の予算計上しておりましたけども、今年度につきましても２月末で３２

件、見込み数でも３５件ということになっておりますので、ここ数年を平均いたします

と年間３７件ということで、平成２７年度については前年度より５件分減額した４０件

分を予算計上させていただいたところであります。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 この項目につきましては、以前にですね、一般質問やったと思いますけども、

これ、１人１匹っていう限定があると思うんですけども、それについて、件数が下がっ

てきているのであれば、１人１匹じゃなくて２匹にするというような形で対応していけ

ないかなということで要望させていただいてきたんですけども、そこの検討については、

今、どんな状況でしょうかね。 

○小野委員長 栗本環境対策課長。 

○栗本環境対策課長 今のところ、要綱では１世帯１件ということで、特段住民の方から

も、今のところ２件にしてほしいというような要望はいただいていないところでありま

す。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 直接行かれていないという状況ですけども、私は聞きましたのでね。それで、

それをもとに要望させていただいているんですけども、たしか以前もね、小さいお子さ

んのおむつの回収袋の関係で、町のほうは把握されていないけども、やっぱりお母さん

から要望があるということで、ここでも何人かの委員の方から声があったと思うんです。

直接やっぱり、なかなか町に要望を出しにいくっていう、住民さん、当然それは、言う

人は言いますけども、言いづらいとか、そこまでっていうふうに思ってはらへん人もい

るかと思うんですけども、それをやっぱりしっかり聞いて届けるのが我々議員の仕事だ

と思っていますし、そういう声があるということで町は認識していただきたいなと思う

んです。 

予算に絡むことですのでね、今後、できるかできないかということも含めてですね、

ぜひ検討していただきたいなというふうに思いますので、それについてはいかがでしょ

うか。 
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○小野委員長 栗本環境対策課長。 

○栗本環境対策課長 当町には、野良猫の危害で悩んでおられるという報告もいただいて

おりますので、それも総合的に含めて検討していきたいと思います。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 よろしくお願いしておきます。 

そうしたら、すみません、予算書の８７ページなんですけども、これ、新年度で新た

に導入していただくアプリですね、これの内容について、特に若い方にっていうことで

おっしゃっていただいていましたけども、どんな内容になるのか、お尋ねしておきたい

と思います。 

○小野委員長 栗本環境対策課長。 

○栗本環境対策課長 このスマートフォンアプリにつきましては、現在の町の分別状況で

すけども、町が行うステーション収集、あるいは地域での集団回収、拠点回収、モデル

回収を含めまして、今現在、２１種類２０分別になっております。それぞれの出し方に

つきましては、斑鳩町のごみの分け方・出し方という冊子を各世帯に配布をして周知徹

底を図っているところでありますけども、現在、若い世代を中心に、情報の入手方法っ

ていうのはインターネットが主流になってきておりますので、このことから、当町にお

きましても、ごみの収集日の確認やごみの出し忘れ防止、あるいはごみの出し方を検索

できる辞典機能などを備えたアプリケーションソフトを提供することによって、さらに

ごみの分別、ごみ減量に対する意識の向上を図っていきたいというふうに考えていると

ころです。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今、特に観光面とか、災害時の避難経路とか、そういうのも含めてアプリを

つくっていただいていますけど、またそれと連動するような形になるんでしょうか。 

○小野委員長 栗本環境対策課長。 

○栗本環境対策課長 現在、ソフトウェアの開発業者が何社かこのシステムを構築されて

います。その既存のシステムを使うということですので、その辺、連動できるかどうか、

今後また調べさせていただきたいと思います。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 とてつもなく費用がかかったりするようでしたらまたあれですけども、せっ

かくつくって、もっとみんなにダウンロードしてほしいと思っているようなアプリが既

にありますので、日常生活にも絡んでやっぱりそういうところにもアクセスしていくよ
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うになるとより多くの情報がとれると思いますので、また連携のほうも研究していただ

きたいと思います。 

そうしたら、すみません、続いて８９ページなんですけども、浄化槽の設置補助金と

いうことで、先ほども白石畑については今後検討されていくということで報告があった

んですけども、今、下水道整備を進めている中で、新たに浄化槽を設置されるご家庭っ

ていうのがどれぐらいあって、この補助金というのが、この金額で何件対応していて、

いつぐらいまで続いていくのかなっていうふうに思っているんですけども、それについ

てはいかがでしょうか。 

○小野委員長 栗本環境対策課長。 

○栗本環境対策課長 浄化槽の設置の届けにつきましては県の業務になっておりまして、

直接町のほうは件数については把握をしておりません。ただ、この予算計上しておりま

す浄化槽設置整備事業の補助金につきましては、市町村が浄化槽整備事業として補助金

を交付する場合、その市町村に対して国から交付金がおりまして、またさらに都道府県

からも補助金が交付される浄化槽整備事業という国の、環境省、旧の厚生省ですけども、

昭和６２年からこの事業を実施されておりまして、当町におきましても平成２年度から

この事業を実施をしております。 

補助金の交付の対象は、公共下水道の認可区域外において浄化槽を設置される場合で、

当町では、５人槽で７基、７人槽で１３基、合計２０基分の予算計上をしているところ

であります。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 直接、国、県のほうから来ているものを町を通して渡しているだけだという

ような感じで受けとめたんで。そういうわけではないんですか。 

○小野委員長 栗本環境対策課長。 

○栗本環境対策課長 補助金は、国が３分の１、県が３分の１、町が３分の１ということ

になっております。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 件数は、県に申請なので、町は把握されていないっていうふうにおっしゃい

ましたけども。 

○小野委員長 栗本環境対策課長。 

○栗本環境対策課長 この補助金を交付される件数につきましては、当然町のほうに申請

がありますのでわかりますが、この認可区域外で浄化槽を設置される場合については、
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その許認可っていうのは県の権限ですので、町は経由しないと。直接県のほうに申請さ

れるということになりますので、町のほうはその辺の件数が把握はしておりません。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 下水道整備をしているんで、まだ整備されてない区域がどれぐらいあって、

何戸っていうのは把握はされていると思いますけども、そやからいうて、これからどれ

ぐらい浄化槽が申請が上がってくるかとか、その辺の見込みも、そうしたら町のほうで

はつかめないと。県のほうに申請が上がった分に対して対応していくっていう形になる

っていうことですね。 

○小野委員長 栗本環境対策課長。 

○栗本環境対策課長 私の説明が悪いです。この補助金を活用される場合については、公

共下水道の認可区域外、長いことまだ下水道がいかない地域の方が設置をされる場合、

補助金の活用がありますので、その補助金を申請するのには、町に、補助金の申請はさ

れます。浄化槽の設置については県にされますので、例えば補助金を受けずに浄化槽を

設置しようと思われる方については町のほうに申請が来ないということになりますので、

その辺の件数が把握できないというところです。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 状況はわかりましたけども、そうすると、将来的な見込みとか、この補助金

の制度としてどれぐらい続くとかいう見通しなんかっていうのについては、どう理解し

ておいたらいいんでしょうかね。 

○小野委員長 池田副町長。 

○池田副町長 まず、事業認可区域外が斑鳩町からなくなった時点で、この補助金は当然

なくなってきます。そうした中で、事業認可区域外が斑鳩町でゼロになる時点というの

はいつごろかと言いますと、下水のほうの財政推計でも、おおむね平成４４年をめどに

整備を完了するとなってきています。 

ただ、その時点でもやっぱり残るところはどうしてもございます。どうしても区域か

ら離れたところは残ってきますので、これは残ってきますので、やはりそれらが、さっ

き言うたその４４年がめどになってこようかと考えておりますけども、それ以前に、工

事する場合は、それ以前に事業認可区域内になる可能性もありますので、それを目安と

考えていただいたら結構だと思います。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 下水のほうで把握していることなんで、ちょっと担当のほうにお聞きしたの
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が悪かったのかと思いますけど、わかりました、そういうことですので、理解しておき

ます。 

○小野委員長 ほか。 

辻委員。 

○辻委員 先ほどのね、同僚委員の火葬場の補償対策の中で、三五神社の伐採ということ

で補償されていますけども、悪いとは言いませんけども、それまでに昨年度、斑鳩神社

も何か伐採して、かなり地元が負担かけていますので。あそこは直接、前に来る、そう

いうことも今後やっぱり考慮してもらわんとというか、三五神社は補償やと。斑鳩神社

はこれ、東里。あそこの前に、火葬場の前にありますので、その辺の伐採は自治会でし

て、多分東里の方も、亓丁の人も払ておられますし、それで、三五は三五で町が補償し

たるねんということだったら、何だか不公平な感じもします。時期的にちょっとこう、

伐採は去年されていますので、その辺、時期的にも悪い。これ、もし聞かれたら、地元

に聞いたら何でやということになりますので、その辺の今後の対応とかやっぱり十分考

えながら補償も考えてもらわんことには。今、聞いた話で伐採いうて聞いているねんけ

ど、その辺、工法はわかりませんけども。 

あと、水路とかそんなんはね、やっぱりみんなが、よその人もどこかつかわはればそ

れでええけど、その辺の対応も今後十分やっぱり、補償のときにね、その辺の対応も考

えながら補償も考えてほしいということで。今さらあきまへんとも言われへんけど。そ

の辺も十分やっぱり、地域のこともしながら補償も考えてほしいということです。一応

言うだけ言うときますわ。 

○小野委員長 小城町長。 

○小城町長 辻委員がおっしゃっていただくように、三五がやったというより、三五がも

う出てしもうてね、神社が出て、やっぱり皆さん方、通行するのにかなわんというとこ

ろで、我々できへんということで。斑鳩神社は皆さん方、納めている方ばっかりですか

ら、それで円満にやっていただきますから、そこらのところはやっぱり考えて。 

確かにおっしゃるように、それは何もかもということになってきたらね、それは大変

なことですけど、やっぱり三五からご要望上がって、我々とても手つけられへんからや

ってくれとおっしゃるものですから、通行に妨げるとかいろいろな関係ありますから、

その辺もちょっと考慮していかないかんと思いますけども、その辺でよろしくお願いし

ます。 

○小野委員長 よろしいですか。 



 - 81 - 

ほかの委員さん。 

伴委員。 

○伴委員 予算書の８０ページの１３節の委託料の中の一番上の乳児健診委託料、これ、

昨年度からちょっとこう、数字が落ちているんですが、これはなぜ。ちょっとこれ、乳

児健診いうたら大事なこっちゃ思いまんねんけど、ちょっとそのあたり、教えてくださ

い。 

○小野委員長 西梶健康対策課長。 

○西梶健康対策課長 ここの委託料であげさせていただいている分は、乳児健診につきま

しては、３、４か月、９、１０か月健診が乳児健診と呼んでおります。その中で、町内

の医療機関で受けていただいた分が、この委託料で町に請求をいただくと。それであと、

町外に受けにいかれた方につきましては、次の８１ページの負担金補助及び交付金の町

外乳児健康診査助成金っていうことで１００万円をあげさせていただいております。こ

の２つを足したのが、いわゆる乳児健診の健診費用ということになります。 

ことしは、この委託料で１２５万、そして負担金補助のほうで１００万、昨年度は、

委託料で１６０万円、それと助成金のほうが６７万５，０００円ということで、これを

足しますと、平成２６年度は２２５万円、２７年度は２２７万５，０００円ということ

で、ほぼ同様の金額となっております。 

○小野委員長 伴委員。 

○伴委員 両方足せば同じような形でやっていただいているということがわかりました。 

続きまして、８２ページの１３節備品購入費、これは何を買うていただくわけですか

な。 

○小野委員長 西梶健康対策課長。 

○西梶健康対策課長 ここでは肺年齢測定器の購入を予定しております。肺年齢の測定を

行いまして、肺機能が低下して呼吸困難を招くＣＯＰＤ、いわゆる慢性閉塞性肺疾患と

呼んでおりますけども、など、呼吸器疾患の早期発見や、自分自身の肺の状況を客観的

に知っていただくことによりまして、いわゆる禁煙を行うきっかけづくりとか、そうい

ったものに役立てていきたいと思います。 

この機械につきましては、保健師がこの機械を操作して、出てきたデータで保健指導

を行うという形になりますので、イベントとかそういった健康教室、そういったところ

でできるだけこう利用をしていきたいというふうに考えております。 

○小野委員長 伴委員。 
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○伴委員 それなら、随時、行けばできるのでなく、そういうイベントのときに測定して

もらえると、こういうことですね。わかりました。 

続きまして、８７ページの使用料及び賃借料の上から４つ目のこの施設使用料、これ、

ちょっと前なかったと思って、これ、７，０００円っていう金額って、これ、何の使用

料なんですかね。 

○小野委員長 栗本環境対策課長。 

○栗本環境対策課長 毎年、自分たちが出したごみが最終どのように処理をされているの

かという、ごみのゆくえ探検ツアーというのを実施をしております。来年度、平成２７

年度につきましては、ビン類のリサイクル工場の見学に行く予定に、滋賀県のほうに行

く予定にしておりますけども、付近にドライブインあるいはレストラン等がございませ

んので、お弁当を持ってきていただいて、その食べる場所に、公民館みたいな施設があ

りますので、それをお借りする、それの会場使用料でございます。 

○小野委員長 伴委員。 

○伴委員 何の７，０００円かよくわかりました。 

このページの一番下の１９節のこの資源物集団回収事業奨励金、その下の家庭生ごみ

減量化の促進に関する奨励金、この奨励金いうのは、これはどんな形でこの奨励金が出

てるっていいますか、相手と、そのあたり、これ、ちょっと教えてください。 

○小野委員長 栗本環境対策課長。 

○栗本環境対策課長 まず、資源物集団回収事業の奨励金ですけども、地域のほうで、新

聞紙、段ボール等の古紙類を回収をしていただいて、古紙の回収業者さんに売却をされ

ていると思うんですけども、その活動に対して、回収された量１キログラムに対して５

円の奨励金を交付をしております。それの奨励金ということと、あと、生ごみ減量化促

進に関する奨励金、これにつきましては、生ごみ処理機、生ごみ処理容器等を購入され

た方に、購入金額の３分の２、限度額が、生ごみ処理機で４万円を限度として支払って

いる、その奨励金でございます。 

○小野委員長 伴委員。 

○伴委員 それなら、上のほうのこの資源物集団回収の場合なんか、紙であれば、時代に

よって値段なんかはこう、変わってくると。それでもこれ、安定して同じ金額でやって

おられるわけですか。それとも、その情勢によって変えておられる、ちょっと教えてく

ださい。 

○小野委員長 栗本環境対策課長。 
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○栗本環境対策課長 それぞれ古紙類回収業者さんに売却する値段については、その紙の

相場によって１円だったり２円だったりしますけども、町の助成金については活動に対

しての奨励金ですので、１キロ５円という奨励金を払っています。 

過去にはですね、逆有償という時代がございました。新聞を引き取ってもらうのにお

金が要った時代がございました。そのときについては、その逆有償分を補てんをしたと

いうことで、５円プラス４円まで、最大９円を助成していたときがありましたけども、

現在は紙の相場が落ちついておりますので、そういった制度はもう廃止をしております。 

○小野委員長 小林委員。 

○小林委員 ８７ページの委託料と使用料に係るごみ分別アプリの件なんですけれども、

これ、ちょっとどの業者さんのアプリを使用されるのか、またそのランニングコストに

ついてですけれども、ちょっと聞き逃したのかもしれませんけども、来年度から、アプ

リシステム使用料、年額１６万でいいのか。 

それとですね、もう既に導入されている自治体の様子というか、件数とか、また、そ

の自治体のですね、一体どれだけの住民さんの、住民さんの中でどれぐらいの方がダウ

ンロードされたのかとか、そういう実績についても教えていただきたいなと思います。 

そしてですね、いろいろなアプリがある中でですね、この業者を斑鳩町が選んだ理由

っていうのを教えていただきたいんです。と言いますのも、成功したアプリを開発した

業者さんでも、各市町村でカスタマイズすることによって、成功した自治体もあれば、

失敗してしまう自治体もあります。例えば斑鳩町の場合でしたら、観光の関係でしたら、

関係者の方にお話を聞きますと、マニアというか、学者の中では観光アプリっていうの

は評判はいいんですけれども、やっぱりちょっと住民さん受けとか、観光客受けにはし

なかったというふうな声も聞いていますのでね、そういう中で、斑鳩町は、この今回導

入するアプリについてはどういうことに重点を置いてこのアプリを導入することを決定

されたのか、ちょっと教えていただきたいなと思います。 

○小野委員長 栗本環境対策課長。 

○栗本環境対策課長 まず、町独自でソフトを開発しようとした場合の費用なんですけど

も、初期導入費が約２５０万円、保守点検料が年間３０万円がかかります。１０年間使

用しますと、約５５０万円の費用になるということです。 

今回、当町が導入しようとしているのは、もう既に構築済みのプラットフォームを使

用させていただきますので、初期導入費は安く抑えられるということでございます。そ

して、システムのデータも、構築済みのプラットフォームを使用しますので、システム
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のデータ入力は町で行うんですけれども、情報を随時更新できるという利点がございま

す。さらに、イベントの情報や急なお知らせにつきましてもすぐ発信できるなど、そう

いった利点があるということです。 

なお、業者につきましては複数ございまして、これから業者選定等々をしていく予定

にしているところであります。 

それと、申しわけございません、これを、当町と同じものを導入しているところなん

ですけども、関西圏ではございませんで、関東のほうで、所沢市であるとか、西東京市、

浦安市などが既に活用されておりますけども、利用件数につきましてはちょっと把握を

しておりませんので、また後刻、報告をさせていただきたいと思います。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 すみません、ちょっと聞き逃したんですけども、８８ページの衛生処理場の

周辺対策の補償ですね、これ、昨年度から比べると金額は大分尐なくなっているんです

けども、これは補償内容はどんなふうになっているんでしょうか。 

○小野委員長 栗本環境対策課長。 

○栗本環境対策課長 衛生処理場の補償につきましては、もう高安自治会のみを残すのみ

となっております。平成２７年度につきましては、里道の拡幅工事の地元負担分という

ことで６０万円を計上させていただいているところであります。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今後の見通しについてはどうですか。 

○小野委員長 栗本環境対策課長。 

○栗本環境対策課長 ２６年度末現在で申しますと、高安自治会は６事業の積み残し事業

がございます。そのうち平成２７年度で完了するのが１事業、平成２６年度から継続し

ている事業が１事業、新たに平成２７年度から実施するのが１事業となりますので、全

く手つかずの、平成２８年度以降で対応する事業が残り３事業ということになっており

ます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 すみません、以前に残事業に対する費用の見込みも出していただいていたと

思いますけども、もしわかるようでしたら、その残事業６事業に対しての総金額ですね、

教えていただけますか。 

○小野委員長 栗本環境対策課長。 

○栗本環境対策課長 以前、残り約２億円程度というご報告をさせていただいたというふ
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うに記憶をしております。あと残り６事業で１億数千万円ということで理解をしており

ます。 

○小野委員長 ほかにございませんか。 

そうしたら、私のほうから１点だけ、提言っていうんですかね、様子を、お話を聞か

せていただきたいと思うことがありますが、８７ページで、家庭生ごみ減量化の促進と

いうことで、先ほど課長の説明で、今、それのモデル事業に参加していただいている自

治会が４，４００とね、それを６，０００、まあ１，０００ほどちょっと、まだふやし

て、所帯数ですね、自治会でなくて所帯数をふやしていこうということでも考えておら

れるということなんですがね、このモデル事業も数年前からなされておって、いろいろ

な課題点も克服ちゅうんですか、クリアされてきて、これだけの、全所帯のうちのもう

６割近くの家庭が生ごみの分別をしていただいているということで、この効果も顕著な

ものがあるんじゃないかなと。ただ、いろいろな課題がありますので、その場所、場所

によって検討、改良していかなければいけない点もあると思いますが、担当常任委員会

でもいろいろ、報告も方針もお示し願っているようにもお聞きしていますが、私として

は、もうこういうことに踏み切るというんですかね、強制的に生ごみは可燃ごみからは

除外するんだというように方針を出していただく時期が来ているのではないかなと、そ

のように思っておりますが、その点についてどのように、まだもう尐しいろいろな課題

を克服しなければいけないのでそこまでは行けないとか、いろいろな問題点があるとい

うところで思っておられるのか、その点、お示し願えたらいいかなと思うんですが。 

○小野委員長 栗本環境対策課長。 

○栗本環境対策課長 生ごみにつきましては、分別をすることによって資源になります。

また、焼却するよりも安価で処理ができますので、非常に費用対効果も期待できるもの

であります。 

しかし、一方、この生ごみ分別というのは、ほとんどの自治体で分別が進んでいない、

いわゆる分別困難物と言われているもので、いろいろ理由はございます。集積場所のに

おいの問題、各家庭での保管の問題、そういったいろいろ問題がございますので、今、

斑鳩町の方針としては、まず住民説明会をさせていただいて、住民の皆さんに納得をし

ていただいてやっていこうというスタンスで４，４００世帯まできましたけども、今後、

町長の施政方針にもございましたゼロ・ウェイスト宣言に向けて、脱焼却の目標年次も

掲げていかなければならない。そのときにあわせて、この生ごみについてもいつから全

町でやるのかというのも、平成２７年度で廃棄物減量等推進審議会も開催されますので、
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その中で議論をしていただいて、目標年度を決めていきたいというふうに考えておりま

す。 

○小野委員長 このことにつきましては、４年前自治会長を、錦ヶ丘で自治会長をしてい

るときに、役員さんにみんな諮ったところね、ちょっと無理だということでお断りした

経緯があるんです。そのあと、この制度を取り入れようということで、今の自治会の役

員さんらが取り入れた。その中で、協力してもらえる方ということで、わずか、尐なか

ったと思うんですが、年次を追うごとにふえてきていると思います。 

それと、錦ヶ丘については、網をかけているだけで、カラス被害というものたくさん

あるんです。そういった面にも、生ごみを可燃ごみから外すっていうことは効果も上が

ってくるのかと。自治会の役員さんらはそういうようなことをいろいろと話しされて、

錦ヶ丘全所帯がモデル事業に参加するような働きもされておるんですけども、いろいろ

な課題もあるというふうに聞いていますが、もう５年、もっと前からやっておられると

思います。もう全町的にやるというような方針を１年でも早く打ち出してもらえたらい

いかなと、そのように思っていますので、よろしくお願いしておきます。 

それでは、ほかにないようですので、これをもって、第４款衛生費に対する質疑を終

結いたします。 

１５時１５分まで休憩いたします。 

（ 午後２時５９分 休憩 ） 

（ 午後３時１５分 再開 ） 

○小野委員長 それでは、再開いたします。 

次に、第６款商工費について、説明を求めます。 

植村住民生活部長。 

○植村住民生活部長 それでは、第６款商工費のうち、住民生活部が所管いたします予算

の概要につきまして、説明申しあげます。 

失礼いたしまして、座って説明をさせていただきます。 

予算書の９５ページをお開きいただきたいと思います｡第６款商工費、第１項商工費、

第１目商工総務費でございます。 

このうち、第８節報償費では、消費生活相談員謝金といたしまして４５万６千円を計

上いたしております。 

また、第１９節負担金補助及び交付金では、高齢者の方に就業機会を提供しているシ

ルバー人材センターの活動助成金等といたしまして、前年度と比較して４８万円増額の



 - 87 - 

８９７万円を計上しております。従前より、国によるシルバー人材センターへの補助金

は、自治体が補助した額を上限として交付されるところでございますが、新年度におい

て新たな補助メニュー、仮称ではございますけれども、高齢者活用・現役世代雇用サポ

ート事業というものが創設されまして、国庫補助限度額が引き上げられる見込みである

ことから、それに合わせて、前年度の８３０万円から４８万円を増額し、８７８万円を

計上したものでございます。 

以上で､第６款商工費のうち、住民生活部の所管に係ります予算の説明といたします｡

よろしくご審議いただきますようお願い申しあげます｡ 

○小野委員長 説明が終わりましたので、第６款商工費について、質疑をお受けします。 

木澤委員。 

○木澤委員 ちょっと１点だけお尋ねしたいんですけども、先ほどシルバーに発注される

際の雇用関係の問題がありましたけども、町のほうからシルバー人材センターにいろい

ろな事業発注されている中で、最低賃金との関係がどうなっているのかなという、ちょ

っと確認させていただきたいと思うんですけども。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 今現在のシルバー人材センター、最低賃金との関係ということでござい

ます。基本的にシルバー人材センターさんの会員さんにつきましては、センターのほう

との請負の契約をされた上でお仕事をされているということになりますので、基本的に

は雇用関係発生していないというところから、最低賃金の適用はされないというふうに

聞いております。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 まあ、生きがい対策ということで、雇用ではないよということで、シルバー

人材センターのほうにもそういう規定があるというふうに思っていたんですけども、先

ほど派遣のほうで、シルバーの県のほうと契約になって、そこでは雇用関係が発生する

ということになるんですけども、シルバーの事業の中でもその部分はまた別になるのか、

そこのところはどんな整理になるのかなというふうに思うんですけれども。 

○小野委員長 本庄福祉課長。 

○本庄福祉課長 町シルバーさんのほうに確認したところでのお答えになるんですけれど

も、一部派遣という形で会員さんを派遣されているということでの事業はなされている

というふうには聞いております。 

○小野委員長 木澤委員。 
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○木澤委員 そうしますと、その点についてはまた私のほうもシルバーさんのほうにも聞

いてみたいと思います。 

それとですね、最低賃金法は適用されませんけども、今、町が発注している事業で基

準として時間卖価が幾らになっているのか、発注する中身によって違うと思いますけど

も、基本的に考え方として最賃法は適用はされませんけども、最賃を切るような卖価に

なるような発注になっているのかどうか、そこのところも確認をさせていただきたいん

ですけども。 

○小野委員長 植村住民生活部長。 

○植村住民生活部長 先ほど課長申しましたように、派遣については、その最賃との絡み

が出てくるということですが、それ以外の業務についてはいわゆる業務請負ということ

での契約です。シルバーさんのほうで、じゃあその業務に対してどれだけのお金を受け

て作業するかというのは、それなりに算定はされているとは思いますけれども、直接町

との関係で言いますと、この仕事をするのに幾らでてきますかという形の契約。だから、

その業務をするのに、例えば極端なことを言うと、１人でしはるのか、２人でしはるの

かというのは、それはもうシルバーさんの考えにお任せしているということの、そうい

う請負契約ということになりますから、基本的には、私どもで１人を時間卖価幾らで雇

うような算定をするとか、そういうことはいたしてはおりません。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今、法律上で言うとそういう形になっていて、町もそういう発注の仕方をし

ているという中でですけども、いろいろ、雇用ではないですけども、基本的にはその仕

事をするのに何人必要で、その人件費がどれぐらいだっていうのは、大体見積もってと

か検討してその事業について見込みを立ててはるとは思いますのでね、その関係の中で、

今後ですね、最賃との関係が出てくるんじゃないかなと。法律が改正されるのか、シル

バーさんの事業の形態が変わっていくのかちょっとわかりませんけども、実際にシルバ

ーでされている方から声は聞いていますので、町に対して今の段階でどうこうっていう

んじゃないんですけども、その辺については町のほうも動向について注視をしておいて

いただきたいなと。今の段階ではもうそこまでしか言えませんので。ちょっとわかりづ

らいですけども、お願いしておきます。 

○小野委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○小野委員長 ないようですので、これをもって、第６款商工費に対する質疑を終結いた
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します。 

続きまして、議案第２５号 平成２７年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計予算につ

いての審査に入ります。 

理事者の説明を求めます。 

植村住民生活部長。 

○植村住民生活部長 それでは、議案第２５号 平成２７年度斑鳩町国民健康保険事特別

会計予算につきまして、説明を申しあげます。 

まず、議案書の朗読をいたします。 

議案第２５号 

平成２７年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計予算について 

標記について、地方自治法第２１１条第１項の規定により、別紙のとおり提出し、議

会の議決を求めます。 

平成２７年３月２日 提出 

斑鳩町長 小城 利重 

それでは、特別会計予算書の１ページをお開きいただきたいと思います。 

予算総則を朗読いたします。 

平成２７年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計予算 

平成２７年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３，７７０，５００千円とする。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

（一時借入金） 

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、１００，０００千円と定める。 

（歳出予算の流用） 

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内

でのこれらの経費の各項の間の流用 

（２）各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係
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る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の

流用 

平成２７年３月２日提出 

斑鳩町長 小城 利重 

恐れ入りますけれども、座って説明をさせていただきます。 

初めに、本特別会計の予算総額でございますが、歳入・歳出それぞれ３７億７，０５

０万円となっております。前年度と比較をいたしまして、４億３，５９０万円、１３．

１％の増となっております。 

それでは、予算に関する説明書によりまして、予算の内容を説明をいたします。 

予算書の９ページをお開きいただきたいと思います。初めに、歳入予算につきまして、

説明申しあげます。 

第１款国民健康保険税、第１項国民健康保険税でございます。新年度は、７億３，２

９６万３千円を計上しております。前年度と比較して、１，８０５万３千円、２．５％

の増となっております。予算の内訳は、第１目一般被保険者国民健康保険税で７億２４

５万３千円、第２目退職被保険者等国民健康保険税で３，０５１万円となっております。 

次に、１０ページでございます。第２款国庫支出金であります。 

第１項国庫負担金では、新年度は、５億５，００４万６千円を計上しております。前

年度と比較をいたしまして、５８３万１千円、１．１％の増となっております。 

予算の内訳は、第１目療養給付費等負担金で５億２，７６７万２千円、第２目老人保

健医療費拠出金負担金で１千円、第３目高額医療費共同事業負担金で１，７８５万円、

第４目特定健康診査等負担金で４５２万３千円となっているところでございます。医療

給付費や後期高齢者支援金、介護納付金、高額医療費共同事業拠出金、特定健康診査等

の費用に係る国の法定負担金を計上したものでございます。 

１１ページの第２項国庫補助金では、第１目財政調整交付金で、新年度は、１億８，

１１７万円を計上しており、前年度と比較しまして、２，９９１万２千円、１９．８％

の増となっております。 

次に、第３款療養給付費等交付金、第１項療養給付費等交付金であります。第１目の

療養給付費等交付金で、新年度は、４，０２２万円を計上しており、前年度と比較して、

４，０５５万３千円、５０．２％の減となっております。 

次に、１２ページの第４款前期高齢者交付金、第１項前期高齢者交付金であります。

第１目前期高齢者交付金で、新年度は、１１億１，４３６万８千円を計上しており、前
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年度と比較して、２，５４０万４千円、２．３％の増となっているところでございます。 

次に、第５款県支出金であります。 

まず、第１項県負担金では、新年度は、２，２３７万３千円を計上しており、前年度

と比較して、２８９万６千円、１１．５％の減となっております。 

予算の内訳は、第１目高額医療費共同事業負担金で１，７８５万円、第２目特定健康

診査等負担金で４５２万３千円となっております。国庫負担金と同様に、高額医療費共

同事業拠出金、特定健康診査等に係ります県の法定負担金を計上したものでございます。 

１２ページから１３ページにかけての第２項県補助金では、第１目財政調整交付金で、

新年度は、１億５，８１８万２千円を計上しており、前年度と比較して、５６５万６千

円、３．７％の増となっております。 

次に、第６款共同事業交付金、第１項共同事業交付金でございます。第１目共同事業

交付金で、新年度は、７億２，０９７万５千円を計上しており、前年度と比較して、３

億８，１７４万５千円、１１２．５％の増となっております。高額な医療費の発生等に

よる保険者の過重な負担を緩和するため、国保連合会を事業主体といたしまして、県内

の市町村が拠出金を出し合って実施しています高額医療費共同事業と保険財政共同安定

化事業において交付されるものでございます。この保険財政共同安定化事業につきまし

て、平成２６年度までは２０万円以上のレセプトが対象となっておりましたが、新年度

からは全てのレセプトが対象となることから、大幅な増額となるものでございます。 

次に、第７款財産収入、第１項財産運用収入でございます。第１目利子及び配当金で、

財政調整基金に係る利子１千円を計上したものです。 

１４ページの第８款繰入金、第１項他会計繰入金でございます。第１目一般会計繰入

金で、新年度は、２億４，３７９万円を計上しており、前年度と比較して、２，２３０

万円、１０．１％の増となっております。保険基盤安定繰入金や職員給与費等繰入金、

財政安定化支援事業繰入金などの法定繰入金として、２億２，８４４万７千円、平成２

５年度分に係る介護納付金分の赤字補てんといたしまして、その他一般会計繰入金で１，

５３４万３千円を計上したものでございます。 

次に、第９款繰越金、第１項繰越金でございます。第１目繰越金で、前年度と同額の

１千円を計上いたしました。 

次に、１５ページの第１０款諸収入、第１項延滞金加算金及び過料でございます。第

１目延滞金で、前年度と同額の５０万円を計上しております。 

第２項雑入では、新年度は、５６７万１千円を計上しております。予算の内訳ですが、
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第１目一般被保険者第三者納付金で５３０万円、第２目退職被保険者等第三者納付金で

２０万円、第３目一般被保険者返納金で５万円、第４目退職被保険者等返納金で３万円、

第５目納付金で１万円、第６目雑入で８万１千円となっております 

次に、１６ページの第３項療養費等指定公費返還金では、第１目療養費等指定公費返

還金で、新年度は、２４万円を計上しております。前年度と比較しまして、６万円、２

０％の減となっております。この返還金は、７０歳以上被保険者の８割の支給の療養費

であって、一旦９割支給を行った事例につきまして、公費が負担すべき１割分を国から

返還を受けるというものとなっております。なお、平成２６年度４月以降に７０歳に達

する被保険者からは、法定の一部負担金をご負担いただくことになっております。 

続きまして、歳出予算について説明をいたします。 

初めに、第１款総務費であります。 

まず、１７ページから１８ページにかけての第１項総務管理費、第１目一般管理費で

は、新年度は、２，４９１万５千円を計上しております。前年度と比較して、１，１０

４万５千円、３０．７％の減となっております。国民健康保険事業にかかわる職員の人

件費及び給付や資格管理などの事務の執行に係る費用、診療報酬明細書の内容点検業務

を委託して行うための費用などとなっているところでございます。 

次に、１８ページから１９ページにかけての第２項徴税費、第１目賦課徴収費でござ

います。新年度は、１，７２３万１千円を計上しており、前年度と比較して、５５万１

千円、３．３％の増となっております。国民健康保険税の賦課徴収にかかわる職員の人

件費及び賦課計算業務委託などの電算委託料などの費用でございます。 

次に、１９ページ、第３項運営協議会費、第１目運営協議会費では、１８万円を計上

いたしております。国保運営協議会の開催に係る委員の報酬でございます。 

次に、２０ページ、第４項趣旨普及費、第１目趣旨普及費では、新年度は、７８万３

千円を計上しており、前年度と比較して、１万７千円、２．１％の減となっているとこ

ろでございます。 

続きまして、２０ページからは、第２款保険給付費でございます。 

初めに、第１項療養諸費では、新年度は、２０億８，５４８万４千円を計上しており

まして、前年度と比較して８６６万６千円、４．２％の増となっております。予算の内

訳は、第１目一般被保険者療養給付費で２０億１，１９２万７千円、第２目退職被保険

者等療養給付費で３，７１１万４千円、第３目一般被保険者療養費で２，８９８万円、

第４目退職被保険者等療養費で４６万５千円、第５目審査支払手数料で６９９万８千円
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となっております。 

次に、２１ページの第２項高額療養費では、新年度は、２億５，３４５万１千円を計

上しており、前年度と比較して、５７１万１千円、２．３％の増となっております。予

算の内訳は、第１目一般被保険者高額療養費で２億４，８４１万３千円、第２目退職被

保険者等高額療養費で４８３万７千円、第３目一般被保険者高額介護合算療養費で２０

万円、第４目退職被保険者等高額介護合算療養費で１千円となっております。 

次に、第３項移送費では、新年度は、前年度と同額の１０万円を計上しております。

予算の内訳は、第１目一般被保険者移送費、第２目退職被保険者等移送費ともに５万円

を計上しております。 

次に、２２ページの第４項出産育児諸費では１，３８６万７千円を計上しており、前

年度と比較して、２９４万２千円、１７．５％の減となっております。予算の内訳は、

第１目出産育児一時金で１，３８６万円、第２目支払手数料で７千円となっております。 

次に、第５項葬祭諸費、第１目葬祭費では、前年度と同額の１００万円を計上してお

ります。 

次に、第３款後期高齢者支援金等、第１項後期高齢者支援金等では、３億９，７８４

万８千円を計上しており、前年度と比較して、６２万３千円、０．２％の増となってお

ります。予算の内訳は、第１目後期高齢者支援金で３億９，７８１万９千円、第２目後

期高齢者関係事務費拠出金で２万９千円となっております。 

次に、２３ページの第４款前期高齢者納付金等、第１項前期高齢者納付金等でござい

ます。新年度は、３８万８千円を計上しており、前年度と比較して、１０万７千円、２

１．６％の減となっております。予算の内訳は、第１目前期高齢者納付金で３５万８千

円、第２目前期高齢者関係事務費拠出金で３万円となっております。 

次に、第５款老人保健拠出金、第１項老人保健拠出金でございます。新年度は、１万

６千円を計上しており、前年度と比較して、１千円の減となっております。予算の内訳

は、第１目老人保健医療費拠出金で１千円、第２目老人保健事務費拠出金で１万５千円

となっております。 

次に、２４ページの第６款介護納付金、第１項介護納付金であります。第１目介護納

付金で、新年度は、１億５，０９７万３千円を計上しており、前年度と比較して、３７

１万１千円、２．４％の減となっております。 

続きまして、第７款共同事業拠出金、第１項共同事業拠出金であります。新年度は、

７億２，８３８万１千円を計上しており、前年度と比較して、３億７，６２７万９千円、
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１０６．９％の増となっております。予算の内訳は、第１目高額医療費共同事業拠出金

で７，１４０万１千円、第２目保険財政共同安定化事業拠出金で６億５，６９７万８千

円、第３目その他共同事業拠出金で２千円となっております。 

高額な医療費の発生等による保険者の過重な負担を緩和するため、国保連合会を事業

主体として、県内の市町村が拠出金を出し合って財源とする高額医療費共同事業、保険

財政共同安定化事業などが実施されました、これら再保険事業に対して拠出するもので

ございます。 

歳入でも申しましたとおり、保険財政共同安定化事業について、平成２６年度まで２

０万円以上のレセプトが対象であったものが、新年度からは、全てのレセプトが対象と

なることから、大幅な増額となるものでございます。 

次に、２５ページの第８款保険事業費についてでございます。 

第１項特定健康診査等事業費、第１目特定健康診査等事業費で、新年度は、２，６１

０万４千円を計上しており、前年度と比較して、１４万円、０．５％の増となっており

ます。新年度では、特定健診の対象者を５，６８７人と見込みまして、受診率４０％、

受診者２，２７５人といたしまして、健診委託料２，２３７万５千円を計上したもので

す。 

第２項保健事業費では、新年度は、４０７万８千円を計上しております。前年度と比

較して、９万７千円、２．３％の減となっております。予算の内訳は、第１目医療費通

知費で１６７万８千円、第２目人間ドッグ健診受診費用助成費で２４０万円となってお

ります。 

次に２６ページ、第９款公債費、第１項一般公債費でございます。第１目の利子で、

前年度と同額の１０万円を計上いたしております。 

次に、第１０款諸支出金、第１項償還金及び還付加算金であります。前年度と同額の

２３６万１千円を計上しております。予算の内訳は、第１目一般被保険者保険税還付金

で２０５万円、第２目退職被保険者等保険税還付金で３１万円、第３目国庫支出金等償

還金で１千円となっております。 

２７ページの第２項療養費等指定公費立替金でございます。 

第１目療養費等指定公費立替金では、新年度は、２４万円を計上しており、前年度と

比較して、６万円の減となっております。歳入予算のほうでもご説明申しあげましたよ

うに、療養費等指定公費返還金に対する費用といたしまして、保険者が負担している８

割給付と９割給付の差額分を、通常の療養費科目と区別するために設けているものでご
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ざいます。 

最後に、第１１款予備費についてですが、税率の改定及び交付金等の増加によりまし

て、６，３００万円を計上いたしております。なお、この黒字分につきましては、平成

２７年度決算確定後、累積赤字解消のために充当してまいりたいと考えているところで

ございます。 

以上、議案第２５号 平成２７年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計予算の説明とい

たします。よろしくご審議を賜りまして、原案どおりご承認賜りますようお願い申しあ

げます。 

○小野委員長 国民健康保険事業特別会計予算について説明が終わりましたので、これに

対する質疑をお受けいたします。 

木澤委員。 

○木澤委員 予算書の１１ページのところですけども、国からの財政調整交付金ですね、

これがかなり増になっているんですけども、これの理由についてお尋ねしたいんですけ

ども。 

○小野委員長 山﨑国保医療課長。 

○山﨑国保医療課長 増の原因でございますが、まず、医療給付費、特別財政調整交付金

では、制度改正によるシステム改修が２７年度はございませんために２９８万３，００

０円の減額となっておりますが、医療費の増加と医療費分、介護分及び後期高齢者の基

盤安定繰入金の４分の１を本年度計上したために、都合合わせて２，９９１万２，００

０円の増となっているところでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今年度でその４分の１入れたっていうのは、通常にはない分とか。ちょっと

もうひとつよくわからなかったんですけども。 

○小野委員長 山﨑国保医療課長。 

○山﨑国保医療課長 この額を算定いたしますのには、いわゆる複雑な係数をいろいろ掛

けて計算して導き出すわけなんですが、そのいわゆる４分の１分、いわゆる医療分と介

護、後期、これに関しては、以前は計上しておりませんでした。県のほうからですね、

この４分の１分を計上して歳入を算定しなさいということで指導等がございましたので、

本年度よりこの分を計上しておる。結果、この額がふえたということでございます。 

以前はどうであったかというと、もうそれを含めて県のほうは入れてくれておりまし

たので、問題は当然なかったんですが、歳入の状況を明らかにするために、その制度分
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を、４分の１分を計上したということでございます。ですから、２７年度分はふえてお

ると。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今、さらに４分の１、今まで計上されていなかったものが計上されるように

なったと。県からもそれを計上しなさいという計算方式が示されたのはわかりましたけ

ども、何でそれがふえる、４分の１を計上することになったかっていう根拠は。 

○小野委員長 山﨑国保医療課長。 

○山﨑国保医療課長 もともとこの算定式の中にはそれが含まれておったわけなんですが、

町の予算計上のときにそれを計上しておらなかったということでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そうすると、それ、これまで計上されていなかった分はどうなっているんで

すか。 

○小野委員長 山﨑国保医療課長。 

○山﨑国保医療課長 計上されておらなかった予算で組んでおったわけなんですが、歳入

といたしましては、それを含めた、超えた額が入ってきておりますので、執行上は問題

がなかったということでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 これまでも歳入としては入ってきていたけども、当初予算では計上されてい

なくて、確定してから、ふえた額として入っていたというようなことですか。何でそん

なややこしい予算立てに。もともと、だから、県のほうが、そういう４分の３で計上せ

よという指導がこれまであって、そういうふうに組んでいたんですかね。 

○小野委員長 山﨑国保医療課長。 

○山﨑国保医療課長 ４分の１の、入っているよという指導があったわけでございますの

で、今回、２７年度予算はきちっとした形で予算計上させていただいたということでご

ざいます。 

○小野委員長 暫時休憩します。 

（ 午後３時４７分 休憩 ） 

（ 午後３時５２分 再開 ） 

○小野委員長 それでは、再開いたします。 

池田副町長。 

○池田副町長 決算時にきっちりした、多くの歳入があったわけですけども、それにつき
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ましては当初予算できっちりと計上しなさいという県のほうから指導がありましたので、

そのような予算計上をさせていただきました。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。 

その同じページ、１１ページの療養給付費交付金なんですけども、これ、半分ぐらい

に、前年度から比べると金額が減っているんですけども、これの理由についてはどうな

んでしょうか。 

○小野委員長 山﨑国保医療課長。 

○山﨑国保医療課長 この主な理由でございますが、退職被保険者数の減によるものでご

ざいます。昨年度は２２８人で、本年度１３５人、９３人の減によるものでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 退職医療のほうが今後廃止になっていくということで、だんだん数が減って

きている中でのことなのかなと思いますけど、ちょっと確認させていただきたいんです

けども、最終的に廃止になる年度っていつでしたっけ。 

○小野委員長 山﨑国保医療課長。 

○山﨑国保医療課長 ５年後に完全に被保険者はゼロとなる見込みでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。 

そうしたら、次の１２ページですね、前期高齢者交付金なんですけども、これもこの

前期高齢者交付金ができてから、年度を追うごとに入のほうも金額がふえてきていて、

その分前期高齢者の数がふえているのかなというふうに思うんですけども、斑鳩町の国

保会計にしたらすごい大きな収入ですし、助かってはいるんですけども、これ、今後も

こういうふうに続いていくというふうに見ていていいんでしょうか。 

○小野委員長 山﨑国保医療課長。 

○山﨑国保医療課長 いわゆる団塊の世代の方が６５歳以上になられますのが、平成２８

年度がピークに達するというふうに見込んでおります。その後、横ばいとなり、徐々に

減尐していくものというふうに見込んでおります。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そうしたら、今の制度上は、やっぱりピークに向けてふえていくということ

で、国のほうも特にそれについては何か変更を考えているとかいう話は聞いていないで

すか。 
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○小野委員長 山﨑国保医療課長。 

○山﨑国保医療課長 交付金につきましては、今現在から言いますと、２８年度に向けて

どんどんふえていくというふうに考えております。これに対しての交付金なり補助金の

ほうは、まだ情報のほうはつかんでおりません。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。 

そうしますと、次、１７ページのほうなんですけども、委託料のところで医療レセプ

ト点検業務委託料が上がっていますけども、これまで国保連合会のほうでレセプトの点

検をしていただいていて、町としては、何でこの医療費がこういうふうに高くなってい

くのかっていう個々の事例についてなかなか把握できないという状況があったんですけ

ども、今後、国保が県卖一になっていく移行の中でですね、このレセプトの点検等につ

いてもう尐し充実が図られるような改定とかというのにはならないんでしょうかね。 

○小野委員長 山﨑国保医療課長。 

○山﨑国保医療課長 ご承知のように、レセプトの点検については国保連合会のほうへ委

託をいたしております。それにあわせて、いわゆる国保の広域化後のお話なんですが、

どうも国から出てまいりました法案に対する要望等を見てみますと、あまり変わらない

のではないかなというふうに考えてはおります。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今の段階でそういうふうには国のほうでも考えていないと。やっぱり医療費

が高くなっていくの、いろいろな理由があると思いますけども、やっぱり斑鳩町がよそ

よりも給付費の伸びが高いんじゃないかなというふうに思うんです。斑鳩町の特徴を何

とかつかめないかなと思っていましたけども、だから、それを町独自でするのはなかな

か、費用もかかって、手間もかかって大変だという中で、県卖一化については、私とし

てはあまり賛成はしていないんですけども、改善されないのかなという点はありました

ので、県卖一化を推進するわけじゃないですけども、今後、町のほうとしてもですね、

県に対して、やっぱり何で医療費が上がっていくのかっていうのを、もうちょっと個々

の事例として点検できるような形の体制づくりっていうのを県とも連携しながら進めて

いただきたいなというふうに思いますので、またいろいろな会議とかの場で意見をあげ

ていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

そうしたら、すみません、続けて、予算書の２２ページなんですけども、出産育児一

時金については、前年度から予算額減額になっていますが、これはどういう見込みにな
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っているのでしょうか。 

○小野委員長 山﨑国保医療課長。 

○山﨑国保医療課長 出産育児一時金につきましては、平成２３年度以降は減尐傾向でご

ざいます。年間３０件前後で推移をいたしております。 

この、なぜ尐ないのかということ、減っているのかということなんですが、いわゆる

景気の回復等によりまして他の保険へ移られるというようなことがございますので減尐

に転じておるということでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そうすると、国保加入者の総数はたしかそんなに変わっていなかったと思う

んですけども、若い人が減っていっていると。普通に高齢化していっているだけじゃな

しに、そういう、今の課長の説明だとそういう理解になるのかなと思うんですけども、

それで件数が減っていると。だから、出生率自体が下がっているわけではないというふ

うに理解していいんですかね。 

○小野委員長 植村住民生活部長。 

○植村住民生活部長 斑鳩町で生まれる子ども、例えば平成２５年であれば合計特殊出生

率も１．４３に上がりましたので、いろいろな施策の中で、斑鳩町で生まれる子どもさ

んの数が減っているとか、そういうことはないです。ただ、これはあくまでも国保被保

険者のことです。もともとやはり、若い世代というのはサラリーマン世帯が多いので、

国保の中では占める割合は尐ないですし、やはり最近、社会保険に移行されるという方

も見られる中でですね、国保についての、そういう子どもを産むような世代については

尐し減尐ぎみなのかなというふうな思いです。 

それが今後どう続いていくかというのはなかなかわかりませんけれども、もともと子

どもを産まないという人が多くなってるのか、それとも子どもを産む世代の被保険者が

減っていくのかというのは、今後も見通していかないとわかりませんけれども、今のと

ころはそういう世代で、特に社会保険に移っていく方が多いのではないかなというふう

な思いをしております。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 この間、いろいろ国保の被保険者の皆さんのことについても議論してきまし

たけども、そんな中で、この間、リストラされたりとか、正規が非正規になって保険外

されてしまって、若い方でも国保に加入される方がふえてきているという認識があった

ので、今、逆に若干、社保のほうに移っていかれる方が、じゃあ、ふえてきているとい
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う状況になってきているということで理解していいんですかね。 

○小野委員長 山﨑国保医療課長。 

○山﨑国保医療課長 お見込みのとおりでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 それとですね、予算関係参考資料のほうをちょっと見せていただいています

と、ここにも出産育児一時金及び葬祭費ということで、２３年度からの分、あげていた

だいているんですけども。 

○小野委員長 ちょっとページ数、言うて。 

○木澤委員 １０ページです。その中で、平成２５年度までは決算の実績数字であげてい

ただいてますけども、平成２６年度、２７年度で見込み、推計の数字ということで、３

３件で金額も１，３８６万円というふうにあげていただいているんですけども、これは

どういうふうに見たらいいんでしょうね。 

○小野委員長 山﨑国保医療課長。 

○山﨑国保医療課長 平成２６年度の、いわゆる予算を組みますときの基礎人数は３９人

で算定をいたしております。ここに掲げておる３３人につきましては、現在、恐らく３

３人ぐらい、決算見込みと理解していただいたら結構かと思います。大体これぐらいに

なるであろうということでございます。２７年度は、同じく３３人を計上させていただ

いておるということでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そうしたら、予算上の数字ではなくて、年度末の見込みがこの数字になると

いうことですね。 

そうしたら、すみません、続きまして、２５ページのほうで、特定健康診査。予算書

の２５ページですね。特定健診のところの、先ほど部長のほうから、５，６８７人で４

０％の方を目標に予算計上されているというふうに説明ありましたけども、受診率向上

に向けた取り組みですね、これ、毎回質問させていただいていると思うんですけども、

今回も予算審査するに当たって、やっぱりこれ、非常に重要なものでありますし、これ

の向上を図ることが医療費抑制等にもつながっていくというふうに思いますので、お尋

ねしておきたいと思います。 

○小野委員長 山﨑国保医療課長。 

○山﨑国保医療課長 平成２４年度から、従来の個別検診に加え、集団検診をがん検診と

あわせ年３回実施してきておるところでございます。受診率向上のためにさらなる工夫
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ということで、平成２７年度におきましては、現役世代の受診を促進するため、３回の

うち１回を健康増進月間のイベントにあわせまして９月の土曜日に実施してまいりたい

というふうに考えております。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 次年度も新たな取り組みをされるということで、やっぱり尐しでも向上を図

っていただくということは必要だと思いますので、またその成果にね、期待をしたいな

というふうに思います。以上です。 

○小野委員長 ほかの方で、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○小野委員長 ないようですので、これをもって、国民健康保険事業特別会計予算に対す

る質疑を終結いたします。 

これをもって、本日の審査を終了いたします。 

明日１０日、午前９時から、本日の続きを引き続いて予算審査特別委員会を行います

ので、定刻にご参集をお願いします。 

本日は、これをもって散会いたします。 

（ 午後４時１２分 散会 ） 


